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第 1 章

最初にお読みください

Cisco IOS XE 16 に関する重要な情報

有効な 2つのリリース、Cisco IOSXEリリース 3.7.0E（Catalystスイッチ用）およびCisco IOSXE
リリース 3.17S（アクセス/エッジルーティング用）が 1つのバージョンとしての統合リリース
Cisco IOS XE 16に展開されて（マージされて）、スイッチング/ルーティングポートフォリオに
含まれる広範なアクセスおよびエッジ製品が盛り込まれた1つのリリースが実現されています。

テクノロジーコンフィギュレーションガイドにある「機能情報」表には、機能が導入された

時期が記載されています。その機能で他のプラットフォームがサポートされた時期について

は、記載されている場合もされていない場合もあります。特定の機能がご使用のプラットフォー

ムでサポートされているかどうかを確認するには、ご使用の製品のランディングページに掲

載されているテクノロジーコンフィギュレーションガイドを参照してください。ご使用の製

品のランディングページにテクノロジーコンフィギュレーションガイドが表示されていれ

ば、その機能はプラットフォームでサポートされています。

（注）
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第 2 章

ATM の設定

この章では、Cisco ASR 1000シリーズのアグリゲーションサービスルータでATMを設定する方
法について説明します。

• 機能情報の確認, 3 ページ

• ATMの設定に関する制約事項, 4 ページ

• ATMインターフェイス, 4 ページ

• ATMの設定方法, 7 ページ

• ATMの設定例, 40 ページ

• ATMインターフェイスのモニタリングおよびメンテナンス, 46 ページ

• ATM設定の機能情報, 47 ページ

• その他の参考資料, 50 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリスト

を確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

非同期転送モード設定ガイド
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ATM の設定に関する制約事項

PVC バンドル管理の制約事項

ASR1Kでの ATM PVC バンドルのサポート

• 1つの PVCバンドルで最大 8つの PVCを設定できます。

ATM インターフェイス
非同期転送モード（ATM）は、1つの仮想回線（VC）を使用して、すべてのトラフィックをネク
ストホップアドレスに伝送します。VCの多重化を使用しても、単一の VCは同じプロトコルの
すべてのトラフィックをネクストホップアドレスに伝送します。Weighted Random Early Discard
（Per-VC (D)WRED）およびWFQは、パケットの分類と優先順位付けを行うことができますが、
そのすべてで 1つの単一の Quality of Service（QoS）VCが共有されます。

ATM インターフェイスのイネーブル化
ここでは、ATMインターフェイスの設定方法について説明します。AIP、すべての ATMポート
アダプタ、および 1ポート ATM 25ネットワークモジュールの場合、ポート番号は常に 0です。
たとえば、スロット 1に取り付けられた AIPの ATMインターフェイスの slot/portアドレスは 1/0
です。

ATMインターフェイスを設定するには、特権 EXECモードを開始して次のコマンドを実行しま
す。

手順の概要

1. Device# configureterminal
2. 次のいずれかを実行します。

• Device(config)# interfaceatmslot/0

• Device(config)# interfaceatmslot/port-adapter/0

3. Device(config-if)# ipaddressip-addressmask
4. Device(config-if)# noshutdown

非同期転送モード設定ガイド
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

端末からグローバルコンフィギュレーションモードを開始します。Device# configureterminalステップ 1   

interfaceatmコマンドの該当する書式を使用してATMインターフェ
イスを指定します。interface atmコマンドの正しい書式を調べるに

次のいずれかを実行します。ステップ 2   

• Device(config)#
interfaceatmslot/0 は、ATMネットワークモジュール、ポートアダプタ、またはデバ

イスの資料を参照してください。
• Device(config)#
interfaceatmslot/port-adapter/0

例：
Device(config)# interface atm
number

（任意）IPルーティングがイネーブルになっているシステムの場合
は、インターフェイスにソース IPアドレスとサブネットマスクを
割り当てます。

Device(config-if)#
ipaddressip-addressmask

ステップ 3   

シャットダウン状態を UPに変更し、ATMインターフェイスをイ
ネーブルにします。これによって、このインターフェイスでセグメ

ンテーションリアセンブリ（SAR）が開始されます。

Device(config-if)# noshutdownステップ 4   

• noshutdownコマンドは、enableコマンドをATMインターフェ
イスに渡すため、ATMインターフェイスは、セグメンテーショ
ンリアセンブリ（SAR）動作を開始します。同時に、ATMイ
ンターフェイスは、過去に送信されたコンフィギュレーション

コマンドに基づいて、自身の設定を行います。
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VC バンドルサポートおよびバンドル管理
ATM VCバンドル管理を使用すると、複数の VCが ATM接続されたルータのペア間でさまざま
な QoS特性を持つように設定できます。下の図に示すように、これらの VCは 1つのバンドルに
グループ化され、バンドルメンバと呼ばれます。

図 1：ATM VC バンドル

ATM VCバンドル管理を使用すると、ATM VCバンドルを定義して、そのバンドルに VCを追加
できます。バンドルの各VCには独自のATMトラフィッククラスとATMトラフィックパラメー
タがあります。属性と特性は個々の VCバンドルメンバに適用できます。または、これらをバン
ドルレベルでまとめて適用することもでできます。

VCバンドルを使用して、さまざまな VCバンドルメンバに対して IP precedenceレベルを柔軟に
分散させることによって、差別化サービスを作成できます。単一の Precedenceレベルまたはレベ
ルの範囲をバンドルの個々の VCにマップできます。これにより、バンドルの個々の VCがさま
ざまな Precedenceレベルによってマーク付けされたパケットを伝送できます。WRED（または
DWRED）を使用して、バンドル内の同じVCを使用するが異なる IP precedenceを持つトラフィッ
ク間のサービスを、さらに区別することができます。

バンドル内で宛先にパケットを転送する場合に使用する VCを決定する場合、ATM VCバンドル
管理ソフトウェアは、パケットと VCの間の precedenceレベルを照合します（下の図を参照）。
IPトラフィックはバンドルのネクストホップアドレスに送信されます。これは、バンドル内のす
べての VCは同じ宛先を共有していますが、パケットの伝送に使用される VCは、ヘッダーのタ
イプオブサービス（ToS）のバイトの IP Precedenceビットに設定されたそのパケット用の値によ
り異なるためです。ATM VCバンドル管理ソフトウェアは、パケットの IP precedenceと VCに割
り当てられた IP Precedenceの値または値の範囲を照合し、適切な VCでそのパケットを送信しま
す。さらに、ATM VCバンドル管理機能によって、パケットを照合した VCがダウンした場合に
トラフィックをリダイレクトする方法を設定できます。下の図に、パケットの伝送に使用する相
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手先固定接続（PVC）バンドルメンバをATMVCバンドル管理ソフトウェアが決定する方法と、
同じVCのトラフィックを区別するためにWRED（またはDWRED）を使用する方法を示します。

図 2：パケット転送に使用する ATM VC バンドル PVC の選択

複数の並行するATMVCをサポートすることで、IPレイヤでの強力なサービスの差別化を作成で
きます。たとえば、より柔軟な ATM可変ビットレート（ABR）PVCに対してはリアルタイムト
ラフィック以外のトラフィックを転送する一方で、ATM VCのリアルタイム CoS（Voice over IP
トラフィックなど）に属する IPトラフィックには厳しい制約（固定ビットレート（CBR）や可変
ビットレートリアルタイム（VBR-rt）などを提供することを推奨します。このような設定を使用
すると、ネットワークのキャパシティを十分に活用できます。また、未指定ビットレート（UBR）
の PVCに対して、ベストエフォート型の IPトラフィックを転送するように選択できます。UBR
は事実上ベストエフォート型サービスの ATMバージョンです。

ATM の設定方法
ATMを設定するには、ここで説明するタスクを実行します。最初の作業は必須です。その後、少
なくとも1つのPVCまたはSVCを設定する必要があります。仮想回線オプションの設定は、ルー
タ、ATMスイッチ、および PVCまたは SVC接続のリモートエンドという 3つの場所で一致して
いる必要があります。その他のタスクは省略可能です。
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VC バンドルの設定

VC バンドルの作成

目的コマンド

指定されたバンドルを作成し、バンドルコン

フィギュレーションモードを開始します。
Device(config-if)# bundle bundle-name

個々の VC へのパラメータの適用

VC バンドルメンバの直接設定

目的コマンド

未指定ビットレート（UBR）の QoSの VCを
設定し、出力のピークセルレート（PCR）を
指定します。

Device(config-if-atm-member)# ubr output-pcr
[input-pcr]

UBRの QoSの VCを設定し、出力の PCRと出
力の最低保証セルレートを指定します。

Device(config-if-atm-member)# ubr+ output-pcr
output-mcr [input-pcr] [input-mcr]

可変ビットレート非リアルタイム（VBR-NRT）
のVCを設定し、出力の PCR、出力の平均セル
レート、および出力の最大バーストセルサイ

ズを指定します。

Device(config-if-atm-member)# vbr-nrt
output-pcr output-scr output-mbs [input-pcr]
[input-scr] [input-mbs]

VCの Precedenceレベルを設定します。
Device(config-if-atm-member)# precedence
[other | range]

VCのバンピングルールを設定します。
Device(config-if-atm-member)# bump {implicit
| explicit precedence-level | traffic}

VCがバンドルの保護されたグループに所属す
るか、個別に保護されたVCバンドルメンバに
なるように設定します。

Device(config-if-atm-member)# protect {group
| vc}
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VC バンドルメンバに適用する VC クラスパラメータの設定

目的コマンド

クラスを適用するVCメンバのバンピングルー
ルを指定します。これらのルールは、キャリア

のVCバンドルメンバがダウンした場合に、バ
ンドルトラフィックのVCを送信するルールを
決定します。

また、ubr、ubr+、および vbr-nrtコ
マンドをVCクラスに追加すると、VC
バンドルメンバの設定に使用できま

す。VCが VCバンドルのメンバであ
る場合、VCクラスモードでの VCの
設定に encapsulation、protocol、
inarp、およびbroadcastコマンドを使
用することはできません。これらのコ

マンドは、バンドルメンバレベルで

はなくバンドルレベルでのみ使用で

きます。個々のVCに対する設定は、
VCクラスをバンドルに適用すること
によってすべてのVCバンドルメンバ
に適用された共有の設定を上書きしま

す。

（注）

Device(config-vc-class)# bump {implicit |
explicit precedence-level | traffic}

クラスを適用する VCメンバの Precedenceレベ
ルを定義します。

Device(config-vc-class)# precedence precedence
min-threshold max-threshold
mark-probability-denominator

VCをバンドルの保護されたグループのメンバ
として設定するか、個別に保護された VCとし
て設定します。

Device(config-vc-class)# protect {group | vc}

個々の VC バンドルメンバへの VC クラスの適用

目的コマンド

VCクラスを VCバンドルメンバに割り当てま
す。

Device(config-if-atm-member)# class-vc vc-class
-name
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バンピングされたトラフィックを拒否する場合の VC の設定

目的コマンド

リダイレクトされる可能性のあるバンピングさ

れたトラフィックを受け入れないように VCを
設定します。

Device(config-if-atm-member)# no bump traffic

VC バンドルとその VC メンバのモニタリングと保守

目的コマンド

各バンドルの VCメンバに割り当てられたバン
ドルの属性と、VCメンバの現在の稼働ステー
タスを表示します。

Device# show atm bundle bundle-name

指定されたバンドルの統計情報または詳細な統

計情報を表示します。
Device# show atm bundle bundle-name statistics
[detail]

ATMネットワークおよび ATMバンドルマッ
プのリモートホストに対するすべての設定済み

の ATMスタティックマップのリストを表示し
ます。

Device# show atm map

バンドルのエラーに関する情報を表示します。
Device# debug atm bundle errors

バンドルのイベントの記録を表示します。
Device# debug atm bundle events
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バンドルレベルパラメータの適用

バンドルレベルパラメータの設定

目的コマンド

スタティックマップを設定するか、バンドルの

InverseAddress Resolution Protocol（InverseARP）
または Inverse ARPブロードキャストをイネー
ブルにします。

バンドルレベルパラメータは、VCク
ラスを割り当てるか、またはバンドル

に直接適用することによって、適用で

きます。バンドルに割り当てられた

VCクラスを使用して適用されたパラ
メータは、バンドルレベルで適用さ

れたパラメータに置き換えられます。

バンドルレベルパラメータは、個々

のVCに適用されたパラメータに置き
換えられます。

（注）

Device(config-atm-bundle)# protocol protocol
{protocol-address | inarp} [[no] broadcast]

ATMアダプテーション層（AAL）およびその
バンドルのカプセル化のタイプを設定します。

Device(config-atm-bundle)# encapsulation
aal-encap

すべての VCバンドルメンバの Inverse ARP期
間を設定します。

Device(config-atm-bundle)# inarp minutes

すべてのVCバンドルメンバのブロードキャス
ト転送をイネーブルにします。

Device(config-atm-bundle)# broadcast

運用管理および保守（OAM）の管理に関連する
VCバンドルパラメータを設定します。

Device(config-atm-bundle)# oam retry up-count
down-count retry frequency

エンドツーエンドの F5 OAMループバックセ
ルの生成と、バンドルのすべての VCの OAM
管理をイネーブルにします。

Device(config-atm-bundle)# oam-bundle
[manage] [frequency]
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VC バンドルメンバに適用する VC クラスパラメータの設定

目的コマンド

クラスを適用するVCメンバのバンピングルー
ルを指定します。これらのルールは、キャリア

のVCバンドルメンバがダウンした場合に、バ
ンドルトラフィックのVCを送信するルールを
決定します。

また、ubr、ubr+、および vbr-nrtコ
マンドをVCクラスに追加すると、VC
バンドルメンバの設定に使用できま

す。VCが VCバンドルのメンバであ
る場合、VCクラスモードでの VCの
設定に encapsulation、protocol、
inarp、およびbroadcastコマンドを使
用することはできません。これらのコ

マンドは、バンドルメンバレベルで

はなくバンドルレベルでのみ使用で

きます。個々のVCに対する設定は、
VCクラスをバンドルに適用すること
によってすべてのVCバンドルメンバ
に適用された共有の設定を上書きしま

す。

（注）

Device(config-vc-class)# bump {implicit |
explicit precedence-level | traffic}

クラスを適用する VCメンバの Precedenceレベ
ルを定義します。

Device(config-vc-class)# precedence precedence
min-threshold max-threshold
mark-probability-denominator

VCをバンドルの保護されたグループのメンバ
として設定するか、個別に保護された VCとし
て設定します。

Device(config-vc-class)# protect {group | vc}
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バンドルへのクラスの適用

目的コマンド

指定されたVCクラスに含まれるバンドルレベ
ルのコマンドでバンドルを設定します。

VCクラスに含まれるバンドルレベル
コマンドを使用して設定されたパラ

メータは、バンドルとそのすべての

VCメンバに適用されます。バンドル
に直接設定されたコマンドによって適

用されたバンドルレベルパラメータ

は、VCクラスを通じて適用されたパ
ラメータに置き換わります。VCクラ
スを使用して適用されたバンドルレ

ベルパラメータ、またはバンドルに

直接適用されたバンドルレベルパラ

メータの一部は、バンドル VCコン
フィギュレーションモードで個々の

VCに直接適用されたコマンドによっ
て置き換えることができる点に注意し

てください。

（注）

(config-atm-bundle)# class-bundle vc-class-name

バンドルへの VC のコミット

目的コマンド

指定された VCをバンドルに追加し、指定され
たVCバンドルメンバを設定するためにバンド
ルVCコンフィギュレーションモードを開始し
ます。

Device(config-atm-bundle)# pvc-bundle
pvc-name [vpi/] [vci]

PVC の設定
相手先固定接続（PVC）を使用するには、ルータと ATMスイッチの両方に PVCを設定する必要
があります。PVCは、どちらかの設定から回線を削除しない限り、アクティブな状態に保たれま
す。

PVCを設定すると、そのコンフィギュレーションオプションのすべてが、ATMインターフェイ
スに渡されます。これらの PVCは、ルートプロセッサ（RP）コンフィギュレーションの一部と
して不揮発性メモリ（NVRAM）に書き込み可能であり、RPイメージのリロード時に使用されま
す。
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一部の ATMスイッチでは、ブロードキャストと同等のポイントツーマルチポイント PVCの設定
が可能です。ポイントツーマルチポイント PVCが存在する場合は、その PVCを、すべてのマル
チキャスト要求に対応する唯一のブロードキャスト PVCとして使用できます。

PVCを設定するには、ここで説明するタスクを実行します。

相手先固定接続（PVC）の作成
相手先固定接続（PVC）を使用するには、ルータとATMスイッチのcv両方にPVCを設定します。
PVCは、どちらかの設定から回線を削除しない限り、アクティブな状態に保たれます。ATMイン
ターフェイスに PVCを作成して、インターフェイスATM仮想回線（VC）コンフィギュレーショ
ンモードを開始するには、グローバルコンフィギュレーションモードで次の手順を実行します。

手順の概要

1. Device(config)# interfaceatmslot/subslot/port.subinterface [.subinterface-number {multipoint |
point-to-point}]

2. (config-if)# ipaddressaddress mask
3. Device(config-if)# pvc [name ] vpi /vci
4. Device(config-if-atm-vc)# protocolprotocol {protocol-address | inarp} [[no] broadcast]
5. Device(config-if-atm-vc)# inarpminutes
6. Device(config-if-atm-vc)# encapsulation {aal5mux|aal5nlpidaal5snap}
7. Device(config-if-atm-vc)# end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ATMインターフェイスモジュール（IM）の指定したポートでサブ
インターフェイスコンフィギュレーションモードを開始します。値

は次のとおりです。

Device(config)#
interfaceatmslot/subslot/port.subinterface
[.subinterface-number {multipoint |
point-to-point}]

ステッ

プ 1   

• slot：Cisco ASR 1000シリーズルータの、SIPが搭載されてい
るシャーシスロット番号を指定します。

• subslot：IMが搭載された SIPのセカンダリスロットを指定し
ます。

• port：IMの各インターフェイスポートの番号を指定します。

• subinterface：サブインターフェイスの数を指定します。

インターフェイスまたはサブインターフェイスに指定の IPアドレス
およびサブネットマスクを割り当てます。

(config-if)# ipaddressaddress maskステッ

プ 2   
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目的コマンドまたはアクション

VPI/VCI番号を割り当てて ATM PVCを新規に設定し、ATM VCコ
ンフィギュレーションモードを開始します。vpi /vciの有効値は、次
のとおりです。

Device(config-if)# pvc [name ] vpi /vciステッ

プ 3   

• name：（任意）現在の PVCを識別する任意のストリング。

• vpi：VPI IDを指定します。有効な範囲は 0～ 255です。

• vci：VCI IDを指定します。有効な範囲は 32～ 65535です。値
1～ 31は予約されているため、使用しないでください。ただ
し、例外的に、QSAAL PVCの場合は 5、ILMI PVCの場合は
16を使用できます。ILMIは、Cisco ASR 1000シリーズルータ
ではサポートされていません。

pvcコマンドを使用する場合は、vpi /vciの組み合わせが、
インターフェイスおよびすべてのサブインターフェイスの

一意の識別子となることに注意してください。別のサブイ

ンターフェイスで使用された vpi /vciの組み合わせを指定
した場合、Cisco IOSソフトウェアはユーザがこの PVCの
設定を変更しようとしていると想定し、親サブインター

フェイスに自動的に切り替えます。

（注）

特定のプロトコルに対応するように PVCを設定し、特定の
protocol-addressにマッピングします。

Device(config-if-atm-vc)#
protocolprotocol {protocol-address |
inarp} [[no] broadcast]

ステッ

プ 4   

.

例： • protocol：通常は、ipまたは pppoeに設定します。ただし、そ
の他の値を指定することもできます。

PPPは、Cisco ASR 1000シリーズルータではサポートさ
れていません。また、PPPoEは、Cisco IOS XEリリース
2.5からサポートされています。

（注）

• protocol-address：現在の PVCの宛先アドレスまたは仮想イン
ターフェイステンプレート（protocolに応じて）。

• inarp：PVCがアドレス判別に InverseARPを使用するように指
定します。

• [no] broadcast：（任意）ブロードキャストパケットに現在の
マッピングを使用する（使用しない）ように指定します。

（任意）Inverse ARPを使用する場合は、PVCがアドレスマッピン
グを確認するために InverseARP要求を送信する頻度を設定します。
有効範囲は 1～ 60分、デフォルトは 15分です。

Device(config-if-atm-vc)# inarpminutesステッ

プ 5   

非同期転送モード設定ガイド

15

ATM の設定
PVC の設定



目的コマンドまたはアクション

（任意）ATMアダプテーション層（AAL）とカプセル化タイプを設
定します値は次のとおりです。

Device(config-if-atm-vc)# encapsulation
{aal5mux|aal5nlpidaal5snap}

ステッ

プ 6   

• aal5muxprotocol：多重化（MUX）タイプ VCに関する AALお
よびカプセル化タイプ。このプロトコルは、このカプセル化タ

イプを使用するときに指定する必要があります。

protocol引数の有効な値は次のとおりです。

• aal5nlpid：AALと、ATMインターフェイスでATMデータサー
ビスユニット（ADSU）を使用し、ATMデータ交換インター
フェイス（DXI）を実行するHigh-Speed Serial Interface（HSSI）
との相互運用を可能にするカプセル化タイプ。ATM PVCでの
みサポートされます。

• aal5snap：AALと逆アドレス解決プロトコル（ARP）をサポー
トするカプセル化タイプ。論理リンク制御/サブネットワーク
アクセスプロトコル（LLC/SNAP）がプロトコルデータグラム
に優先されます。これはデフォルトです。

ATMVCコンフィギュレーションモードを終了し、特権 EXECモー
ドに戻ります。

Device(config-if-atm-vc)# endステッ

プ 7   

ポイントツーポイントサブインターフェイスでの PVC の作成
ルータの各ペアに独自のサブネットを設定するには、ポイントツーポイントサブインターフェイ

スを使用します。ポイントツーポイントサブインターフェイスにPVCを作成すると、ルータはそ
のPVCがサブインターフェイスに設定された唯一のポイントツーポイントPVCであると想定し、
同じサブネット内の宛先 IPアドレスを持つすべての IPパケットをこのVCに転送します。ポイン
トツーポイント PVCを設定するには、グローバルコンフィギュレーションモードで次の手順を
実行します。

手順の概要

1. Device(config)# interfaceatmslot/subslot/port.subinterfacepoint-to-point
2. Device(config-subif)# ipaddressaddress mask
3. Device(config-subif)# pvc [name ] vpi /vci
4. Device(config-if-atm-vc)# protocolprotocol protocol-address [[no] broadcast]
5. Device(config-if-atm-vc)# encapsulation{aal5muxprotocol|aal5nlpid|aal5snap}
6. Device(config-if)# end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定された ATM SPAの指定ポートに、指定されたポイ
ントツーポイントサブインターフェイスを作成し、サブ

Device(config)#
interfaceatmslot/subslot/port.subinterfacepoint-to-point

ステッ

プ 1   
インターフェイスコンフィギュレーションモードを開始

します。値は次のとおりです。

• slot：Cisco ASR 1000シリーズルータの、SIPが搭載
されているシャーシスロット番号を指定します。

• subslot：SPAが搭載された SIPのセカンダリスロッ
トを指定します。

• port - SPAの各インターフェイスポートの番号を指
定します。

• subinterface：サブインターフェイスの数を指定しま
す。

現在のサブインターフェイスに、指定された IPアドレス
およびサブネットマスクを割り当てます。

Device(config-subif)# ipaddressaddress maskステッ

プ 2   

VPI/VCI番号を割り当てて ATM PVCを新規に設定し、
ATM VCコンフィギュレーションモードを開始します。
vpi /vciの有効値は、次のとおりです。

Device(config-subif)# pvc [name ] vpi /vciステッ

プ 3   

• name：（任意）現在の PVCを識別する任意のスト
リング。

• vpi：VPI IDを指定します。有効な範囲は 0～ 255で
す。

• vci：VCI IDを指定します。有効な範囲は 32～ 65535
です。値1～31は予約されているため、使用しない
でください。ただし、例外的に、QSAAL PVCの場
合は5、ILMIPVCの場合は16を使用できます。ILMI
は、Cisco ASR 1000シリーズルータではサポートさ
れていません。
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目的コマンドまたはアクション

pvcコマンドを使用する場合は、vpi /vciの組み
合わせが、インターフェイスおよびすべてのサ

ブインターフェイスの一意の識別子となること

に注意してください。別のサブインターフェイ

スで使用された vpi /vciの組み合わせを指定した
場合、Cisco IOS XEソフトウェアはユーザがこ
の PVCの設定を変更しようとしていると想定
し、親サブインターフェイスに自動的に切り替

えます。

（注）

特定のプロトコルに対応するようにPVCを設定し、特定
の protocol-addressにマッピングします。

Device(config-if-atm-vc)# protocolprotocol
protocol-address [[no] broadcast]

ステッ

プ 4   

• protocol：ポイントツーポイントサブインターフェ
イスの場合は、通常、ipまたは pppoeに設定しま
す。ただし、その他の値を指定することもできます。

PPPは、CiscoASR 1000シリーズルータではサ
ポートされていません。また、PPPoEは、Cisco
IOS XEリリース 2.5からサポートされていま
す。

（注）

• protocol-address：現在のPVCの宛先アドレスまたは
仮想テンプレートインターフェイス（指定された

protocolに応じて）。

• [no]broadcast：（任意）ブロードキャストパケット
に現在のマッピングを使用する（使用しない）よう

に指定します。

protocolコマンドには inarpオプションもありますが、こ
のオプションは、手動で設定されたアドレスを使用する

ポイントツーポイント PVCでは無効です。

（任意）ATMアダプテーション層（AAL）とカプセル化
タイプを設定します。値は次のとおりです。

Device(config-if-atm-vc)#
encapsulation{aal5muxprotocol|aal5nlpid|aal5snap}

ステッ

プ 5   

• aal5muxprotocol：多重化（MUX）タイプVCに関す
る AALおよびカプセル化タイプ。このプロトコル
は、このカプセル化タイプを使用するときに指定す

る必要があります。

• aal5nlpid：（IPのみ）AALと、ATMインターフェ
イスで ATMデータサービスユニット（ADSU）を
使用し、ATMデータ交換インターフェイス（DXI）
を実行する High-Speed Serial Interface（HSSI）との
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目的コマンドまたはアクション

相互運用を可能にするカプセル化タイプ。ATMPVC
でのみサポートされます。

• aal5snap：AALと逆アドレス解決プロトコル（ARP）
をサポートするカプセル化タイプ。論理リンク制御/
サブネットワークアクセスプロトコル

（LLC/SNAP）がプロトコルデータグラムに優先さ
れます。これはデフォルトです。

現在の ATM SPAに設定するポイントツーポイ
ントサブインターフェイスごとに、ステップ1
～ステップ 5を繰り返します。

（注）

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終了

し、特権 EXECモードに戻ります。
Device(config-if)# endステッ

プ 6   

次の作業

特定のインターフェイスのすべての PVCの設定および現在のステータスを確認する場合は、
showatmvcinterfaceatmコマンドも使用できます。

ヒント

マルチポイント PVC の設定の確認
特定の PVCの設定を確認するには、show atm pvcコマンドを使用します。

Device# show atm pvc 1/120

ATM3/1/0.120: VCD: 1, VPI: 1, VCI: 120
UBR, PeakRate: 149760
AAL5-LLC/SNAP, etype:0x0, Flags: 0xC20, VCmode: 0x0
OAM frequency: 0 second(s), OAM retry frequency: 1 second(s)
OAM up retry count: 3, OAM down retry count: 5
OAM Loopback status: OAM Disabled
OAM VC status: Not Managed
ILMI VC status: Not Managed
InARP frequency: 15 minutes(s)
Transmit priority 3
InPkts: 1394964, OutPkts: 1395069, InBytes: 1833119, OutBytes: 1838799
InPRoc: 1, OutPRoc: 1, Broadcasts: 0
InFast: 0, OutFast: 0, InAS: 94964, OutAS: 95062
InPktDrops: 0, OutPktDrops: 0
CrcErrors: 0, SarTimeOuts: 0, OverSizedSDUs: 0, LengthViolation: 0, CPIErrors: 0
Out CLP=1 Pkts: 0
OAM cells received: 0
F5 InEndloop: 0, F5 InSegloop: 0, F5 InAIS: 0, F5 InRDI: 0
F4 InEndloop: 0, F4 InSegloop: 0, F4 InAIS: 0, F4 InRDI: 0
OAM cells sent: 0
F5 OutEndloop: 0, F5 OutSegloop: 0, F5 OutRDI: 0
F4 OutEndloop: 0, F4 OutSegloop: 0, F4 OutRDI: 0
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OAM cell drops: 0
Status: UP

特定のインターフェイスのすべての PVCの設定および現在のステータスを確認する場合は、
show atm vc interfaceコマンドも使用できます。

（注）

PVC へのプロトコルアドレスのマッピング
ATMインターフェイスは、リモートホストまたはルータのネットワークアドレスを識別するス
タティックマッピング方式をサポートしています。ここでは、PVCをアドレスにマップする手順
について説明します。これは、PVCの設定に必須の作業です。

protocolコマンドを使用して、PVCで直接ブロードキャストをイネーブルまたはディセーブル
にすると、その設定は、broadcastコマンドを使用して直接設定した内容よりも優先されます。

（注）

「ATMの設定例, （40ページ）」の項の PVCの設定例を参照してください。

プロトコルアドレスをPVCにマップするには、インターフェイスATMVCコンフィギュレーショ
ンモードで次のコマンドを実行します。

目的コマンド

プロトコルアドレスを PVCにマップします。
Router(config-if-atm-vc)# protocol protocol
protocol-address [[no] broadcast]

AAL およびカプセル化タイプの設定
ATMアダプテーション層（AAL）およびカプセル化タイプを設定するには、インターフェイス
ATM VCコンフィギュレーションモードを開始して、次のコマンドを実行します。

目的コマンド

ATMアダプテーション層（AAL）とカプセル
化タイプを設定します。

• aal-encap引数としてサポートされる AAL
タイプおよびカプセル化のリストについて

は、『Cisco IOS Wide-Area Networking
CommandReference』の「ATMCommands」
の章で encapsulation aal5コマンドを参照
してください。グローバルデフォルト設

定は、SNAPカプセル化を使用する AAL5
です。

Router(config-if-atm-vc)# encapsulation aal5
encap
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PVC トラフィックパラメータの設定
サポートされるトラフィックパラメータは、固定ビットレート（CBR）、未指定ビットレート
（UBR）、可変ビットレート非リアルタイム（VBR-NRT）、およびリアルタイム可変ビットレー
ト（VBR）の各サービスカテゴリに属するものです。PVC接続ごとに、これらのカテゴリのいず
れか 1つしか指定できないため、新しいカテゴリを指定すると、既存のものが置換されることに
なります。

ここに示したコマンドは、ATMポートアダプタ（PA-A1シリーズ）ではサポートされませ
ん。UBRがサポートされるのは、1ポート ATM 25ネットワークモジュールだけです。

（注）

引数 -pcrおよび -mcrは、それぞれピークセルレートおよび最小セルレートです。引数 -scrおよ
び -mbsは、それぞれ平均セルレートおよび最大バーストサイズです。

VCクラスにトラフィックパラメータを設定し、その VCクラスを ATMインターフェイスまたは
サブインターフェイスに適用する方法については、「VCクラスの設定, （32ページ）」の項を
参照してください。

PVCトラフィックパラメータを設定するには、interface-ATM-VCコンフィギュレーションモー
ドを開始して、次のコマンドを実行します。

目的コマンド

固定ビットレート（CBR）を設定します。
Router(config-if-atm-vc)# cbr
peak_cell_rate_KBPS

未指定ビットレート（UBR）を設定します。
Router(config-if-atm-vc)# ubr output-pcr

可変ビットレート非リアルタイム（VBR-NRT）
QOSを設定します。

Router(config-if-atm-vc)# vbr-nrt output-pcr
output-scr output-mbs

リアルタイム可変ビットレート（VBR）を設定
します（Cisco MC3810およびマルチポイント
T1/E1 ATMネットワークモジュールのみ）。

Router(config-if-atm-vc)# vbr-rt peak-rate
average-rate burst

Inverse ARP のイネーブル化
Inverse ARPは、pvcコマンドを使用して PVCを作成するとデフォルトでイネーブルになります。
一度設定されると、ATM PVCとネットワークアドレスとの間のプロトコルマッピングは、ATM
Inverse ARPパケットの交換によって動的に学習されます。
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Inverse ARPは、IPまたは IPXが稼働しており、スタティックマップが設定されていない PVCで
サポートされます。スタティックマップが設定されると、Inverse ARPはディセーブルになりま
す。

アクティブ PVC上で PVCディスカバリがイネーブルになっているときに、その PVCをルータが
終了させると、PVCは ATM Inverse ARP要求を生成します。これにより、PVCはスタティック
マップを設定せずに独自のネットワークアドレスを解決できます。

Inverse ARPによって学習したアドレスマッピングは、時間が経過すると無効になります。ただ
し、マッピングは定期的に更新されます。この期間は inarpコマンドを使用して設定可能であり、
デフォルト設定は 15分です。

protocolコマンドを使用して Inverse ARPをイネーブルにすることもできます。その必要があるの
は、no protocolコマンドを使用して Inverse ARPをディセーブルにした場合だけです。このコマ
ンドの詳細については、『Cisco IOSWide-AreaNetworkingCommandReference』の「ATMCommands」
の章を参照してください。

Inverse ARPの設定例については、「Inverse ARPのイネーブル化の例, （42ページ）」の項を参
照してください。

ATM PVCで Inverse ARPをイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモード
を開始して次のコマンドを実行します。

手順の概要

1. 次のいずれかを実行します。

• Router(config)# interface atm slot /0[.subinterface-number {multipoint | point-to-point}]

•
•
• Router(config)# interface atm slot / port-adapter /0[.subinterface-number{multipoint |
point-to-point}]

2. Router(config-if)# pvc [name] vpi / vci
3. Router(config-if-atm-vc)# encapsulation aal5snap
4. Router(config-if-atm-vc)# inarp minutes

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

適切な形式の interface atmコマンドを使用
して、ATMインターフェイスを指定しま
す。1

次のいずれかを実行します。ステップ 1   

• Router(config)# interface atm slot
/0[.subinterface-number {multipoint | point-to-point}]

•
•
• Router(config)# interface atm slot / port-adapter
/0[.subinterface-number{multipoint | point-to-point}]
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目的コマンドまたはアクション

例：

例：

例：

Router(config)# interface atm number[.
subinterface-number {multipoint | point-to-point}]

名前（任意）と VPI/VCI番号を使用して
ATM PVCを指定します。

Router(config-if)# pvc [name] vpi / vciステップ 2   

AAL5 LLC-SNAPカプセル化を設定します
（まだ設定されていない場合）。

Router(config-if-atm-vc)# encapsulation aal5snapステップ 3   

（任意）Inverse ARPの期間を調整します。Router(config-if-atm-vc)# inarp minutesステップ 4   

1 interface atmコマンドの正しい形式を判別するには、ATMネットワークモジュール、ポートアダプタ、またはルータの資料を参照してくだ
さい。

ATM インターフェイスでの ANCP のイネーブル化
ancp enableコマンドは、DSLAMからアクセスノード制御プロトコル（ANCP）メッセージを送
信させる制御 VCに対してのみ設定する必要があります。ATMインターフェイスで ANCPをイ
ネーブルにするには、次の手順を使用します。ANCPを有効にする例については、「ATMイン
ターフェイスでの ANCPのイネーブル化の例, （42ページ）」の項を参照してください。

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. ancpadjacencytimerinterval
4. interfaceatmslot/subslot/port.subinterface
5. ipaddressip-addressmask
6. pvcvpi/vci
7. ancpenable
8. exit
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

ANCP隣接タイマー間隔を設定します。これは、ANCP
helloパケットを DSLAMに送信するまで待機する時間を
示します。

ancpadjacencytimerinterval

例：

Router(config)# ancp adjacency timer
100

ステップ 3   

•有効な値は100ミリ秒（ms）単位で定義します。デ
フォルトは 100（10秒）です。

サブインターフェイスを作成または変更し、サブインター

フェイスコンフィギュレーションモードを開始します。

interfaceatmslot/subslot/port.subinterface

例：

Router(config)# interface atm 2/0/1.1

ステップ 4   

IPアドレスおよびサブネットマスクをサブインターフェ
イスに割り当てます。

ipaddressip-addressmask

例：

Router(config-subif)# ip address
10.16.1.2 255.255.0.0

ステップ 5   

ATM PVC上の ANCP接続をイネーブルにし、ATM仮想
回線コンフィギュレーションモードを開始します。

pvcvpi/vci

例：

Router(config-subif)# pvc 2/100

ステップ 6   

IPが設定されているインターフェイスでANCPをイネー
ブルにします。

ancpenable

例：

Router(config-if-atm-vc)# ancp enable

ステップ 7   
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目的コマンドまたはアクション

ATM仮想回線コンフィギュレーションモードを終了し
ます。

exit

例：

Router(config-if-atm-vc)# exit

ステップ 8   

接続を確認するためのループバックセルの設定

仮想回線の接続を確認するために、任意で、PVCがエンドツーエンド F5OAMループバックセル
を生成するように設定できます。リモートエンドは、この種のセルをエコーバックすることに

よって応答する必要があります。OAM応答セルがない（接続されていないことを示す）場合、そ
の PVCはDOWN状態になります。サブインターフェイス上の PVCがすべてダウンすると、その
サブインターフェイスはダウンします。

OAMによる PVCの管理方法については、「PVCに対する OAM管理の設定, （35ページ）」の
項を参照してください。

OAMループバックセルの生成の例については、「ループバックセルの設定例, （42ページ）」
の項を参照してください。

PVCにエンドツーエンド F5 OAMセルの送信を設定するには、インターフェイス ATM VCコン
フィギュレーションモードで次のコマンドを実行します。

手順の概要

1. Router(config-if-atm-vc)# oam-pvc [manage] frequency
2. Router(config-if-atm-vc)# oam retry up-count down-count retry-frequency

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

PVCに、エンドツーエンド F5 OAMループバックセルの送信を設定し、ルー
プバックセルの送信間隔を指定します。また、任意で接続の OAM管理をイ
ネーブルにします。

Router(config-if-atm-vc)#
oam-pvc [manage] frequency

ステップ 1   

（任意）PVC接続の接続確認用OAM管理パラメータを指定します。このコマ
ンドがサポートされるのは、OAM管理がイネーブルになっている場合だけで
す。

Router(config-if-atm-vc)#
oam retry up-count
down-count retry-frequency

ステップ 2   

•引数 up-countは、PVC接続状態を UPに変更するために受信する必要の
ある、連続したエンドツーエンド F5 OAMループバックセル応答数を指
定するために使用します。引数 down-countは、PVCを切断するために必
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目的コマンドまたはアクション

要な、エンドツーエンド F5 OAMループバックセル応答を連続して受信
しなかった数を指定するために使用します。引数 retry-frequencyは、
UP/DOWN状態の変化について確認する際に、エンドツーエンドF5OAM
ループバックセルを送信する頻度（秒）を指定するために使用します。

たとえば PVCが UPのときに、oam-pvcコマンドで指定した frequency
（秒）を経過してもループバックセル応答が受信されない場合、PVCが
ダウンしているかどうかを確認するために、ループバックセルが

retry-frequency間隔で送信されます。

PVC でのブロードキャスト設定
PVCに設定されているすべてのプロトコルで重複ブロードキャストパケットを送信するには、イ
ンターフェイス ATM VCコンフィギュレーションモードで次のコマンドを実行します。

protocolコマンドを使用して、PVCで直接ブロードキャストをイネーブルまたはディセーブル
にすると、その設定は、broadcastコマンドを使用して直接設定した内容よりも優先されます。

（注）

目的コマンド

PVCに設定されているすべてのプロトコルで重
複ブロードキャストパケットを送信します。

Router(config-if-atm-vc)# broadcast

マルチポイントサブインターフェイスでの PVC の設定
マルチポイントサブインターフェイスを作成すると、すべてのマルチキャスト要求に対するブ

ロードキャスト PVCとして使用可能なポイントツーマルチポイント PVCを作成できます。マル
チポイントサブインターフェイスに PVCを作成するには、グローバルコンフィギュレーション
モードで次の手順を実行します。
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手順の概要

1. Router(config)# interfaceatmslot/subslot/port.subinterfacemultipoint
2. Router(config-subif)# ipaddressaddress mask
3. Router(config-subif)# noipdirected-broadcast
4. Router(config-subif)# pvc [name ] vpi /vci
5. Router(config-if-atm-vc)# protocolprotocol {protocol-address | inarp} broadcast
6. Router(config-if-atm-vc)# inarpminutes
7. Router(config-if-atm-vc)# encapsulation{aal5muxprotocol|aal5nlpidaal5snap}
8. Router(config-if-atm-vc)# end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定された ATM SPAの指定ポートに、指定されたポイン
トツーマルチポイントサブインターフェイスを作成し、サ

Router(config)#
interfaceatmslot/subslot/port.subinterfacemultipoint

ステッ

プ 1   
ブインターフェイスコンフィギュレーションモードを開

始します。値は次のとおりです。

• slot：Cisco ASR 1000シリーズルータの、SIPが搭載
されているシャーシスロット番号を指定します。

• subslot：SPAが搭載されたSIPのセカンダリスロット
を指定します。

• port：SPAの各インターフェイスポートの番号を指定
します。

• subinterface：サブインターフェイスの数を指定しま
す。

現在のサブインターフェイスに、指定された IPアドレス
およびサブネットマスクを割り当てます。

Router(config-subif)# ipaddressaddress maskステッ

プ 2   

（任意）Denial of Service（DoS）攻撃に使用されることが
ある IP指定ブロードキャストの転送をディセーブルにし
ます。

Router(config-subif)# noipdirected-broadcastステッ

プ 3   

VPI/VCI番号を割り当てて ATM PVCを新規に設定し、
ATM VCコンフィギュレーションモードを開始します。
vpi /vciの有効値は、次のとおりです。

Router(config-subif)# pvc [name ] vpi /vciステッ

プ 4   

• name：（任意）現在の PVCを識別する任意のストリ
ング。
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目的コマンドまたはアクション

• vpi：VPI IDを指定します。有効な範囲は 0～ 255で
す。

• vci：VCI IDを指定します。有効な範囲は 32～ 65535
です。値 1～ 31は予約されているため、使用しない
でください。ただし、例外的に、QSAALPVCの場合
は 5、ILMI PVCの場合は 16を使用できます。ILMI
は、Cisco ASR 1000シリーズルータではサポートさ
れていません。

pvcコマンドを使用する場合は、vpi /vciの組み合
わせが、インターフェイスおよびすべてのサブ

インターフェイスの一意の識別子となることに

注意してください。別のサブインターフェイス

で使用された vpi /vciの組み合わせを指定した場
合、Cisco IOS XEソフトウェアはユーザがこの
PVCの設定を変更しようとしていると想定し、
親サブインターフェイスに自動的に切り替えま

す。

（注）

特定のプロトコルに対応するように PVCを設定し、特定
の protocol-addressにマッピングします。

Router(config-if-atm-vc)# protocolprotocol
{protocol-address | inarp} broadcast

ステッ

プ 5   

• protocol：通常は、ipまたは pppoeに設定します。た
だし、その他の値を指定することもできます。

PPPは、Cisco ASR 1000シリーズルータで
はサポートされていません。また、PPPoE
は、Cisco IOS XEリリース 2.5からサポー
トされています。

（注）

• protocol-address：現在の PVCの宛先アドレスまたは
仮想テンプレートインターフェイス（protocolに応じ
て）。

• inarp：PVCがアドレス判別に Inverse ARPを使用す
るように指定します。

• broadcast：マルチキャストパケットに現在のマッピ
ングを使用するように指定します。

（任意）Inverse ARPを使用する場合は、PVCがアドレス
マッピングを確認するために Inverse ARP要求を送信する

Router(config-if-atm-vc)# inarpminutesステッ

プ 6   
頻度を設定します。有効範囲は 1～ 60分、デフォルトは
15分です。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）ATMアダプテーション層（AAL）とカプセル化
タイプを設定します値は次のとおりです。

Router(config-if-atm-vc)#
encapsulation{aal5muxprotocol|aal5nlpidaal5snap}

ステッ

プ 7   

• aal5muxprotocol：多重化（MUX）タイプ VCに関す
るAALおよびカプセル化タイプ。このプロトコルは、
このカプセル化タイプを使用するときに指定する必要

があります。

• aal5nlpid：（IPのみ）AALと、ATMインターフェイ
スでATMデータサービスユニット（ADSU）を使用
し、ATMデータ交換インターフェイス（DXI）を実
行する High-Speed Serial Interface（HSSI）との相互運
用を可能にするカプセル化タイプ。ATM PVCでのみ
サポートされます。

• aal5snap：AALと逆アドレス解決プロトコル（ARP）
をサポートするカプセル化タイプ。論理リンク制御/
サブネットワークアクセスプロトコル（LLC/SNAP）
がプロトコルデータグラムに優先されます。これは

デフォルトです。

現在の ATM SPAに設定するマルチポイントサ
ブインターフェイスごとに、ステップ1～ステッ
プ 7を繰り返します。

（注）

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終了

し、特権 EXECモードに戻ります。
Router(config-if-atm-vc)# endステッ

プ 8   

VC クラスの PVC への割り当て
VCクラスを作成することによって、PVCに適用する可能性のある一連のデフォルトパラメータ
を事前に定義できます。VCクラスの作成するには、「VCクラスの設定, （32ページ）」の項を
参照してください。
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VCクラスを作成したら、インターフェイス ATM VCコンフィギュレーションモードで次のコマ
ンドを使用して、その VCクラスを PVCに適用します。

目的コマンド

VCクラスを PVCに適用します。

•引数 vc-class-nameは、vc-class atmコマン
ドを使用してVCクラスを作成した時に指
定した引数 nameと同じです。VCクラス
を作成する方法については、「VCクラス
の設定, （32ページ）」の項を参照して
ください。

Router(config-if-atm-vc)# class-vc
vc-class-name

PVC トラップサポートの設定
ATMインターフェイス上の PVCがUP動作状態ではなくなった時にトラップを送信して障害を通
知するように、PVCを設定できます。

PVC 障害通知

ハードウェアインターフェイスごとに、「atmIntPvcNotificationInterval」期間で定義された指定の
期間において、1つだけトラップが生成されます。この期間内に同じインターフェイス上の他の
PVCが DOWN状態になると、トラップが生成され、その期間が終わるまで保持されます。期間
が終わっても PVCがまだダウンしている場合は、トラップが送信されます。

PVCが DOWN状態の後に UP状態に戻った場合、トラップは生成されません。PVCの回復を検
出する必要がある場合は、SNMP管理アプリケーションを使用してルータを定期的にポーリング
する必要があります。

PVC ステータステーブル

PVCトラップサポートがイネーブルになっている場合、SNMPマネージャはSNMPエージェント
にポーリングしてPCVステータス情報を取得できます。テーブル「atmInterfaceExtTable」からは、
ATMインターフェイスのPVCステータスが得られます。テーブル「atmCurrentlyFailingPVclTable」
からは、現在障害が発生中の PVCおよび過去に障害が発生した PVCのタイムスタンプ情報が得
られます。

PVCトラップは、相手先固定接続リンク（PVCL）でのみサポートされます。相手先固定パス
リンク（PVPL）ではサポートされません。

（注）
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前提条件

PVCトラップサポートをイネーブルにする前に、SNMPサポートおよび IPルーティングプロト
コルをルータで設定しておく必要があります。「ATMの設定例, （40ページ）」の項を参照して
ください。

SNMPサポートの設定の詳細については、『Cisco IOS Configuration Fundamentals Configuration
Guide』の「Configuring SNMP Support」の章を参照してください。

IPルーティングプロトコルの設定については、『Cisco IOS IPRoutingProtocolsConfigurationGuide』
を参照してください。

PVC障害通知を受け取り、ルータの PVCステータステーブルにアクセスするには、NMSアプリ
ケーション内に、コンパイルされたCISCO-IETF-ATM2-PVCTRAP-MIB.myという名前のシスコの
PVCトラップMIBが必要です。このMIBは、シスコのMIB Webサイト（URL：http://
www.cisco.com/public/sw-center/netmgmt/cmtk/mibs.shtml）から入手できます。

PVC トラップサポートのイネーブル化

PVCトラップサポートを設定するときは、PVC上でOAM管理もイネーブルにする必要がありま
す。

OAM管理の詳細については、この章の「PVCに対する OAM管理の設定, （35ページ）」の項
を参照してください。

この機能の新規オブジェクトが、AToM MIB（RFC 1695）の拡張である IETFドラフト『The
Definitions of Managed Objects for ATM Management』に定義されています。

PVCトラップサポートの設定例については、「PVCトラップサポートの設定例, （43ページ）」
の項を参照してください。

PVCトラップサポートとOAM管理をイネーブル化するには、グローバルコンフィギュレーショ
ンモードを開始して次のコマンドを実行します。

手順の概要

1. Router(config)# snmp-serverenabletrapsatmpvcintervalsecondsfail-intervalseconds
2. 次のいずれかを実行します。

• Router(config)# interfaceatmslot/0[.subinterface-number {multipoint | point-to-point}]

•
•
• Router(config)# interfaceatmslot/port-adapter/0[.subinterface-number {multipoint | point-to-point}]

3. Router(config-if)# pvc [name] vpi/vci
4. Router(config-if-atm-vc)# oam-pvc manage
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

PVCトラップサポートをイネーブル
化します。

Router(config)#
snmp-serverenabletrapsatmpvcintervalsecondsfail-intervalseconds

ステップ 1   

適切な形式の interfaceatmコマンド
を使用して、ATMインターフェイス
を指定します。2

次のいずれかを実行します。ステップ 2   

• Router(config)# interfaceatmslot/0[.subinterface-number
{multipoint | point-to-point}]

•
•
• Router(config)#
interfaceatmslot/port-adapter/0[.subinterface-number
{multipoint | point-to-point}]

例：

Router(config)# interface atm number[. subinterface-number
{multipoint | point-to-point}]

PVCをイネーブルにします。Router(config-if)# pvc [name] vpi/vciステップ 3   

ATM PVCのエンドツーエンド OAM
管理をイネーブルにします。

Router(config-if-atm-vc)# oam-pvc manageステップ 4   

2 interface atmコマンドの正しい形式を判別するには、ATMネットワークモジュール、ポートアダプタ、またはルータの資料を参照してくだ
さい。

VC クラスの設定
VCクラスとは、事前設定されたVCパラメータのセットです。ユーザが設定し、特定のVCまた
は ATMインターフェイスに適用します。VCクラスは、ATMメインインターフェイス、サブイ
ンターフェイス、または PVCに適用できます。たとえば、特定の PVCに適用する VCパラメー
タコンフィギュレーションを含むVCクラスを作成できます。また、特定のATMメインインター
フェイスまたはサブインターフェイスに設定されている VCすべてに適用する VCパラメータコ
ンフィギュレーションを含む、別のVCクラスを作成することもできます。VCクラス設定の例に
ついては、「ATMの設定例, （40ページ）」の項を参照してください。

VC クラスの作成
VCクラスを作成するには、グローバルコンフィギュレーションモードで次のコマンドを実行し
ます。
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VCクラスの作成例については、「VCクラスの作成例, （43ページ）」の項を参照してくださ
い。

目的コマンド

VCクラスを作成し、vc-classコンフィギュレー
ションモードを開始します。

Router(config)# vc-class atm name

VC パラメータの設定
VCクラスを作成し、vc-classコンフィギュレーションモードを開始したら、次のコマンドを 1つ
以上実行して、VCパラメータを設定します。

• broadcast

• cbr

• encapsulationaal5

• idle-timeout

• inarp

• oam-pvc

• oamretry

• protocol

• ubr

• vbr-nrt

PVCに関するこれらのコマンドの設定方法については、「PVCの設定, （13ページ）」および
「PVCトラップサポートの設定, （30ページ）」の各項を参照してください。

VCクラスの作成例については、「VCクラスの作成例, （43ページ）」の項を参照してくださ
い。

ATM PVC への VC クラスの適用
VCクラスを作成して設定したら、そのVCクラスを直接ATMPVCに適用したり、ATMインター
フェイスまたはサブインターフェイスに適用したりできます。

VCクラスを直接 ATM PVCに適用するには、インターフェイスコンフィギュレーションモード
を開始して、次のコマンドを実行します。

手順の概要

1. Router(config-if)# pvc [name] vpi/vci
2. Router(config-if-atm-vc)# class-vcvc-class-name
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ATM PVCを指定します。Router(config-if)# pvc [name] vpi/vciステップ 1   

VCクラスを直接 PVCに適用します。Router(config-if-atm-vc)# class-vcvc-class-nameステップ 2   

ATM インターフェイスへの VC クラスの適用
VCクラスをATMメインインターフェイスまたはサブインターフェイスに適用するには、グロー
バルコンフィギュレーションモードを開始して、次のコマンドを実行します。

手順の概要

1. 次のいずれかを実行します。

• Router(config)# interface atm slot /0[.subinterface-number {multipoint | point-to-point}]

•
•
• Router(config)# interface atm slot / port-adapter /0[.subinterface-number {multipoint |
point-to-point}]

2. Router(config-if)# class-int vc-class-name

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

適切な形式の interface atmコマンドを使用
して、ATMインターフェイスを指定しま
す。3

次のいずれかを実行します。ステップ 1   

• Router(config)# interface atm slot /0[.subinterface-number
{multipoint | point-to-point}]

•
•
• Router(config)# interface atm slot / port-adapter
/0[.subinterface-number {multipoint | point-to-point}]

例：

非同期転送モード設定ガイド

34

ATM の設定
VC クラスの設定



目的コマンドまたはアクション

例：

例：

Router(config)# interface atm number[. subinterface-number
{multipoint | point-to-point}]

VCクラスを ATMメインインターフェイ
スまたはサブインターフェイスに適用しま

す。

Router(config-if)# class-int vc-class-nameステップ 2   

3 interface atmコマンドの正しい形式を判別するには、ATMネットワークモジュール、ポートアダプタ、またはルータの資料を参照してくだ
さい。

VC 管理の設定
VC管理を設定すると、ルータがVCの接続と切断を自動検出できるようになります。これによっ
て、ただちにパケットを再ルーティングするようプロトコルに通知されるため、予測不能で比較

的長いタイムアウト期間が経過するまでプロトコルが待つことがなくなります。

保守運用管理（OAM）を使用して PVCを管理し、特定のネットワーク内で信頼できる方法を決
定することができます。

PVCがダウンすると、その PVCに設定されているプロトコル用のルートキャッシュは、新しく
ルートを学習できるように消去（またはフラッシュ）されます。このルートキャッシュのフラッ

シュは、PVCのインターフェイス上で実行されます。サブインターフェイス上のすべてのPVCが
ダウンすると、VC管理は、ルートキャッシュをフラッシュし、さらにサブインターフェイスを
シャットダウンします。ATMハードウェアは、OAMセルを流すために、この PVCをアクティブ
に維持する必要があります。サブインターフェイス上のいずれかの PVCが UP状態になると、そ
のサブインターフェイスは UP状態になります。

OAMを使用した VC管理は OAM管理と呼ばれます。

PVC に対する OAM 管理の設定
OAM管理を PVCに対してイネーブルにできます。

デフォルトでは、エンドツーエンド F5 OAMループバックセルの生成は、すべての PVCでオフ
に設定されています。PVCについて次のいずれかが該当する場合、そのPVCはダウンしていると
判断されます。
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•エンドツーエンドF5OAMループバックセルの送信を、設定された回数再試行しても、ルー
プバック応答がルータで受信されない。

•ルータが仮想回線アラーム表示信号（VC-AIS）セルを受信する。

•ルータが仮想回線リモート検出インジケータ（VC-RDI）セルを受信する。

PVCについて次のすべてが該当する場合、その PVCは UP状態であると判断されます。

•ルータが、設定された回数連続してエンドツーエンドF5OAMループバックセル応答を受信
する。

•ルータが 3秒間にわたって VC-AISセルを受信しない。

•ルータが 3秒間にわたって VC-RDIセルを受信しない。

ATM PVCに対して OAM管理を設定するには、グローバルコンフィギュレーションモードを開
始して次のコマンドを実行します。

手順の概要

1. 次のいずれかを実行します。

• Router(config)# interface atm slot /0[.subinterface-number {multipoint | point-to-point}]

•
•
• Router(config)# interface atm slot / port-adapter /0[.subinterface-number {multipoint |
point-to-point}]

2. Router(config-if)# pvc [name] vpi / vci
3. Router(config-if-atm-vc)# oam-pvc manage [frequency]
4. Router(config-if-atm-vc)# oam retry up-count down-count retry-frequency

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

適切な形式の interface atmコマンドを使用して、ATMイン
ターフェイスを指定します。4

次のいずれかを実行します。ステップ 1   

• Router(config)# interface atm slot
/0[.subinterface-number {multipoint |
point-to-point}]

•
•
• Router(config)# interface atm slot /
port-adapter /0[.subinterface-number
{multipoint | point-to-point}]
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目的コマンドまたはアクション

例：

例：

例：

Router(config)# Router(config)# interface
atm number[. subinterface-number
{multipoint | point-to-point}]

ATM PVCを指定します。Router(config-if)# pvc [name] vpi / vciステップ 2   

PVCで OAM管理をイネーブルにします。Router(config-if-atm-vc)# oam-pvc manage
[frequency]

ステップ 3   

（任意）PVC接続の再確立および削除に関する OAM管理パ
ラメータを指定します。

Router(config-if-atm-vc)# oam retry up-count
down-count retry-frequency

ステップ 4   

•引数 up-countは、PVC接続状態を UPに変更するために
受信する必要のある、連続したエンドツーエンドF5OAM
ループバックセル応答数を指定するために使用します。

引数down-countは、PVCを切断するために必要な、エン
ドツーエンドF5OAMループバックセル応答を連続して
受信しなかった数を指定するために使用します。引数

retry-frequencyは、UP/DOWN状態の変化について確認す
る際に、エンドツーエンドF5OAMループバックセルを
送信する頻度（秒）を指定するために使用します。たと

えば PVCが UPのときに、oam-pvcコマンドで指定した
frequency（秒）を経過してもループバックセル応答が受
信されない場合、PVCがダウンしているかどうかを確認
するために、ループバックセルが retry-frequency間隔で
送信されます。

4 interface atmコマンドの正しい形式を判別するには、ATMネットワークモジュール、ポートアダプタ、またはルータの資料を参照してくだ
さい。
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PVC 環境でのクラシカル IP および Inverse ARP の設定
ATM Inverse ARPのメカニズムは、接続が確立されてもリモートエンドのネットワークアドレス
が不明な、PVCを使用するネットワークに適しています。サーバ機能は、このモードでの動作中
は使用されません。

デフォルトでは、InverseARPデータグラムが15分間隔で仮想回線上に送信されます。InverseARP
の期間を調整するには、inarpminutesコマンドをインターフェイスATMVCコンフィギュレーショ
ンモードで実行します。

ATM ARPメカニズムは IPだけで機能します。Inverse ATM ARPメカニズムは IPおよび IPX
だけで機能します。他のすべてのプロトコルについては、宛先アドレスを指定する必要があり

ます。

（注）

PVC環境では、グローバルコンフィギュレーションモードを開始して次のコマンドを実行する
と、IPおよび IPXに対して ATM Inverse ARPメカニズムがデフォルトでイネーブルになります。

手順の概要

1. 次のいずれかを実行します。

• Router(config)# interface atm slot /0

•
•
• Router(config)# interface atm slot / port-adapter /0

2. Router(config-if)# ip address address mask
3. Router(config-if)# pvc [name] vpi / vci
4. Router(config-if-atm-vc)# no shutdown
5.

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

適切な形式の interface atmコマンドを使用し
て、ATMインターフェイスを指定します。5

次のいずれかを実行します。ステップ 1   

• Router(config)# interface atm slot /0

•
•
• Router(config)# interface atm slot /
port-adapter /0
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目的コマンドまたはアクション

例：

例：

例：

Router(config)# interface atm number

インターフェイスのIPアドレスを指定します。Router(config-if)# ip address address maskステップ 2   

PVCを作成します。Router(config-if)# pvc [name] vpi / vciステップ 3   

ATMインターフェイスをイネーブルにしま
す。

Router(config-if-atm-vc)# no shutdownステップ 4   

作成する PVCごとにステップ 3を繰り返しま
す。

ステップ 5   

5 interface atmコマンドの正しい形式を判別するには、ATMネットワークモジュール、ポートアダプタ、またはルータの資料を参照してくだ
さい。

ATM インターフェイスのカスタマイズ
ATMインターフェイスをカスタマイズできます。カスタマイズ可能な機能には、使用環境に最適
と考えられるデフォルト値が設定されているため、通常変更する必要はありません。ただし、シ

ステム構成要件およびインターフェイスでルーティングする予定のプロトコルによっては、コン

フィギュレーションコマンドの実行が必要になることがあります。

MTU サイズの設定
各インターフェイスには、デフォルトの最大パケットサイズである最大伝送単位（MTU）サイズ
が設定されています。ATMインターフェイスの場合、このデフォルト値は4470バイトです。MTU
は、サブインターフェイスごとに設定できますが、インターフェイスのMTUは、サブインター
フェイスのMTUの最大値以上にする必要があります。
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最大MTUサイズを設定するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで次のコマ
ンドを実行します。

目的コマンド

最大MTUサイズを設定します。
Router(config-if)# mtu bytes

ATM の設定例
ここでは、この章で説明した各機能に関する ATMの設定方法の例を示します。次の例は、対応
する設定作業の項と同じ順序で示してあります。

PVC の作成例
次の例は、ATMメインインターフェイス上に、AAL5/MUXカプセル化設定およびVBR-NRTQOS
指定によってPVCを作成する方法を示しています。詳細については、「PVCの作成」および「PVC
トラフィックパラメータの設定」の項を参照してください。

interface 2/0
pvc cisco 1/40
encapsulation aal5mux ip
vbr-nrt 100000 50000 20
exit

AAL5 および LLC SNAP カプセル化を使用する PVC の例
次に、PVC 0/50を ATMインターフェイス 3/0上に作成する方法の例を示します。グローバルデ
フォルト設定である、AAL5上での LLC/SNAPカプセル化を使用します。このインターフェイス
の IPアドレスは1.1.1.1で、接続先は1.1.1.5です。詳細については、「PVCの作成」および「PVC
へのプロトコルアドレスのマッピング」の項を参照してください。

interface atm 3/0
ip address 1.1.1.1 255.255.255.0
pvc 0/50
protocol ip 1.1.1.5 broadcast
exit
!
ip route-cache cbus

次に、PVCの典型的な ATM設定の例を示します。

interface atm 4/0
ip address 172.21.168.112 255.255.255.0
atm maxvc 512
pvc 1/51
protocol ip 171.21.168.110
exit
!
pvc 2/52
protocol decnet 10.1 broadcast
exit
!
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pvc 3/53
protocol clns 47.004.001.0000.0c00.6e26.00 broadcast
exit
!
decnet cost 1
clns router iso-igrp comet
exit
!
router iso-igrp comet
net 47.0004.0001.0000.0c00.6666.00
exit
!
router igrp 109
network 172.21.0.0
exit
!
ip domain-name CISCO.COM

完全メッシュネットワークの PVC の例
次の図は、完全メッシュネットワークを示しています。図の下に、ルータ A、B、および Cの設
定を示します。この例では、PVCを使用するようルータを設定しています。完全メッシュとは、
すべてのワークステーションが、その他のワークステーションと通信できることを示しています。

ルータ Aで設定された 2つの protocol文は、ルータ Bおよび Cの ATMアドレスを識別します。
ルータ Bの 2つの protocol文は、ルータ Aおよび Cの ATMアドレスを識別します。ルータ Cの
2つの protocol文は、ルータAおよびBのATMアドレスを識別します。詳細については、「PVC
の作成」および「PVCへのプロトコルアドレスのマッピング」の項を参照してください。

図 3：完全メッシュ ATM の設定例

ルータ A

ip routing
!
interface atm 4/0
ip address 131.108.168.1 255.255.255.0
pvc 0/32
protocol ip 131.108.168.2 broadcast
exit
!
pvc 0/33
protocol ip 131.108.168.3 broadcast
exit

ルータ B

ip routing
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!
interface atm 2/0
ip address 131.108.168.2 255.255.255.0
pvc 0/32
protocol ip 131.108.168.1 broadcast
exit
!
pvc 0/34
protocol ip 131.108.168.3 broadcast
exit

ルータ C

ip routing
!
interface atm 4/0
ip address 131.108.168.3 255.255.255.0
pvc 0/33
protocol ip 131.108.168.1 broadcast
exit
!
pvc 0/34
protocol ip 131.108.168.2 broadcast
exit

Inverse ARP のイネーブル化の例
次の例は、ATMインターフェイスで InverseARPをイネーブルにする方法を示しています。また、
Inverse ARPの期間を 10分に指定しています。詳細については、「Inverse ARPのイネーブル化,
（21ページ）」の項を参照してください。

interface atm 2/0/0.1
pvc 1/32
inarp 10
exit

ATM インターフェイスでの ANCP のイネーブル化の例
次に、ATMインターフェイスで ANCPをイネーブルにする方法の例を示します。この例では、
ATMサブインターフェイス 2/0/1.1で ANCPをイネーブルにしています。

interface ATM2/0/0.1 point-to-point
description ANCP Link to one DSLAM
no ip mroute-cache
ip address 192.168.0.2 255.255.255.252
pvc 254/32
protocol ip 192.168.0.1
ancp enable
no snmp trap link-status

ループバックセルの設定例

次に、ATM PVCで OAM管理をイネーブルにする方法の例を示します。この PVCには routerAと
いう名前を割り当てます。VPIおよび VCIは、それぞれ 0および 32です。OAMセルの送信間隔
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を 3秒と指定し、OAM管理をイネーブルにします。詳細については、「ATMインターフェイス
での ANCPのイネーブル化, （23ページ）」の項を参照してください。

interface atm 2/0
pvc routerA 0/32
oam-pvc manage 3
oam retry 5 5 10

PVC トラップサポートの設定例
次に、Ciscoルータに PVCトラップサポートを設定する方法の例を示します。

!For PVC trap support to work on your router, you must first have SNMP support and
!an IP routing protocol configured on your router:
Router(config)# snmp-server community public ro
Router(config)# snmp-server host 171.69.61.90 public

Router(config)# ip routing
Router(config)# router igrp 109
Router(config-router)# network 172.21.0.0
!
!Enable PVC trap support and OAM management:
Router(config)# snmp-server enable traps atm pvc interval 40 fail-interval 10
Router(config)# interface atm 1/0.1
Router(config-if)# pvc 0/1
Router(config-if-atm-vc)# oam-pvc manage
!
! Now if PVC 0/1 goes down, host 171.69.61.90 will receive traps.

詳細については、「PVCトラップサポートの設定, （30ページ）」の項を参照してください。

VC クラスの作成例
次に、mainという名前のVCクラスを作成する方法と、UBRおよびカプセル化パラメータを設定
する方法の例を示します。詳細については、「VCクラスの作成, （32ページ）」および「VCパ
ラメータの設定, （33ページ）」の項を参照してください。

vc-class atm main
ubr 10000
encapsulation aal5mux ip

次に、subという名前の VCクラスを作成する方法と、UBRおよび PVC管理パラメータを設定す
る方法の例を示します。詳細については、「VCクラスの作成, （32ページ）」および「VCパラ
メータの設定, （33ページ）」の項を参照してください。

vc-class atm sub
ubr 15000
oam-pvc manage 3

次に、pvcという名前の VCクラスを作成する方法と、VBR-NRTおよびカプセル化パラメータを
設定する方法の例を示します。詳細については、「VCクラスの作成,（32ページ）」および「VC
パラメータの設定, （33ページ）」の項を参照してください。

vc-class atm pvc
vbr-nrt 10000 5000 64
encapsulation aal5snap
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VC クラスの適用例
次に、mainという名前の VCクラスを ATMメインインターフェイス 4/0に適用する方法の例を
示します。詳細については、「ATM PVCへの VCクラスの適用, （33ページ）」の項を参照し
てください。

interface atm 4/0
class-int main
exit

次に、subという名前の VCクラスを ATMサブインターフェイス 4/0.5に適用する方法の例を示
します。

interface atm 4/0.5 multipoint
class-int sub
exit

次に、pvcという名前の VCクラスを直接 PVC 0/56に適用する方法の例を示します。

interface atm 4/0.5 multipoint
pvc 0/56
class-vc pvc
exit

ATM PVC の OAM 管理の例
次に、ATM PVCで OAM管理をイネーブルにする方法の例を示します。この PVCには routerAと
いう名前を割り当てます。VPIおよび VCIは、それぞれ 0および 32です。OAMセルの送信間隔
を 3秒と指定し、OAM管理をイネーブルにします。詳細については、「PVCに対するOAM管理
の設定, （35ページ）」の項を参照してください。

interface atm 2/0
pvc routerA 0/32
oam-pvc manage 3
oam retry 5 5 10
!
interface atm 4/0.1 point-to-point
pvc 0/35
exit

IPの場合、map-groupおよび map-listコマンドは必要ありません。

interface atm 4/0
ip address 1.1.1.1 255.0.0.0
pvc 1/33
pvc 1/34
pvc 1/35
bridge-group 1
!
bridge 1 protocol dec

PVC バンドルの設定例

Device1:
interface ATM0/0/0.1 point-to-point
ip address 10.0.0.1 255.255.255.0
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bundle test
encapsulation aal5snap
oam-bundle manage
pvc-bundle 0/32
vbr-rt 19000 15000 5000
precedence 7
pvc-bundle 1/33
ubr 2480
precedence 6
pvc-bundle 1/34
ubr 4890
precedence 3-5
pvc-bundle 1/35

!
Device2:

interface ATM0/1/0.1 point-to-point
ip address 10.0.0.2 255.255.255.0
bundle test
encapsulation aal5snap
oam-bundle manage
pvc-bundle 0/32
vbr-rt 19000 15000 5000
precedence 7
pvc-bundle 1/33
ubr 2480
precedence 6
pvc-bundle 1/34
ubr 4890
precedence 3-5
pvc-bundle 1/35

!

ポイントツーポイントサブインターフェイスでの PVC の設定例

interface ATM5/0/0.9 point-to-point
mtu 4474
bandwidth 34000
ip vrf forwarding vrfexample
ip address 192.0.2.1 255.255.255.0
ip mtu 4470
pvc 11/105
ubr 38
oam-pvc manage
encapsulation aal5snap
!
interface ATM5/0/0.11 point-to-point
mtu 4474
bandwidth 7000
ip address 192.0.2.2 255.255.255.0
ip mtu 4470
pvc 100/50
cbr 7000
encapsulation aal5snap
service-policy input Leased_Line_Ingress
max-reserved-bandwidth 100
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ATM インターフェイスのモニタリングおよびメンテナン
ス

ATMインターフェイスの設定後に、そのステータスを表示できます。ATMネットワークおよび
接続済みの仮想回線の現在の状態を表示することもできます。現在の仮想回線およびトラフィッ

ク情報を表示するには、EXECモードで次のコマンドを実行します。

目的コマンド

ARPテーブル内のエントリを表示します。
Router# show arp

PVCパラメータコンフィギュレーション
と、そのパラメータ値の継承元を表示しま

す。

Router# show atm class-links {vpi / vci | name}

適切な形式の showatminterfaceatmコマンド
を使用して、ATMインターフェイスに関す
る ATM固有の情報を表示します。6

Router# show atm interface atm slot /0

Router# show atm interface atm slot / port-adapter
/0

Router# show atm interface atm number

ATMネットワーク上のリモートホストに対
する設定済み ATMスタティックマップを
すべてリストします。

Router# show atm map

すべてのアクティブな ATM PVCおよびト
ラフィック情報を表示します。

Router# show atm pvc [vpi / vci | name | interface
atm interface_number]

ルータに接続されているすべてのATMネッ
トワークとの間のグローバルトラフィック

情報、OAM統計情報、およびルータ上のす
べてのATMトラフィックに関するカウンタ
のリストを表示します。

Router# show atm traffic

すべてのアクティブな ATM仮想回線
（PVC）およびトラフィック情報を表示し
ます。

SVCおよび signallingキーワード
は、Cisco ASR 1000シリーズの
ルータではサポートされません。

（注）

Router# show atm vc [vcd-number | [range
lower-limit-vcd upper-limit-vcd] [interface ATM
interface-number] [detail [prefix {vpi/vci | vcd |
interface | vc_name}]] [connection-name] |
signalling [freed-svcs | [cast-type {p2mp | p2p}]
[detail] [interface ATM interface-number]] |
summary ATM interface-number]

Router# show interfaces atm
controller.port-channels.subinterface
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目的コマンド

showinterfacesatmコマンドの該当する形式
を使用して、ATMインターフェイスに関す
る統計情報を表示します。

ルータ上に設定したクロック信号のソース

および優先順位を表示します。
Router# show network-clocks

6 interface atmコマンドの正しい形式を判別するには、ATMネットワークモジュール、ポートアダプタ、またはルータの資料を参照してくだ
さい。

ATM 設定の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 1：ATM 設定の機能情報

機能情報リリース機能名

Cisco IOSリリース 2.5.0ATM、ATMサブインターフェ
イスマルチポイントの設定

非同期転送モード設定ガイド

48

ATM の設定
ATM 設定の機能情報



機能情報リリース機能名

ATMは、ポイントツーポイン
トおよびマルチポイントの2つ
のタイプのインターフェイスを

サポートします。

•ポイントツーポイントサ
ブインターフェイス：ポ

イントツーポイントのサ

ブインターフェイスの場

合、デバイスの各ペアが

独自のサブネットを持ち

ます。PVCをポイント
ツーポイントサブイン

ターフェイスに配置する

と、デバイスは、そのサ

ブインターフェイス上に

ポイントツーポイント

PVCが 1つだけ設定され
ていると見なします。こ

のため、同じサブネット

の宛先 IPアドレスを持つ
IPパケットは、この仮想
回線（VC）に転送されま
す。マッピングの設定が

最も簡単であるため、こ

の方法を推奨します。

•マルチポイントネット
ワーク：マルチポイント

ネットワークには、同じ

サブネットのデバイスが

3つ以上あります。PVCを
ポイントツーマルチポイ

ントサブインターフェイ

スまたはメインインター

フェイス（これはデフォ

ルトではマルチポイント

です）に配置する場合は、

スタティックマッピング

を設定するか、または動

的マッピングを行うため

に Inverse Address
Resolution Protocol（ARP）
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機能情報リリース機能名

をイネーブルにする必要

があります。

DSLAMからメッセージが送信
される場合は、ATMインター
フェイスでANCPをイネーブル
にする必要があります。

次のコマンドが導入または変更

されました：pvc、protocol、
cbr、ubr、
encapsulationaal5snap、
interfaceatm、ipaddress、inarp、
oam-pvcmanage、oam-retry、
class-vc、
snmp-serverenabletraps、
vc-classatm、class-int、mtu、
showatmclass-links、
showatminterfaceatm、
showatmmap、showatmpvc、
showatmtraffic、showatmvc、
shownetwork-clocks、ancp
enable、ancp neighbor

ATMVCバンドル管理を使用す
ると、複数の VCが ATM接続
されたルータのペア間でさまざ

まな QoS特性を持つように設
定できます。

導入または変更された新しいコ

マンドはありません。

Cisco IOSリリース XE 3.7SATMPVCバンドル上の IPマル
チキャスト

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド
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マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Asynchronous TransferMode Command
Reference』

ATMコマンド

『Cisco ASR 1000 Series Aggregation Services
Routers SIP and SPA Software Configuration
Guide』の「Overview of ATM SPAs」

ATM SPA

•「IP to ATM CoS Overview」

•「Configuring IP to ATM CoS」

ATMサービスクラス（CoS）に対する IPの設
定

「Configuring PPPoE over ATM」PPP over Ethernet（PPPoE）over ATMの設定

標準

タイトル規格

--この機能でサポートされる新規の標準または変

更された標準はありません。また、既存の標準

のサポートは変更されていません。

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOS XEソフ
トウェアリリース、およびフィーチャセット

のMIBの場所を検索しダウンロードするには、
次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用しま
す。

http://www.cisco.com/go/mibs

•シスコ PVCトラップMIB：
CISCO-IETF-ATM2-PVCTRAP-MIB

RFC

タイトルRFC

--この機能によりサポートされた新規 RFCまた
は改訂 RFCはありません。またこの機能によ
る既存 RFCのサポートに変更はありません。
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/en/US/support/index.htmlシスコのサポートWebサイトでは、シスコの
製品やテクノロジーに関するトラブルシュー

ティングにお役立ていただけるように、マニュ

アルやツールをはじめとする豊富なオンライン

リソースを提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を

入手するために、CiscoNotificationService（Field
Noticeからアクセス）、Cisco Technical Services
Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアク
セスする際は、Cisco.comのユーザ IDおよびパ
スワードが必要です。
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第 3 章

ATM 条件付デバッグサポート

ほとんどの ATMデバッグコマンドは、システムレベルまたはインターフェイスレベルで実装
されています。ATM条件付デバッグサポート機能は、debugconditioninterfaceコマンドの使用
によって、ATMインターフェイス、仮想チャネル識別子（VCI）、または仮想パス識別子/仮想
チャネル識別子（VPI/VCI）ペアに限定したデバッグを可能にします。

• 機能情報の確認, 53 ページ

• ATM条件付デバッグサポートの前提条件, 54 ページ

• ATM条件付デバッグサポートの制約事項, 54 ページ

• ATM条件付デバッグサポートに関する情報, 54 ページ

• ATMインターフェイスでの ATM条件付デバッグの設定方法, 55 ページ

• ATM条件付デバッグサポートの設定例, 56 ページ

• その他の参考資料, 57 ページ

• ATM条件付デバッグサポートの機能情報, 58 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリスト

を確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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ATM 条件付デバッグサポートの前提条件
ATM条件付デバッグサポート機能を使用するには、1つ以上の ATMカプセル化インターフェイ
スがイネーブルになり、次の debugコマンドの 1つ以上がイネーブルになっている必要がありま
す。

• debugatmarp

• debugatmcounters

• debugatmerrors

• debugatmevents

• debugatmoam

• debugatmpacket

• debugatmstate

ATM 条件付デバッグサポートの制約事項
• ATM条件付デバッグサポート機能を使用できるのは、ATM条件付デバッグサポートの前提
条件, （54ページ）の項に示す ATMデバッグコマンドだけです。

•仮想回線（VC）に対する条件付デバッグは、相手先固定接続（PVC）の場合に限りイネーブ
ルにできます。相手先選択接続（SVC）はサポートされていません。

ATM 条件付デバッグサポートに関する情報

VC レベルに拡張された ATM デバッグ
ATMのdebugコマンドは、インターフェイスレベルまたはシステムレベルで実装されています。
これらのレベルでのdebugコマンドの出力は、特定の仮想回線（VC）のセットについて調べる場
合には、あまり有用ではありません。

Cisco IOS XEソフトウェアには、コマンドラインインターフェイス（CLI）で設定したさまざま
なフィルタに基づく条件付デバッグをサポートするためのインフラストラクチャが備えられてい

ます。この条件付デバッグインフラストラクチャは、既存のすべての debugコマンドの出力から
不要なメッセージを取り除いたり、抑制できます。ATM条件付デバッグサポート機能は、この
インフラストラクチャを拡張して、条件付デバッグを ATM VCレベルでサポートできるようにし
ます。これは、debug condition interfaceコマンドを拡張して、特定の仮想回線を指すキーワード
を追加することによって実現しています。この機能は、従来のデバッグ機能を基に実装すること

ができるため、下位互換性が確保されると同時に、アプリケーションが条件付デバッグを必要な

場所で利用できるようになります。ただし、この拡張された debug condition interfaceコマンド
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は、旧バージョンのコマンドよりも優先されるため、従来の debug condition interfaceコマンドを
使用するデバッグ条件設定は、新しいデバッグ条件を仮想回線でイネーブルにすると、ただちに

廃棄されます。

ATM インターフェイスでの ATM 条件付デバッグの設定
方法

ATM インターフェイスのデバッグのイネーブル化
指定したインターフェイスのセットで条件付デバッグをイネーブルにするには、次のタスクを実

行します。

はじめる前に

ATMデバッグをイネーブルにし、ATM条件付デバッグサポート機能を適用する条件（インター
フェイス、VCI、または VPI/VCIペア）を指定する必要があります。

手順の概要

1. enable
2. debugatm [arp | counters | errors | events | oam | packet | state]
3. debugconditioninterfaceinterface-typeinterface-number[vc {vci | vpi / vci}]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場
合）。

さまざまな ATMイベントを表示します。debugatm [arp | counters | errors | events | oam | packet
| state]

ステップ 2   

例：

Router# debug atm state
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目的コマンドまたはアクション

デバッグの出力を、インターフェイスまたは

ATM VC番号によって制限します。
debugconditioninterfaceinterface-typeinterface-number[vc
{vci | vpi / vci}]

例：

Router# debug condition interface ATM1/1/0 vc
10/100

ステップ 3   

ATM 条件付デバッグサポートの設定例

ATM インターフェイスおよび VPI/VCI ペアのデバッグのイネーブル化
の例

次に、ATMインターフェイスをイネーブルにし、インターフェイスに IPアドレスを指定し、
VPI/VCIペアが10/100であるこのインターフェイスに関する条件付デバッグをイネーブルにして、
そのデバッグがイネーブルになっていることを確認する方法の例を示します。

Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)# interface atm 1/1/0.100 point-to-point

Router(config-if)# ip address 10.0.0.5 255.255.255.0
Router(config-if)# pvc 10/100

Router(config-if-atm-vc)# no shutdown

Router(config-if)# exit

Router(config)# exit

Router#
Router# debug atm state

ATM VC States debugging is on
Router# debug condition interface ATM1/1/0 vc 10/100

Condition 1 set
Router#

特定の VCI のデバッグのイネーブル化の例
次に、特定のVCIの条件付デバッグをイネーブルにする方法の例を示します。特定のVCIだけに
ついての条件付デバッグイネーブルにする場合は、VPI値が自動的に 0に設定されることに注意
してください。

Router# debug condition interface atm 1/0 vc 4335
Condition 1 set
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Router# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)# interface atm 1/0
Router(config-if)# pvc 4335
Router(config-if-atm-vc)# end
Router#
*Jul 12 21:46:52.487: atmdx_setup_vc(ATM1/0): vc=5, vpi=0, vci=4335, config_status=0
*Jul 12 21:46:52.487: atmdx_setup_cos(ATM1/0): vc=5, wred_name=, max_q=0
*Jul 12 21:46:52.487: ATM VC Debug: Condition 1, atm-vc 0/4335 AT1/0 triggered, count 1
*Jul 12 21:46:52.487: ATM1/0 Current Active VC count 4

*Jul 12 21:46:52.487: ATM VC notification event 0
*Jul 12 21:46:52.487: atmdx_platform_set_vc_state(ATM1/0): Setting the VC 5 state to UP
*Jul 12 21:46:52.487: ATM: PVC activated, ATM1/0 VCD 5 (0/4335)
*Jul 12 21:46:52.487: ATM VC notification event 2
*Jul 12 21:46:52.487: %SYS-5-CONFIG_I: Configured from console by console
Router# show atm vc
Codes: DN - DOWN, IN - INACTIVE

VCD / Peak Av/Min Burst
Interface Name VPI VCI Type Encaps SC Kbps Kbps Cells St
1/0 1 0 16 PVC ILMI UBR 149760 UP
1/0.10 4 0 100 PVC SNAP UBR 149760 UP
1/0 5 0 4335 PVC SNAP UBR 149760 UP
1/0.1 one 1 40 PVC SNAP UBR 149760 UP
1/0 2 3 100 PVC-A SNAP VBR 1000 1000 0 IN
4/ima1 1 23 34 PVC SNAP UBR 0 IN

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Debug Command Reference』の
「Conditionally Triggered Debugging」の章

条件によりトリガーされるデバッグ

「Overview of the ATM SPAs」ATMの概要

『Cisco IOS Asynchronous TransferMode Command
Reference』

ATMコマンド：コマンド構文の詳細、デフォ
ルト、コマンドモード、コマンド履歴、使用上

の注意事項、および例

標準

タイトル規格

--なし
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MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOS XEソフ
トウェアリリース、およびフィーチャセット

のMIBの場所を検索しダウンロードするには、
次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用しま
す。

http://www.cisco.com/go/mibs

なし

RFC

タイトルRFC

--なし

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートWebサイトでは、シスコの
製品やテクノロジーに関するトラブルシュー

ティングにお役立ていただけるように、マニュ

アルやツールをはじめとする豊富なオンライン

リソースを提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を

入手するために、CiscoNotificationService（Field
Noticeからアクセス）、Cisco Technical Services
Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアク
セスする際は、Cisco.comのユーザ IDおよびパ
スワードが必要です。

ATM 条件付デバッグサポートの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 2：ATM 条件付デバッグサポートの機能情報

機能情報リリース機能名

ATM条件付デバッグサポート
機能は、ATMインターフェイ
ス、VCI、またはVPI/VCIペア
に限定したデバッグを可能にし

ます。

今後、次のコマンドが導入また

は変更されます。

debugconditioninterface、
showdebug

Cisco IOS XEリリース 2.3ATM条件付デバッグサポート
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第 4 章

複数の VC での ATM マルチリンク PPP サポー
ト

複数の VCでの ATMマルチリンク PPPのサポート機能によって、フレームリレーおよび ATM
でのマルチリンク PPP（MLP）を使用した高速仮想回線（VC）でのトラフィックのロードバラ
ンシングが促進されます。また、音声トラフィックとデータトラフィックをより効率的に伝送

する手段として、MLPを使用して高速 VCでパケットデータグラムを結合することで、トラ
フィックのロードバランシングが促進されます。

• 機能情報の確認, 61 ページ

• ATMマルチリンク PPPサポートの制約事項, 62 ページ

• ATMマルチリンク PPPサポートに関する情報, 62 ページ

• ATMマルチリンク PPPサポートの設定方法, 63 ページ

• ATMマルチリンク PPPサポートの設定例, 73 ページ

• 複数の VCでの ATMマルチリンク PPPサポートに関するその他の参考資料, 75 ページ

• ATMマルチリンク PPPサポートの機能情報, 76 ページ

• 用語集, 77 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリスト

を確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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ATM マルチリンク PPP サポートの制約事項
複数の VCでの ATMマルチリンク PPPのサポート機能は、次のコマンドと機能をサポートして
いません。この設定では、次のコマンドが受け入れられますが、コマンドには効果がありません。

• pppinterleave

• pppmultilinkfragment-delay

複数のVCでのATMマルチリンクPPPのサポート機能は、link fragmentation and interleaving（LFI）
機能をサポートしていません。

ATM マルチリンク PPP サポートに関する情報

ATM マルチリンク PPP サポートの概要
ロードバランシングは、オープンシステム相互接続（OSI）参照モデルのレイヤ 2またはレイヤ
3（ネットワーク層）で動作します。レイヤ 3のロードバランシングは、リンク層テクノロジー
には依存しません。複数のVCでのATMマルチリンクポイントツーポイントプロトコル（PPP）
のサポート機能は、レイヤ2でロードバランシングを実行し、リンクレイヤでMLPが有効になっ
ているかどうかに依存します。

ATMMLP機能は、パケット順序制御を記録し、この機能によって、早期に到着したパケットが
バッファ処理されます。この機能を使用して、ATMMLPはバンドル全体でパケット順序を維持
します。

MLPに加えて、音声およびデータパケットの優先順位付けと差別化のために、低遅延キューイン
グ（LLQ）およびクラスベース均等化キューイング（CBWFQ）が使用されます。LLQおよび
CBWFQによって、音声トラフィックとデータトラフィックが送信されたときに、音声トラフィッ
クとデータトラフィックは適切なQuality of Service（QoS）の処置（正しいプライオリティキュー
の割り当てなど）を確実に受けることができます。

LLQおよびCBWFQの詳細については、『Cisco IOSQuality of Service Solutions ConfigurationGuide』
を参照してください。

ATM マルチリンク PPP サポートの利点

より効率的なトラフィックのロードバランシングが促進されます

複数の VCでの ATMマルチリンク PPPのサポート機能では、フレームリレーおよび ATM VCで
のリアルタイム（音声）および他の（データ）トラフィックの転送がサポートされます。

非同期転送モード設定ガイド

62

複数の VC での ATM マルチリンク PPP サポート
ATM マルチリンク PPP サポートの制約事項



ATM マルチリンク PPP サポートの設定方法

MQC を使用したサービスポリシーの定義
MQCを使用してサービスポリシーを定義するには、次の作業を実行します。MQCでは、クラス
マップを作成し、サービスポリシーを定義することができます。サービスポリシーは、クラスを

作成し、トラフィックを分類するための一致基準を設定するために使用されます。

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. class-mapclass-map-name[match-all|match-any]
4. matchipprecedenceip-precedence-value [ip-precedence-value ip-precedence-value ip-precedence-value]
5. exit
6. policy-mappolicy-name
7. class-mapclass-map-name[match-all|match-any
8. bandwidth {bandwidth-kbps | percent percent}
9. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

作成するクラスマップの名前を指定し、クラスマップコ

ンフィギュレーションモードを開始します。match-allま
class-mapclass-map-name[match-all|
match-any]

例：

Router(config)# class-map class1

ステップ 3   

たはmatch-any値を指定しない場合、トラフィックがその
クラスマップに分類されるためには、すべての一致基準

を満たさなければなりません。
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目的コマンドまたはアクション

IP precedence値を一致基準として識別します。matchipprecedenceip-precedence-value
[ip-precedence-value ip-precedence-value
ip-precedence-value]

ステップ 4   

例：

Router(config-cmap)# match ip
precedence 3 2 4

クラスマップコンフィギュレーションモードを終了しま

す。

exit

例：

Router(config-cmap)# exit

ステップ 5   

作成されるポリシーマップの名前を指定し、ポリシー

マップコンフィギュレーションモードを開始します。

policy-mappolicy-name

例：

Router(config)# policy-map policy1

ステップ 6   

指定されたクラスマップに基づいてトラフィックを分類

し、ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

class-mapclass-map-name[match-all|
match-any

例：

Router(config-pmp)# class class2

ステップ 7   

トラフィッククラスに対する輻輳期間中の最小帯域幅保

証を指定します。

bandwidth {bandwidth-kbps | percent
percent}

例：

Router (config-pmap-c)# bandwidth 45

ステップ 8   

•最小帯域幅保証は、kbps単位か、使用可能な全帯域
幅のパーセンテージで指定します。

クラスマップコンフィギュレーションモードを終了しま

す。

end

例：

Router(config-pmp)# end

ステップ 9   

マルチリンク MLP バンドルインターフェイスの定義
マルチリンクMLPバンドルインターフェイスを定義するには、次の作業を実行します。マルチ
リンクバンドルインターフェイスの目的は、複数の相手先固定接続（PVC）を統合することで
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す。PPP overATMリンクのすべての設定は仮想テンプレートに配置され、バンドルパラメータは
マルチリンクバンドルに配置されます。

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. interfacetype number
4. ipaddressip-addressmask[secondary]
5. load-intervalseconds
6. nocdpenable
7. service-policyoutputpolicy-name
8. pppmultilink
9. pppmultilinkfragmentdisable
10. pppmultilinkgroupgroup-number
11. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

インターフェイスタイプを設定し、インターフェイ

スコンフィギュレーションモードを開始します。

interfacetype number

例：

Router(config)# interface multilink 34

ステップ 3   

インターフェイスに対するプライマリ IPアドレスま
たはセカンダリ IPアドレスを設定します。

ipaddressip-addressmask[secondary]

例：

Router(config-if)# ip address
209.165.201.1 255.255.255.0

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

データが負荷統計情報の計算に使用される時間の長

さを変更します。

load-intervalseconds

例：

Router(config-if)# load-interval 60

ステップ 5   

インターフェイスで Cisco Discovery Protocol（CDP）
を無効にします。

nocdpenable

例：

Router(config-if)# no cdp enable

ステップ 6   

指定したポリシーマップを出力インターフェイスに

付加します。

service-policyoutputpolicy-name

例：

Router(config-if)# service-policy output
policy1

ステップ 7   

インターフェイスに対してMLPをイネーブルにしま
す。

pppmultilink

例：

Router(config-if)# ppp multilink

ステップ 8   

パケットフラグメンテーションをディセーブルにし

ます。

pppmultilinkfragmentdisable

例：

Router(config-if)# ppp multilink
fragment disable

ステップ 9   

物理リンクが指定されたマルチリンクグループのイ

ンターフェイスにだけ加入するよう制限します。

pppmultilinkgroupgroup-number

例：

Router(config-if)# ppp multilink group
54

ステップ 10   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを

終了します。

end

例：

Router(config-if)# end

ステップ 11   
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メンバリンクの仮想テンプレートの定義

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. interfacetype number
4. noipaddress
5. load-intervalseconds
6. pppmultilink
7. pppmultilinkgroupgroup-number
8. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

インターフェイスタイプを設定し、インターフェイス

コンフィギュレーションモードを開始します。

interfacetype number

例：

Device(config)# interface multilink 34

ステップ 3   

既存の IPアドレスを削除するか、IP処理をディセーブ
ルにします。

noipaddress

例：

Device(config-if)# no ip address

ステップ 4   

データが負荷統計情報の計算に使用される時間の長さ

を変更します。

load-intervalseconds

例：

Device(config-if)# load-interval 30

ステップ 5   
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスでMLPをイネーブルにします。pppmultilink

例：

Device(config-if)# ppp multilink

ステップ 6   

物理リンクが指定されたマルチリンクグループのイン

ターフェイスにだけ加入するよう制限します。

pppmultilinkgroupgroup-number

例：

Device(config-if)# ppp multilink-group
44

ステップ 7   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終

了します。

end

例：

Device(config-if)#

ステップ 8   

end

PVC の定義とメンバリンクのバンドル

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. 次のいずれかを実行します。

• interfaceatmslot/0

•
•
• interfaceatmslot/port

4. noipaddress
5. loadintervalseconds
6. atmilmi-keepalive [seconds [retry[seconds]]]
7. pvc[name ]vpi/vci
8. vbr-nrtoutput-pcr output-scr [output-mbs ]
9. tx-ring-limitring-limit
10. protocolpppvirtual-templatenumber
11. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

ATMインターフェイスタイプを指定し、インターフェ
イスコンフィギュレーションモードを開始します。

次のいずれかを実行します。ステップ 3   

• interfaceatmslot/0

•
•
• interfaceatmslot/port

例：

Device(config)# interface atm 2/0

例：

or

例：

Device(config)# interface atm 2/1

IPアドレスを削除するか、IP処理をディセーブルにしま
す。

noipaddress

例：

Device(config-if)# no ip address

ステップ 4   

データが負荷統計情報の計算に使用される時間の長さを

変更します。

loadintervalseconds

例：

Device(config-if)# load interval 30

ステップ 5   

非同期転送モード設定ガイド

69

複数の VC での ATM マルチリンク PPP サポート
PVC の定義とメンバリンクのバンドル



目的コマンドまたはアクション

暫定ローカル管理インターフェイス（ILMI）キープアラ
イブをイネーブルにします。

atmilmi-keepalive [seconds [retry[seconds]]]

例：

Device(config-if)# atm ilmi-keepalive

ステップ 6   

ATM PVCを作成します。インターフェイス ATM VCコ
ンフィギュレーションモードを開始します。

pvc[name ]vpi/vci

例：

Device(config-if)# pvc pvc1 0/56

ステップ 7   

可変ビットレート（VBR）-非リアルタイム（NRT）QoS
を設定し、出力のピークセルレート、出力の平均セル

vbr-nrtoutput-pcr output-scr [output-mbs ]

例：

Device(config-if-atm-vc)# vbr-nrt 45 4
45

ステップ 8   

レート、および出力の最大バーストセルサイズを指定し

ます。

インターフェイスの送信リングで使用できるパーティク

ルまたはパケットの数を制限します。

tx-ring-limitring-limit

例：

Device(config-if-atm-vc)# tx-ring-limit
3

ステップ 9   

•このコマンドを使用して、ほとんどのパケットをレ
イヤ 3キューに割り当てるように送信リングを調整
します。

指定された仮想テンプレートの設定を使用して PPPが
ATM PVCを介して確立されることを指定し、インター
フェイスコンフィギュレーションモードを開始します。

protocolpppvirtual-templatenumber

例：

Device(config-if-atm-vc)# protocol ppp
virtual-template 34

ステップ 10   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終了

します。

end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 11   

ATM マルチリンク PPP サポートの確認
複数の VCでの ATMマルチリンク PPPサポートに関する情報を表示するには、次のタスクを実
行します。
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手順の概要

1. enable
2. showatmpvc
3. showframe-relaypvc [[interfaceinterface] [dlci] [64-bit] | summary [all]]
4. showinterfaces
5. showpolicy-map
6. showpppmultilink
7. showqueueing

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

すべての ATM PVCおよびトラフィック情報を表示しま
す。

showatmpvc

例：

Device# show atm pvc

ステップ 2   

フレームリレーインターフェイス対応 PVCに関する統計
情報を表示します。

showframe-relaypvc [[interfaceinterface]
[dlci] [64-bit] | summary [all]]

例：

Device# show frame-relay pvc 16

ステップ 3   

インターリーブ統計情報を表示します。showinterfaces

例：

Device# show interfaces

ステップ 4   

•インターリーブデータは、インターリーブが発生し
ている場合にのみ表示されます。

指定されたサービスポリシーマップに対するすべてのク

ラスの設定、または、すべての既存ポリシーマップに対

するすべてのクラスの設定を表示します。

showpolicy-map

例：

Device# show policy-map

ステップ 5   

デバイスのMLPバンドルとその PPPリンクに関するバン
ドル情報を表示します。

showpppmultilink

例：

Device# show ppp multilink

ステップ 6   
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目的コマンドまたはアクション

すべてまたは選択した設定済みキューイング戦略を表示

します。

showqueueing

例：

Device# show queueing

ステップ 7   

ATM マルチリンク PPP サポートのモニタリング

手順の概要

1. enable
2. debugatmerrors
3. debugatmevents
4. debugppperror
5. debugpppmultilinkevents
6. debugvoicertp

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

ATMエラーを表示します。debugatmerrors

例：

Device# debug atm errors

ステップ 2   

ATMイベントを表示します。debugatmevents

例：

Device# debug atm events

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

PPPを実装するインターネットワークでのトラフィックお
よび交換に関する情報を表示します。

debugppperror

例：

Device# debug ppp error

ステップ 4   

マルチリンクグループに影響を与えるイベントに関する情

報を表示します。

debugpppmultilinkevents

例：

Device# debug ppp multilink events

ステップ 5   

音声およびデータパケットのインターリーブに関する情報

を表示します。

debugvoicertp

例：

Device# debug voice RTP

ステップ 6   

• debug voice RTPコマンドにはメモリのオーバーヘッ
ドがあるので、メモリが不足している場合やトラ

フィックが非常に多い場合は使用するべきではありま

せん。

ATM マルチリンク PPP サポートの設定例

MQC を使用したサービスポリシーの定義例
次に、MQCを使用してサービスポリシーを設定する例を示します。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# class-map match-all DATA
Device(config-cmap)# match ip precedence 0
Device(config-cmap)# class-map match-all VOICE
Device(config-cmap)# match access-group 100
Device(config-cmap)# policy-map CISCO
Device(config-pmap)# class VOICE
Device(config-pmap-c)# priority percent 70
Device(config-pmap-c)# class DATA
Device(config-pmap-c)# bandwidth percent 5
Device(config-pmap-c)# access-list 100 permit udp any any precedence critical

マルチリンク MLP バンドルインターフェイスの定義例
次に、マルチリンクインターフェイスにマルチリンクバンドルを定義する例を示します。

Device> enable
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Device# configure terminal
Device(config)# interface Multilink1
Device(config-if)# ip address 10.2.1.1 255.0.0.0
Device(config-if)# load-interval 30
Device(config-if)# no cdp enable
Device(config-if)# service-policy output CISCO
Device(config-if)# ppp multilink fragment disable
Device(config-if)# ppp multilink group 1

メンバリンクの仮想テンプレートの定義例

次に、メンバリンクの仮想テンプレートを定義する例を示します。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# interface Virtual-Template1
Device(config-if)# no ip address
Device(config-if)# load-interval 30
Device(config-if)# ppp multilink
Device(config-if)# ppp multilink group 1
Device(config-if)# interface Virtual-Template2
Device(config-if)# no ip address
Device(config-if)# load-interval 30
Device(config-if)# ppp multilink
Device(config-if)# ppp multilink group 1

PVC の定義とメンバリンクのバンドルの例
次の例に、バンドルメンバとして PVCを定義し設定する方法を示します。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# interface atm 6/0
Device(config-if)# no ip address
Device(config-if)# load-interval 30
Device(config-if)# atm ilmi-keepalive
Device(config-if)# pvc 0/34

Device(config-if-atm-vc)# vbr-nrt 1536 1536
Device(config-if-atm-vc)# tx-ring-limit 5
Device(config-if-atm-vc)# protocol ppp Virtual-Template1
Device(config-if-atm-vc)# pvc 0/35

Device(config-if-atm-vc)# vbr-nrt 800 800
Device(config-if-atm-vc)# tx-ring-limit 3
Device(config-if-atm-vc)# protocol ppp Virtual-Template2
Device(config-if-atm-vc)# pvc 0/36
Device(config-if-atm-vc)# vbr-nrt 800 400 94
Device(config-if-atm-vc)# tx-ring-limit 5
Device(config-if-atm-vc)# protocol ppp Virtual-Template1
Device(config-if-atm-vc)# pvc 0/37
Device(config-if-atm-vc)# vbr-nrt 800 800
Device(config-if-atm-vc)# tx-ring-limit 3
Device(config-if-atm-vc)# protocol ppp Virtual-Template2
Device(config-if-atm-vc)# end
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複数の VC での ATM マルチリンク PPP サポートに関する
その他の参考資料

ここでは、複数のVCでのATMマルチリンク PPPサポート機能の関連資料について説明します。

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Quality of Service Solutions
Configuration Guide』

QoSの設定作業

『Cisco IOS Quality of Service Solutions Command
Reference』

QoSコマンド：コマンド構文の詳細、デフォル
ト、コマンドモード、コマンド履歴、使用上の

注意事項、および例

『Cisco IOS Wide-Area Networking Configuration
Guide』

WANの設定作業

『Cisco IOS Wide-Area Networking Command
Reference』

WANコマンド：コマンド構文の詳細、デフォ
ルト、コマンドモード、コマンド履歴、使用上

の注意事項、および例

『Cisco IOSMaster Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

なし

RFC

タイトルRFC

『The PPP Multilink Protocol (MP)』RFC 1990
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http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/go/mibs


シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートWebサイトでは、シスコの
製品やテクノロジーに関するトラブルシュー

ティングにお役立ていただけるように、マニュ

アルやツールをはじめとする豊富なオンライン

リソースを提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を

入手するために、CiscoNotificationService（Field
Noticeからアクセス）、Cisco Technical Services
Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアク
セスする際は、Cisco.comのユーザ IDおよびパ
スワードが必要です。

ATM マルチリンク PPP サポートの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 3：複数の VC での ATM マルチリンク PPP サポートの機能情報

機能情報リリース機能名

複数の VCでの ATMマルチリ
ンクPPPのサポート機能によっ
て、フレームリレーおよび

ATMでのMLPを使用した高速
仮想回線でのトラフィックの

ロードバランシングが促進さ

れます。音声トラフィックと

データトラフィックをより効

率的に伝送する手段として、

MLPを使用して高速 VCでパ
ケットデータグラムを結合す

ることで、トラフィックのロー

ドバランシングが促進されま

す。

Cisco IOSリリース XE 3.14Sで
は、複数の VCでの ATMマル
チリンクPPPサポート機能のサ
ポートが 4451-Xサービス統合
型ルータで追加されました。

12.2(28)SB 12.2(13)T
12.2(33)SRE

Cisco IOSリリース XE 3.14S

複数の VCでの ATMマルチリ
ンク PPPサポート

用語集
LFI：link fragmentation and interleaving。大きなパケットをフラグメント化し、小さなパケット間
のフラグメントをキューイングする方法。

MLP：マルチリンク PPP。

QoS：Quality of Service。

VC：仮想回線。
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第 5 章

ATM OAM ping

ATM OAM ping機能では、特定の相手先固定接続（PVC）の接続を確認するために、ATMの保
守運用管理（OAM）パケットが送信されます。OAMパケットに対する応答を受信すると、その
PVCのステータスが表示されます。ATM OAM ping機能によって、ネットワーク管理者は PVC
の整合性を確認でき、ATMネットワークのトラブルシューティングが容易になります。

• 機能情報の確認, 79 ページ

• ATM OAM ping機能の前提条件, 80 ページ

• ATM OAM ping機能の制約事項, 80 ページ

• ATM OAM ping機能の情報, 80 ページ

• ATM OAM ping機能の使用方法, 81 ページ

• ATM OAM pingの設定例, 83 ページ

• その他の参考資料, 84 ページ

• ATM OAM pingの機能情報, 86 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリスト

を確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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ATM OAM ping 機能の前提条件
pingコマンドに指定する仮想パス識別子（VPI）と仮想チャネル識別子（VCI）の値に対応する
PVCが、あらかじめ存在している必要があります。

ATM OAM ping 機能の制約事項
ATM OAM ping機能は、次の条件に基づく pingをサポートしていません。

•ネットワークサービスアクセスポイント（NSAP）のアドレス

•複数ホップによるループバック

•ループバックロケーション ID

ATM OAM ping 機能の情報

ATM OAM ping 機能の利点
ATM OAM ping機能は pingコマンドを修正したものであり、これを使用して OAMパケットを送
信し、PVC接続を確認することができます。OAMパケットに対する応答を受信すると、そのPVC
のステータスが表示されます。これは、デバイスのアクセス可能性をテストするための一般的な

方式です。

ping atm interface atmコマンドには、次の 2つの ATM OAM pingオプションが用意されていま
す。

•エンドループバック：エンドツーエンドの PVCの整合性を確認します。

•セグメントループバック：直近のネイバーATMデバイスに対する PVCの整合性を確認しま
す。

ping atm interface atm コマンドを使用して、次の事項を調べることができます。

•リモートホストがアクティブ/非アクティブかどうか。

•ホストとの通信におけるラウンドトリップ遅延。

•パケット損失

単純な pingコマンドには、ATMネットワーク接続をテストするための対話モードが用意されて
います。pingコマンドは、まずOAMコマンドループバックセルを宛先に送信し、OAM応答ルー
プバックセルが返されるのを待ちます。pingが成功するのは、次の条件が満たされた場合だけで
す。
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• OAMコマンドループバックセルが宛先に到達する。

•宛先は、OAMループバック応答セルを、タイムアウトと呼ばれる事前に指定された時間内
に発信元に返すことができる。タイムアウトのデフォルト値はCiscoルータの場合2秒です。

ATM OAM ping 機能の使用方法

通常モードの ping を使用したネットワーク接続のテスト
ping atm interface atmコマンドを通常モードで使用してネットワークの接続をテストするには次
のタスクを実行します。この場合、pingテスト用のすべての値をコマンドラインに入力します。

手順の概要

1. enable
2. pingatminterfaceatminterface-numbervpi-value [vci-value [end-loopback[repeat [timeout]]| seg-loopback

[repeat [timeout]]]]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

ASR 1000シリーズルータの特定の PVCの接続を確認するた
めの応答を表示します。

pingatminterfaceatminterface-numbervpi-value
[vci-value [end-loopback[repeat [timeout]]|
seg-loopback [repeat [timeout]]]]

ステップ 2   

• atminterface-number：ATMインターフェイス名。
例：

ping atm interface atm 1/1/0.100 0 500

• vpi-value：仮想パス識別子。範囲は 0～ 255です。

• vci-value：仮想チャネル識別子。範囲は0～65535です。

例：

end-loopback 1 2

• end-loopback：ATMエンドループバックセルを送信し
ます。これはデフォルトです。

• seg-loopback：ATMセグメントループバックセルを送
信します。

例：
• repeat：宛先に送信する pingパケット数。範囲は 1～
1000です。デフォルトは 5です。

• timeout：タイムアウト間隔（秒）。範囲は1～30です。
デフォルト：2。
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目的コマンドまたはアクション

インタラクティブモードの ping を使用したネットワーク接続のテス
ト

pingコマンドを使用してネットワークの接続をテストするには次のタスクを実行します。この場
合、表示されるプロンプトに従って値を入力し、Enterキーを押すことによって pingテスト用の
値を指定します。デフォルト設定を使用する場合は、値を指定せずに Enterキーを押します。

手順の概要

1. enable
2. ping

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

特定のPVCの接続を確認するための応答を表示します。ping

例：

Router# ping

ステップ 2   

ping セッションの中断
pingセッションを終了するには、エスケープシーケンスを入力します。デフォルトではCtrl-Shift-6
です。
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ATM OAM ping の設定例

特定の PVC の接続の確認例
次に、ATMOAMパケットを送信し、その成功を確認することによって、特定の PVCの接続を確
認する例を示します。

Router# show atm pvc 10/100
ATM1/1/0.100: VCD: 3, VPI: 10, VCI: 100
UBR, PeakRate: 100000 (235850 cps)
AAL5-LLC/SNAP, etype:0x0, Flags: 0x40, VCmode: 0x0, Encapsize: 12
OAM frequency: 0 second(s), OAM retry frequency: 1 second(s)
OAM up retry count: 3, OAM down retry count: 5
OAM Loopback status: OAM Disabled
Last cell looped No
Loop detect state 0, Last cell looped 0, OAM Retries 0, Loop Retries 0
OAM VC Status: Not Managed
ILMI VC status: Not Managed
InARP frequency: 15 minutes(s)
Transmit priority 3
InPkts: 78310, OutPkts: 78310, InBytes: 218651435, OutBytes: 218651435
InPRoc: 0, OutPRoc: 16, Broadcasts: 15
InFast: 0, OutFast: 0, InAS: 78310, OutAS: 78281
InPktDrops: 0, OutPktDrops: 0
CrcErrors: 0, SarTimeOuts: 0, OverSizedSDUs: 0, LengthViolation: 0, CPIErrors: 0
Out CLP=1 Pkts: 0
OAM cells received: 315
F5 InEndloop: 310, F5 InSegloop: 5, F5 InAIS: 0, F5 InRDI: 0
OAM cells sent: 315
F5 OutEndloop: 310, F5 OutSegloop: 5, F5 OutAIS: 0, F5 OutRDI: 0
OAM cell drops: 0
Status: UP
VC 10/100 doesn't exist on 2 of 3 ATM interface(s)
Router#

通常モードの ping atm interface atm コマンドの例
次に、通常モードでの ping atm interface atmコマンドの出力例を示します。

Router# ping atm interface atm1/1/0.1 500
Type escape sequence to abort.
Sending 5, 53-byte end-to-end OAM echoes, timeout is 2 seconds:
!!!!!
Success rate is 100 percent (5/5), round-trip min/avg/max = 4/16/52 ms
Router# ping atm interface atm1/1/0.1 0 500 seg-loopback
Type escape sequence to abort.
Sending 5, 53-byte segment OAM echoes, timeout is 2 seconds:
!!!!!
Success rate is 100 percent (5/5), round-trip min/avg/max = 1/1/1 ms
Router# ping atm interface atm1/1/0.1 0 500 end-loopback 100 25
Type escape sequence to abort.
Sending 100, 53-byte end-to-end OAM echoes, timeout is 25 seconds:
!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!
!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!
Success rate is 100 percent (100/100), round-trip min/avg/max = 4/13/180 ms
Router# ping atm interface atm1/1/0.1 0 500 seg-loopback 50 20
Type escape sequence to abort.
Sending 50, 53-byte segment OAM echoes, timeout is 20 seconds:
!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!
Success rate is 100 percent (50/50), round-trip min/avg/max = 1/1/4 ms
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Router# show atm pvc 10/100

ATM1/1/0.100: VCD: 3, VPI: 10, VCI: 100
UBR, PeakRate: 100000 (235850 cps)
AAL5-LLC/SNAP, etype:0x0, Flags: 0x40, VCmode: 0x0, Encapsize: 12
OAM frequency: 10 second(s), OAM retry frequency: 1 second(s)
OAM up retry count: 3, OAM down retry count: 5
OAM Loopback status: OAM Received
Last cell looped No
Loop detect state 0, Last cell looped 0, OAM Retries 0, Loop Retries 0
OAM VC Status: Verified
ILMI VC status: Not Managed
VC is managed by OAM.
InARP frequency: 15 minutes(s)
Transmit priority 3
InPkts: 78310, OutPkts: 78310, InBytes: 218651435, OutBytes: 218651435
InPRoc: 0, OutPRoc: 16, Broadcasts: 15
InFast: 0, OutFast: 0, InAS: 78310, OutAS: 78281
InPktDrops: 0, OutPktDrops: 0
CrcErrors: 0, SarTimeOuts: 0, OverSizedSDUs: 0, LengthViolation: 0, CPIErrors: 0
Out CLP=1 Pkts: 0
OAM cells received: 331
F5 InEndloop: 326, F5 InSegloop: 5, F5 InAIS: 0, F5 InRDI: 0
OAM cells sent: 331
F5 OutEndloop: 326, F5 OutSegloop: 5, F5 OutAIS: 0, F5 OutRDI: 0
OAM cell drops: 0
Status: UP
VC 10/100 doesn't exist on 2 of 3 ATM interface(s)
Router#

対話型 ping コマンドの例
次に、対話モードでの pingコマンドの出力例を示します。

router# ping

Protocol [ip]: atm
ATM Interface: atm1/1/0.100
VPI value [0]: 10
VCI value [1]: 100
Loopback - End(0), Segment(1) [0]:
Repeat Count [5]:
Timeout [2]:
Type escape sequence to abort.
Sending 5, 53-byte end-to-end OAM echoes, timeout is 2 seconds:
!!!!!
Success rate is 100 percent (5/5), round-trip min/avg/max = 1/1/1 ms
Router#

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS Asynchronous TransferMode Command
Reference』

ATMコマンド
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マニュアルタイトル関連項目

「Overview of the ATM SPAs」ATMの概要

「ATM OAMトラフィックの削減」ATM OAMトラフィック削減の設定

「Troubleshooting PVC Failures When Using OAM
Cells and PVC Management」

OAMセルおよび PVC管理を使用しているとき
障害検出

標準

タイトル規格

『I.610 Series I: Integrated Services Digital Network
Maintenance principles』

ITU-T規格 I.610（B-ISDN運用およびメンテナ
ンスの原則および機能に関する ITU-T規格）

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOS XEソフ
トウェアリリース、およびフィーチャセット

のMIBの場所を検索しダウンロードするには、
次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用しま
す。

http://www.cisco.com/go/mibs

なし

RFC

タイトルRFC

--なし
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/en/US/support/index.htmlシスコのサポートWebサイトでは、シスコの
製品やテクノロジーに関するトラブルシュー

ティングにお役立ていただけるように、マニュ

アルやツールをはじめとする豊富なオンライン

リソースを提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を

入手するために、CiscoNotificationService（Field
Noticeからアクセス）、Cisco Technical Services
Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアク
セスする際は、Cisco.comのユーザ IDおよびパ
スワードが必要です。

ATM OAM ping の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 4：ATM OAM ping の機能情報

機能情報リリース機能名

ATMOAMping機能では、特定
の PVCの接続を確認するため
に ATM OAMパケットが送信
されます。OAMパケットに対
する応答を受信すると、その

PVCのステータスが表示され
ます。ATM OAM ping機能に
よって、ネットワーク管理者は

PVCの整合性を確認でき、
ATMネットワークのトラブル
シューティングが容易になりま

す。

次のコマンドが導入または変更

されました。
pingatminterfaceatm

Cisco IOS XEリリース 2.3ATM OAM ping
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第 6 章

ATM OAM トラフィックの削減

ATM OAMトラフィック削減機能とは、障害検出のために ATMの双方向仮想回線（VC）上で
ループバックセルが使用される際のオーバーヘッドを軽減するためのメカニズムです。

• 機能情報の確認, 89 ページ

• ATM OAMトラフィック削減の前提条件, 90 ページ

• ATM OAMトラフィック削減の制約事項, 90 ページ

• ATM OAMトラフィック削減に関する情報, 90 ページ

• ATM OAMトラフィック削減の設定方法, 91 ページ

• ATM OAMトラフィック削減の設定例, 95 ページ

• ATM OAMトラフィック削減に関するその他の参考資料, 97 ページ

• ATM OAMトラフィック削減の機能情報, 98 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリスト

を確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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ATM OAM トラフィック削減の前提条件
本書に記載する保守運用（OAM）ループバックセルについては、国際電気通信連合（ITU）の規
格『I.610 SERIES I: INTEGRATED SERVICES DIGITAL NETWORK, Maintenance principles』に定義さ
れており、ATM OAMトラフィック削減機能を理解するためには、この規格を理解することが不
可欠です。

ATM OAM トラフィック削減の制約事項
•この機能は、相手先固定接続（PVC）に限り、F5エンドツーエンドOAMループバックセル
に関してサポートします。F4 OAMセル、AIS/RDIセル、または F5セグメント OAMループ
バックセルに関しては、この機能を適用できません。

•この機能は、単一方向の中断があった場合、および再試行の間隔が F5 OAMループバックの
間隔と同じ値に設定されている場合に、OAMループバック機能を中断させます。

ATM OAM トラフィック削減に関する情報

OAM トラフィックフロー
PVCの OAM管理部分では、OAMループバックセルが一定間隔で送信されます。PVCの両端で
OAM管理がイネーブルになっている場合は、その両端でセルの転送およびループバックが行わ
れます。このような転送では、OAMセルが同じ物理回線上を 2度も通過するので冗長です。

下の図では、ルータ R1とルータ R2との間に PVCが設定されており、その PVCの両端で OAM
管理がイネーブルになっていると想定しています。ルータ R1は、ルータ R2から OAMコマンド
セルを受信すると、ただちに自身の OAMコマンドセルの送信を停止できます。そして、受信す
る OAMコマンドセルに基づいてリンクを管理できます。ルータ R2からのコマンドセルがない
ことが判明した場合、ルータ R1はただちに OAMコマンドセルの送信を再開することができま
す。

図 4：ATM OAM トラフィックフロー

ルータ R1がルータ R2からの OAMコマンドセルを初めて検出すると、タイムスタンプ T1が記
録されます。次の OAMコマンドセルが検出されると、タイムスタンプ T2が記録されます。T2
から T1を差し引いた時間が、ルータ R2のループバックの頻度として OAMに提供されます。ラ
ンダムな回数測定することによって、この間隔の平均値を算出します（ランダムな回数、間隔を
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測定する必要があるのは、ルータ R1および R2がこのアルゴリズムを実装していて、頻度が同じ
場合に発生する可能性がある競合状態を回避するためです）。

このランダム期間が終わると、ルータR1はOAMコマンドセルの送信を停止し、OAMトラフィッ
クモニタリングタイマーを開始します。ルータ R1のこのタイマーは、ルータ R2の間隔頻度の
変化をチェックします。変化があった場合、トラフィックモニタリングタイマーは停止し、VC
が再試行モードになり、リンクがまだアップであるかどうかを確認します。再試行モードでは、

OAMコマンドループバックセルが 1秒間隔で 3秒間送信されます。このコマンドセルへの応答
がルータ R1に受信されないと、リンクは DOWN状態に切り替わります。

ATM OAMトラフィック削減がルータ R1および R2でイネーブルになっている場合は、トラ
フィック削減アルゴリズムによってランダムに、どちらかのルータがOAMコマンドセルを開
始し、もう一方のルータがOAMコマンドセルの受信を待ち受けるすることになります。この
機能が一方のルータ（例：R1）でのみイネーブルになっている場合に、ルータ R1が OAMコ
マンドセルの送信を停止するためには、このルータの頻度が、もう一方のルータ（R2）に設
定されている頻度以上になっている必要があります。ATM OAMトラフィック削減機能は、
oam-pvcコマンドによってイネーブルになります。optimumキーワードがイネーブルになって
いるときに、ルータ R2の間隔頻度に変化が検出された場合は、VCはルータ R1から OAMコ
マンドセルを開始します。すぐに再試行モードになるわけではありません。応答が得られな

かった場合、VCは再試行モードになり、OAM再試行処理が行われます。

（注）

ATM OAM トラフィック削減の設定方法

ATM インターフェイスの ATM OAM トラフィック削減の設定
ATMインターフェイスに ATM OAMトラフィック削減を設定するには、次のコマンドを使用し
ます。

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. interfaceatminterface-number.subinterface-number
4. pvcvpi/vci
5. oam-pvc [frequency |manage [frequency [auto-detect [optimum] | keep-vc-up [seg aisrdi failure] |

loop-detection]]]
6. exit
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

ATMインターフェイスタイプを設定して、インター
フェイスコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

interfaceatminterface-number.subinterface-number

例：

Router(config)# interface atm 1/1/1.100

ステップ 3   

名前を ATM PVCに割り当て、ATM VCコンフィギュ
レーションモードを開始します。

pvcvpi/vci

例：

Router(config-if)# pvc 0/100

ステップ 4   

ATM PVCまたは VCクラスに対して、ATM OAMトラ
フィック削減機能を含め、エンドツーエンド F5 OAM

oam-pvc [frequency |manage [frequency
[auto-detect [optimum] | keep-vc-up [seg aisrdi
failure] | loop-detection]]]

ステップ 5   

ループバックセルの生成および OAM管理をイネーブ
ルにします

例：

Router(config-if-atm-vc)# oam-pvc manage
auto-detect optimum

• auto-detect：ピア OAMコマンドセルの自動検出
を開始します。

• optimum：最適モードを設定し、トラフィックモ
ニタリングのタイマーが期限切れになった場合に、

PVCが、すぐに再試行モードになるのではなく、
ローカルに設定された頻度で OAMコマンドセル
を送信するようにします。応答がない場合に、PVC
は再試行モードになります。

コンフィギュレーションモードを終了します。exit

例：

Router(config-if-atm-vc)# exit

ステップ 6   

•各コマンドモードで exitコマンドを入力して終了
します。
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VC クラスの ATM OAM トラフィック削減の設定
VCクラスに ATM OAMトラフィック削減を設定するには、次のコマンドを使用します。

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. vc-classatmvc-class-name
4. oam-pvc [frequency |manage [frequency [auto-detect [optimum] | loop-detection]]]
5. exit
6. interfaceatminterface-number.subinterface-number
7. class-intvc-class-name
8. pvcvpi/vci
9. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

VCクラスを ATM VCバンドルメンバーに作成しま
す。

vc-classatmvc-class-name

例：

Router(config)# vc-class atm word

ステップ 3   

ATM PVCまたは VCクラスに対して、ATM OAMト
ラフィック削減機能を含め、エンドツーエンドF5OAM

oam-pvc [frequency |manage [frequency
[auto-detect [optimum] | loop-detection]]]

例：

Router(config-vc-class)# oam-pvc manage
auto-detect optimum

ステップ 4   

ループバックセルの生成およびOAM管理をイネーブ
ルにします

• auto-detect：ピアOAMコマンドセルの自動検出
を開始します。
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目的コマンドまたはアクション

• optimum：最適モードを設定し、トラフィック
モニタリングのタイマーが期限切れになった場合

に、PVCが、すぐに再試行モードになるのでは
なく、ローカルに設定された頻度でOAMコマン
ドセルを送信するようにします。応答がない場

合に、PVCは再試行モードになります。

vc-classモードを終了します。exit

例：

Router(config-vc-class)# exit

ステップ 5   

ATMインターフェイスを設定して、インターフェイ
スコンフィギュレーションモードを開始します。

interfaceatminterface-number.subinterface-number

例：

Router(config)# interface atm 1/1/2.100

ステップ 6   

VCクラスを ATMメインインターフェイスに割り当
てます。

class-intvc-class-name

例：

Router(config-if)# class-int test

ステップ 7   

ATM PVCを作成し、指定されたネットワーク仮想パ
ス識別子（VPI）および仮想チャネル識別子（VCI）
に割り当てます。

pvcvpi/vci

例：

Router(config-if)# pvc 0/100

ステップ 8   

この場合、複数の PVCが作成されます。

コンフィギュレーションモードを終了します。exit

例：

Router(config-if)# exit
Router(config)# exit

ステップ 9   

•各コマンドモードでexitコマンドを入力して終了
します。

ATM OAM トラフィック削減の確認
ATM OAMトラフィック削減機能が動作していることを確認するには、次の手順を実行します。
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手順の概要

1. enable
2. showatmoamauto-detect[atm interface-number .subinterface-number]
3. showatmpvc [interface atm type number[vpi / vci | vci | word] vpi / vci | vci | word]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

（任意）ATM OAMトラフィック削減がイネーブルになって
いる場合に OAMセルの状態を表示します。

showatmoamauto-detect[atm
interface-number .subinterface-number]

例：

Router# show atm oam auto-detect atm
1/1/2.100

ステップ 2   

• show atm oam auto-detectコマンドは、自動検出モード
およびOAMループバックモードになっているVCの数
をレポートします。

（任意）ATM PVCおよびトラフィック削減情報を表示しま
す。

showatmpvc [interface atm type number[vpi
/ vci | vci | word] vpi / vci | vci | word]

例：

Router# show atm pvc

ステップ 3   

show atm pvcコマンドは、OAM自動検出状態、OAMピア頻
度、および OAMコマンドセルを最後に受信した時刻をレ
ポートします。

ATM OAM トラフィック削減の設定例

ATM インターフェイスの ATM OAM トラフィック削減の例
次の例では、ATMインターフェイスのATMOAMトラフィック削減をイネーブルにしています。

interface ATM1/1/1.100 point-to-point
ip address 60.1.2.1 255.255.255.0
no atm enable-ilmi-trap
pvc 11/111
oam-pvc manage auto-detect optimum
encapsulation aal5snap
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VC クラスの ATM OAM トラフィック削減の例
次の例では、VCクラスを使用して ATM OAMトラフィック削減をイネーブルにしています。

vc-class atm oam-tests
oam-pvc manage auto-detect optimum
interface ATM1/1/2.100 point-to-point
ip address 60.1.3.1 255.255.255.0
class-int oam-tests
no atm enable-ilmi-trap
pvc 12/222
encapsulation aal5snap

ATM OAM トラフィック削減の確認の例
ここでは、この作業に使用する各コマンドの出力を示します。

show atm oam auto-detect コマンドの出力例

次に、show atm oam auto-detectコマンドの出力例を示します。

Router# show atm oam auto-detect atm 1/1/2.100

ATM OAM Auto Detect statistics on ATM1/1/2
Auto Detection statistics:
ATM OAM AUTO DETECT INIT : 1
ATM OAM SENDING MONITORING : 0
ATM OAM MONITORING : 0
OAM Loopback statistics:
DownRetry : 0
UpRetry : 0
Verified : 1
Not Verified : 0
Verified and Not Monitoring: 1
Router#

show atm pvc コマンドの出力例

次に、ATM OAMトラフィック削減がイネーブルになっている場合の show atm pvcコマンドの出
力例を示します。

Router# show atm pvc 12/222

ATM1/1/2.100: VCD: 1, VPI: 12, VCI: 222
UBR, PeakRate: 149760 (353208 cps)
AAL5-LLC/SNAP, etype:0x0, Flags: 0x1840, VCmode: 0x0, Encapsize: 12
OAM frequency: 10 second(s), OAM retry frequency: 1 second(s)
OAM up retry count: 3, OAM down retry count: 5
OAM Loopback status: OAM Received
Last cell looped No
Loop detect state 0, Last cell looped 0, OAM Retries 0, Loop Retries 0
OAM VC Status: Verified
OAM Auto Detect state: ATM OAM AUTO DETECT INIT
OAM PEER frequency: 0 second(s)
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ATM OAM トラフィック削減に関するその他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS Asynchronous TransferMode Command
Reference』

ATMコマンド

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Ciscoソフトウェ
アリリース、およびフィーチャセットのMIB
を検索してダウンロードする場合は、次のURL
にある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

なし

RFC

タイトルRFC

--なし

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントのWeb
サイトではリソースをオンラインで提供してお

り、マニュアル、ソフトウェア、およびツール

をダウンロードできます。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。
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ATM OAM トラフィック削減の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 5：ATM OAM トラフィック削減の機能情報

機能情報リリース機能名

ATMOAMトラフィック削減機
能とは、障害検出のために

ATMの双方向仮想回線（VC）
上でループバックセルが使用

される際のオーバーヘッドを軽

減するためのメカニズムです。

Cisco IOSリリース XE 3.14Sで
は、ATMOAMトラフィック削
減機能のサポートが 4451-X
サービス統合型ルータで追加さ

れました。

次のコマンドが導入または変更

されました。
oam-pvcshowatmoamauto-detectshowatmpvc

Cisco IOS XEリリース 2.3S

Cisco IOS XEリリース 3.14S

ATMOAMトラフィックの削減
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第 7 章

ローカル Template-Based ATM PVC プロビ
ジョニング

ローカル Template-Based ATMプロビジョニング機能では、ATM相手先固定接続（PVC）が、
ローカルコンフィギュレーションから必要に応じて自動的にプロビジョニングされます。ATM
PVC自動プロビジョニングは、PVC、ATMPVC範囲、またはVCクラスに対して設定できます。
ATM PVC自動プロビジョニングで設定された VCクラスがインターフェイスに割り当てられて
いる場合、そのインターフェイス上のすべての PVCが自動的にプロビジョニングされます。こ
のコンフィギュレーションは、無限範囲と呼ばれる場合があります。

• 機能情報の確認, 99 ページ

• ローカル Template-Based ATMプロビジョニングの制約事項, 100 ページ

• ローカル Template-Based ATMプロビジョニングの情報, 100 ページ

• ローカル Template-Based ATMプロビジョニングの設定方法, 100 ページ

• ローカル Template-Based ATMプロビジョニングの設定例, 110 ページ

• その他の参考資料, 111 ページ

• ローカル Template-Based ATM PVCプロビジョニングの機能情報, 112 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリスト

を確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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ローカル Template-Based ATM プロビジョニングの制約事
項

無限範囲として設定されているインターフェイス上に確立できるPVCの数は、プラットフォーム
がサポートできる最大 VC数に制限されます。

ローカル Template-Based ATM プロビジョニングの情報
自動的にプロビジョニングされた ATM PVCは、仮想パス識別子（VPI）/仮想チャネル識別子
（VCI）のペアにアクティビティが発生するまで作成されません。shutdownコマンドとnoshutdown
コマンドを使用して、インターフェイスをディセーブルにした後、再度イネーブルにした場合に

は、PVC範囲または無限範囲の一部である自動的にプロビジョニングされたPVCは、シャットダ
ウンで削除された後、最初の着信パケットによってPVCの作成がトリガーされるまで再確立され
ません。ルータの再ロードの間、自動的にプロビジョニングされた PVCは、接続にアクティビ
ティが発生すると作成されます。

ATMポートアダプタ上に設定できる VCの総数は、ポートアダプタの容量によって制限されま
す。ATMリンクのオーバーサブスクリプションの場合、ポートアダプタが許可するよりも多数
の PVCをプロビジョニングするように PVC範囲と無限範囲が設定されるため、必要に応じて動
的にダウンできるよう、PVCをタイムアウト付きで設定できます。タイムアウトになると、アイ
ドル PVCが削除され、PVC範囲または PVCの無限範囲でシステムリソースを共有できるように
なります。

ATM PVCローカル自動プロビジョニングは、PPP over ATM、ATMルーテッドブリッジエンカ
プセレーション、およびルーテッド RFC 1483などのアプリケーションをサポートします。

ローカル Template-Based ATMプロビジョニング機能により、ATM PVCが、ローカルコンフィ
ギュレーションから必要に応じて自動的にプロビジョニングされ、多数のデジタル加入者線（DSL）
加入者のプロビジョニングを簡単、高速、およびエラーなしで行えるようになります。

ローカル Template-Based ATM プロビジョニングの設定方
法

VC クラス内の ATM PVC ローカル自動プロビジョニングの設定
ATMPVC自動プロビジョニングで設定されたVCクラスを、ATMインターフェイス、ATMPVC、
ATM PVC範囲、および範囲付きの ATM PVCに割り当てることができます。
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ATM PVC自動プロビジョニングで設定された VCクラスを ATMインターフェイスに割り当
てると、インターフェイス上のすべての PVCが自動的にプロビジョニングされます。

（注）

VCクラス内でATMPVCローカル自動プロビジョニングをイネーブルにするには、次のコマンド
を使用します。

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. vc-classatmvc-class-name
4. createon-demand
5. idle-timeoutseconds [minimum-rate]
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

ATM PVC、SVC、または ATMインターフェイス用に VC
クラスを作成し、ATMVCクラスコンフィギュレーション
モードを開始します。

vc-classatmvc-class-name

例：

Router(config)# vc-class atm
auto-pppoe

ステップ 3   

ATM PVC自動プロビジョニングを設定して、PVCまたは
PVCの範囲がオンデマンドで自動的に作成されるようにし
ます。

createon-demand

例：

Router(config-vc-class)# create
on-demand

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）ATM SVC接続または自動プロビジョニングされ
たATMPVC接続の切断用に、アイドルタイムアウトパラ
メータを設定します。

idle-timeoutseconds [minimum-rate]

例：

Router(config-vc-class)#
idle-timeout 300 10

ステップ 5   

（任意）ATM VCクラスコンフィギュレーションモード
を終了し、特権 EXECモードに戻ります。

end

例：

Router(config-vc-class)# end

ステップ 6   

PVC に対する ATM PVC ローカル自動プロビジョニングの設定
PVCに対する ATM PVCローカル自動プロビジョニングで設定された VCクラスを割り当てるこ
とにより、PVCに対して ATM PVCローカル自動プロビジョニングを設定することもできます。

PVCに対する ATM PVCローカル自動プロビジョニングイネーブルにするには、次のコマンドを
使用します。

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. interfaceatm slot/subslot/port[.subinterface]
4. atmautovcretryinterval
5. pvc [name] vpi / vci
6. createon-demand
7. idle-timeoutseconds [minimum-rate]
8. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

ATMインターフェイスを設定します。interfaceatm slot/subslot/port[.subinterface]

例：

Router(config)# interface atm5/0

ステップ 3   

（任意）初期作成試行が失敗した後、ルータが自動プロ

ビジョニングされたPVCの作成試行を繰り返す間隔を設
定します。

atmautovcretryinterval

例：

Router(config-if)# atm autovc retry
60

ステップ 4   

ATM PVCを作成し、ATM仮想回線コンフィギュレー
ションモードを開始します。

pvc [name] vpi / vci

例：

Router(config-if)# pvc 1/300

ステップ 5   

ATM PVC自動プロビジョニングを設定して、PVCまた
はPVCの範囲がオンデマンドで自動的に作成されるよう
にします。

createon-demand

例：

Router(config-if-atm-vc)# create
on-demand

ステップ 6   

（任意）ATM SVC接続または自動プロビジョニングさ
れた ATM PVC接続の切断用に、アイドルタイムアウト
パラメータを設定します。

idle-timeoutseconds [minimum-rate]

例：

Router(config-if-atm-vc)# idle-timeout
300 10

ステップ 7   

（任意）ATM仮想回線コンフィギュレーションモード
を終了し、特権 EXECモードに戻ります。

end

例：

Router(config-if-atm-vc)# end

ステップ 8   
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ATM PVC 範囲に対する ATM PVC ローカル自動プロビジョニングの設定
範囲に対する ATM PVCローカル自動プロビジョニングで設定された VCクラスを割り当てるこ
とにより、範囲に対して ATM PVCローカル自動プロビジョニングを設定することもできます。

ATM PVC範囲に対する ATM PVC自動プロビジョニングをイネーブルにするには、次のコマンド
を使用します。

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. interfaceatm slot/subslot/port[.subinterface]
4. atmautovcretryinterval
5. range [range-name] pvc start-vpi / start-vci end-vpi / end-vci
6. createon-demand
7. idle-timeoutseconds [minimum-rate]
8. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

ATMインターフェイスを設定します。interfaceatm slot/subslot/port[.subinterface]

例：

Router(config)# interface atm5/0

ステップ 3   

（任意）初期作成試行が失敗した後、ルータが自動プロ

ビジョニングされた PVCの作成試行を繰り返す間隔を
設定します。

atmautovcretryinterval

例：

Router(config-if)# atm autovc retry 60

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

ATMPVCの範囲を定義し、ATMPVC範囲コンフィギュ
レーションモードを開始します。

range [range-name] pvc start-vpi / start-vci
end-vpi / end-vci

例：

Router(config-if)# range auto pvc 0/100
1/200

ステップ 5   

ATMPVC自動プロビジョニングを設定して、PVCまた
は PVCの範囲がオンデマンドで自動的に作成されるよ
うにします。

createon-demand

例：

Router(config-if-atm-range)# create
on-demand

ステップ 6   

（任意）ATM SVC接続または自動プロビジョニングさ
れた ATM PVC接続の切断用に、アイドルタイムアウ
トパラメータを設定します。

idle-timeoutseconds [minimum-rate]

例：

Router(config-if-atm-range)#
idle-timeout 300 10

ステップ 7   

（任意）ATMPVC範囲コンフィギュレーションモード
を終了し、特権 EXECモードに戻ります。

end

例：

Router(config-if-atm-range)# end

ステップ 8   

範囲内の PVC に対する ATM PVC ローカル自動プロビジョニングの設定
PVCに対する ATM PVCローカル自動プロビジョニングで設定された VCクラスを割り当てるこ
とにより、範囲内の PVCに対して ATM PVCローカル自動プロビジョニングを設定することもで
きます。

ATM PVC範囲内の PVCに対して ATM PVC自動プロビジョニングをイネーブルにするには、次
のコマンドを使用します。
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手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. interfaceatm slot/subslot/port[.subinterface]
4. atmautovcretryinterval
5. range [range-name] pvc start-vpi / start-vci end-vpi / end-vci
6. pvc-in-range [pvc-name] [vpi /]vci]
7. createon-demand
8. idle-timeoutseconds [minimum-rate]
9. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

ATMインターフェイスを設定します。interfaceatm slot/subslot/port[.subinterface]

例：

Router(config)# interface atm5/0

ステップ 3   

（任意）初期作成試行が失敗した後、ルータが自動プ

ロビジョニングされた PVCの作成試行を繰り返す間隔
を設定します。

atmautovcretryinterval

例：

Router(config-if)# atm autovc retry 60

ステップ 4   

ATMPVCの範囲を定義し、ATMPVC範囲コンフィギュ
レーションモードを開始します。

range [range-name] pvc start-vpi / start-vci
end-vpi / end-vci

例：

Router(config-if)# range auto pvc 0/100
1/200

ステップ 5   
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目的コマンドまたはアクション

PVC範囲内で個々の PVCを定義し、PVC-in-rangeコン
フィギュレーションモードをイネーブルにします。

pvc-in-range [pvc-name] [vpi /]vci]

例：

Router(config-if-atm-range)#
pvc-in-range 0/101

ステップ 6   

ATMPVC自動プロビジョニングを設定して、PVCまた
は PVCの範囲がオンデマンドで自動的に作成されるよ
うにします。

createon-demand

例：

Router(config-if-atm-range-pvc)# create
on-demands

ステップ 7   

（任意）ATMSVC接続または自動プロビジョニングさ
れた ATM PVC接続の切断用に、アイドルタイムアウ
トパラメータを設定します。

idle-timeoutseconds [minimum-rate]

例：

Router(config-if-atm-range-pvc)#
idle-timeout 300 10

ステップ 8   

（任意）PVC-in-rangeコンフィギュレーションモード
を終了し、特権 EXECモードに戻ります。

end

例：

Router(config-if-atm-range-pvc)# end

ステップ 9   

ATM PVC 自動プロビジョニングの確認
ATMPVCローカル自動プロビジョニングが設定され、正しく機能していることを確認するには、
次の手順のタスクを実行します。

手順の概要

1. show running-configコマンドを入力して、コンフィギュレーションが正しいことを確認しま
す。

2. show atm pvcコマンドを入力します。自動プロビジョニングされた PVCの Typeフィールドの
値は、「PVC-A」（「A」は自動の略）になります。

3. vpi/vci引数を指定して show atm pvcコマンドを入力することにより、特定の PVCに対して
ATM PVCローカル自動プロビジョニングが設定されているか確認します。ATM PVCローカ
ル自動プロビジョニングが設定されている場合には、出力に「VCAutoCreationEnabled: local」
というテキストが表示されます。
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手順の詳細

ステップ 1 show running-configコマンドを入力して、コンフィギュレーションが正しいことを確認します。

ステップ 2 show atm pvcコマンドを入力します。自動プロビジョニングされた PVCの Typeフィールドの値は、
「PVC-A」（「A」は自動の略）になります。

例：

Router# show atm pvc
VCD / Peak Avg/Min Burst

Interface Name VPI VCI Type Encaps SC Kbps Kbps Cells Sts
5/0.1 117 0 50 PVC-A SNAP UBR 149760 UP
5/0.1 118 0 51 PVC-A SNAP UBR 149760 UP
5/0.1 119 0 52 PVC-A SNAP UBR 149760 UP

ステップ 3 vpi/vci引数を指定して show atm pvcコマンドを入力することにより、特定の PVCに対してATMPVCロー
カル自動プロビジョニングが設定されているか確認します。ATM PVCローカル自動プロビジョニングが
設定されている場合には、出力に「VC Auto Creation Enabled: local」というテキストが表示されます。

例：

Router# show atm pvc 0/51
ATM5/0.1: VCD: 118, VPI: 0, VCI: 51
UBR, PeakRate: 149760
AAL5-LLC/SNAP, etype:0x0, Flags: 0x20000C20, VCmode: 0x0
OAM frequency: 0 second(s), OAM retry frequency: 1 second(s), OAM retry frequency: 1 second(s)
OAM up retry count: 3, OAM down retry count: 5
OAM Loopback status: OAM Disabled
OAM VC state: Not Managed
ILMI VC state: Not Managed
InARP frequency: 15 minutes(s)
Transmit priority 4
InPkts: 0, OutPkts: 0, InBytes: 0, OutBytes: 0
InPRoc: 0, OutPRoc: 0, Broadcasts: 0
InFast: 0, OutFast: 0, InAS: 0, OutAS: 0
InPktDrops: 0, OutPktDrops: 0
CrcErrors: 0, SarTimeOuts: 0, OverSizedSDUs: 0, LengthViolation: 0, CPIErrors: 0
Out CLP=1 Pkts: 0
OAM cells received: 0
F5 InEndloop: 0, F5 InSegloop: 0, F5 InAIS: 0, F5 InRDI: 0
F4 InEndloop: 0, F4 InSegloop: 0, F4 InAIS: 0, F4 InRDI: 0
OAM cells sent: 0
F5 OutEndloop: 0, F5 OutSegloop: 0, F5 OutRDI: 0
F4 OutEndloop: 0, F4 OutSegloop: 0, F4 OutRDI: 0
OAM cell drops: 0
Status: UP
PPP: Virtual-Access3 from Virtual-Template1
VC Auto Creation Enabled: local

ATM PVC ローカル自動プロビジョニングのモニタおよびメンテナンス
ATMPVC自動プロビジョニングをモニタおよびメンテナンスするには、次のコマンドを 1つ以上
使用します。
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手順の概要

1. enable
2. debugatmautovc {event | error | all}
3. showatmpvc
4. showatmvc

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

自動プロビジョニングされた ATM PVCイベントとエ
ラーに関する情報を表示します。

debugatmautovc {event | error | all}

例：

Router# debug atm autovc all

ステップ 2   

すべてのATMPVCおよびトラフィック情報を表示しま
す。

showatmpvc

例：

Router# show atm pvc

ステップ 3   

すべての ATM PVCと SVCおよびトラフィック情報を
表示します。

showatmvc

例：

Router# show atm vc

ステップ 4   
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ローカル Template-Based ATM プロビジョニングの設定例

ATM インターフェイスに対する ATM PVC ローカル自動プロビジョニ
ングの例

次の例では、ATMインターフェイス 5/0上のすべての PVCに対してローカル自動プロビジョニン
グがイネーブルにされています。

vc-class atm auto-pppoe
vbr-nrt 1000 100
protocol pppoe
create on-demand
idle-timeout 300 10
!
interface atm 5/0
class-int auto-pppoe
atm autovc retry 10

PVC に対する ATM PVC ローカル自動プロビジョニングの例
次に、PVCに対するローカル自動プロビジョニングのコンフィギュレーション例を示します。

interface atm 5/0
pvc 1/300
create on-demand
idle-timeout 300 10

ATM PVC 範囲に対する ATM PVC ローカル自動プロビジョニングの例
次に、「auto」というATMPVC範囲におけるローカル自動プロビジョニングのコンフィギュレー
ション例を示します。

interface atm 5/0
range auto pvc 0/100 1/200
create on-demand

範囲内の PVC に対する ATM PVC ローカル自動プロビジョニングの例
次に、PVC範囲内のPVCに対するローカル自動プロビジョニングのコンフィギュレーション例を
示します。

interface atm 5/0
range auto pvc 0/100 1/200
pvc-in-range 0/101
create on-demand
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その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS Asynchronous TransferMode Command
Reference』

ATMコマンド

『Cisco IOS XE Asynchronous Transfer Mode
Configuration Guide』

ATM PVCの設定

標準

タイトル規格

--なし

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOS XEソフ
トウェアリリース、およびフィーチャセット

のMIBの場所を検索しダウンロードするには、
次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用しま
す。

http://www.cisco.com/go/mibs

なし

RFC

タイトルRFC

『Multiprotocol Encapsulation over ATMAdaptation
Layer』

RFC 1483
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートWebサイトでは、シスコの
製品やテクノロジーに関するトラブルシュー

ティングにお役立ていただけるように、マニュ

アルやツールをはじめとする豊富なオンライン

リソースを提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を

入手するために、CiscoNotificationService（Field
Noticeからアクセス）、Cisco Technical Services
Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアク
セスする際は、Cisco.comのユーザ IDおよびパ
スワードが必要です。

ローカル Template-Based ATM PVC プロビジョニングの機
能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 6：ローカル Template-Based ATM PVC プロビジョニングの機能情報

機能情報リリース機能名

この機能は、CiscoASR1000シ
リーズのアグリゲーションサー

ビスルータで導入されました。

ローカル Template-Based ATM
プロビジョニング機能では、

ATM相手先固定接続（PVC）
が、ローカルコンフィギュレー

ションから必要に応じて自動的

にプロビジョニングされます。

次のコマンドが導入または変更

されました。atmautovcretry、
createon-demand、
debugatmautovc、idle-timeout

Cisco IOS XEリリース 2.5ローカル Template-Based ATM
PVCプロビジョニング
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第 8 章

ATM PVC 範囲

デジタル加入者線（DSL）環境では、多くのアプリケーションで多数の ATM相手先固定接続
（PVC）の設定が必要になります。ATM PVC範囲サブインターフェイスグループ機能では、多
数の PVCを一度に設定するため、それらの PVCを PVC範囲にグループ化できます。

• 機能情報の確認, 115 ページ

• ATM PVC範囲の制約事項, 116 ページ

• ATM PVC範囲の制約事項に関する情報, 116 ページ

• ATM PVC範囲の設定方法, 117 ページ

• ATM PVC範囲の設定例, 119 ページ

• その他の参考資料, 120 ページ

• ATM PVC範囲の機能情報, 120 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリスト

を確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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ATM PVC 範囲の制約事項
ポイントツーポイントサブインターフェイス上でPVC範囲によって作成されたポイントツーポイ
ントサブインターフェイスを、個別に明示的に設定することはできません。範囲内のすべてのポ

イントツーポイントサブインターフェイスは、PVC範囲が設定されたサブインターフェイスと同
じ設定を共有します。

ATM PVC 範囲の制約事項に関する情報
PPP over Ethernetや PPP over ATMなどのマルチポイントサブインターフェイスを使用するアプリ
ケーションの場合、PVC範囲は単一のマルチポイントサブインターフェイス上のものになりま
す。

PVC範囲は、2つのVPI-VCIペアで定義されます。2つの仮想パス識別子（VPI）はVPI範囲を定
義し、2つの仮想チャネル識別子（VCI）は VCI範囲を定義します。PVC範囲内の PVCの数は、
VPI範囲内の VPIの数に VCI範囲内の VCIの数を掛けたものに等しくなります。

PVC範囲を定義すると、PVC範囲コンフィギュレーションモードでもサポートされる既存のイン
ターフェイスATMVCコンフィギュレーションコマンドを使用して、範囲を設定することができ
ます。shutdownPVC範囲コマンドを使用すると、コンフィギュレーションを削除することなく、
範囲を無効にすることができます。

また、ATM PVC範囲機能では pvc-in-rangeコマンドも導入され、マルチポイントサブインター
フェイス上で定義された PVCの範囲内で、PVCを個別に明示的に設定できます。shutdown
PVC-in-rangeコマンドを使用すると、範囲内の PVCを個別に無効にできます。

ポイントツーポイントサブインターフェイス上で PVC範囲によって作成されたポイントツー
ポイントサブインターフェイスを、個別に明示的に設定することはできません。範囲内のす

べてのポイントツーポイントサブインターフェイスは、PVC範囲が設定されたサブインター
フェイスと同じ設定を共有します。

（注）

ATM PVC 範囲の利点

時間の節約

PVC範囲の設定は、各 PVCを個別に設定するよりも短時間で行えます。

NVRAM の節約

多数の PVCを個別に設定するよりも、PVCの範囲のほうがネットワークサービスルータ上で使
用する NVRAMが少なくて済みます。

非同期転送モード設定ガイド

116

ATM PVC 範囲
ATM PVC 範囲の制約事項



起動の高速化

パーサーは、多数のコンフィギュレーションコマンドを構文解析することなく、1つのコンフィ
ギュレーションコマンドを構文解析すれば済むので、起動時間が短縮します。

ATM PVC 範囲の設定方法

ATM PVC 範囲の設定

ポイントツーポイントサブインターフェイスでは、サブインターフェイスの番号は、PVC範
囲を設定したサブインターフェイスから始まり、範囲の中で順に大きい番号になります。

（注）

ATM PVC範囲を設定するには、グローバルコンフィギュレーションモードで次のコマンドを使
用します。

手順の概要

1. Router(config)# interface atm slot/port.subinterface-number {point-to-point |multipoint}
2. Router(config-subif)# range [range-name] pvc start-vpi/start-vci end-vpi/end-vci
3. Router(config-if-atm-range)# exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ATMサブインターフェイスを設定し、サブインターフェイスコ
ンフィギュレーションモードを開始します。

Router(config)# interface atm
slot/port.subinterface-number
{point-to-point |multipoint}

ステップ 1   

PVCの範囲を定義し、PVC範囲コンフィギュレーションモード
をイネーブルにします。

Router(config-subif)# range
[range-name] pvc start-vpi/start-vci
end-vpi/end-vci

ステップ 2   

範囲内の PVCの数は、次の式で計算できます。

• PVC数 = (end-vpi - start-vpi + 1) x (end-vci - start-vci + 1)

•引数start-vpiは、ゼロの場合には省略できます。引数end_vpi
は省略できますが、省略した場合には start-vpiの値が割り
当てられます。引数end-vpiと end-vciは、それぞれ常に
start-vpiおよび start-vci以上となります。

PVC範囲コンフィギュレーションモードを終了します。Router(config-if-atm-range)# exitステップ 3   
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PVC 範囲の非アクティブ化
PVC範囲を非アクティブ化するには、PVC範囲コンフィギュレーションモードで次のコマンドを
使用します。

目的コマンド

PVC範囲を非アクティブ化します。Router(config-if-atm-range)#
shutdown

PVC 範囲内の個々の PVC の設定
マルチポイントサブインターフェイス上で PVC範囲内の個々の PVCを設定するには、グローバ
ルコンフィギュレーションモードで次のコマンドを使用します。

手順の概要

1. Router(config)# interface atm slot/port.subinterface-numbermultipoint
2. Router(config-subif)# range [range-name] pvc start-vpi/start-vci end-vpi/end-vci
3. Router(config-if-atm-range)# pvc-in-range [pvc-name] [vpi/vci]
4. Router(cfg-if-atm-range-pvc)# exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ATMインターフェイスを設定します。Router(config)# interface atm
slot/port.subinterface-numbermultipoint

ステップ 1   

PVCの範囲を定義し、PVC範囲コンフィギュレー
ションモードをイネーブルにします。

Router(config-subif)# range [range-name] pvc
start-vpi/start-vci end-vpi/end-vci

ステップ 2   

PVC範囲内で個々のPVCを定義して、PVC-in-range
コンフィギュレーションモードをイネーブルにし

ます。

Router(config-if-atm-range)# pvc-in-range
[pvc-name] [vpi/vci]

ステップ 3   

PVC-in-rangeコンフィギュレーションモードを終了
します。

Router(cfg-if-atm-range-pvc)# exitステップ 4   
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PVC 範囲内の個々の PVC の非アクティブ化
範囲内の個々のPVCを非アクティブ化するには、PVC-in-rangeコンフィギュレーションモードで
次のコマンドを使用します。

目的コマンド

範囲内の個々のPVCを非アクティブ化します。Router(cfg-if-atm-range-pvc)#
shutdown

ATM PVC 範囲の確認
ATM PVC範囲コンフィギュレーションを確認するには、次の EXECコマンドを使用します。

目的コマンド

ATM PVCおよびトラフィック情報を表示しま
す。

Router# show atm pvc [vpi/vci | name |
interface atm interface-number]

ATM PVC 範囲の設定例

マルチポイントサブインターフェイス上の ATM PVC 範囲の例
次の例では、範囲内に合計 500のPVCを持つ「range-pppoa-1」というPVC範囲が作成されます。
「classA」と呼ばれる VCクラスの割り当てを含めて、その範囲の PVCパラメータが設定されま
す。

Router(config)# interface atm 6/0.110 multipoint
Router(config-subif)# range range-pppoa-1 pvc 100 4/199
Router(config-if-atm-range)# class-range classA
Router(config-if-atm-range)# ubr 1000
Router(config-if-atm-range)# encapsulation aal5snap
Router(config-if-atm-range)# protocol ppp virtual-template 2

PVC 範囲コンフィギュレーション内の個々の PVC の例
次の例では、「range1」という PVC範囲内の「pvc1」が非アクティブ化されます。

Router(config)# interface atm 6/0.110 multipoint
Router(config-subif)# range range1 pvc 100 4/199
Router(config-if-atm-range)# class-range classA
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Router(config-if-atm-range)# pvc-in-range pvc1 3/104
Router(cfg-if-atm-range-pvc)# shutdown

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS非同期転送モード設定ガイド』の
「ATMの設定」の章

ATMの設定

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/en/US/support/index.htmlシスコのサポートWebサイトでは、シスコの
製品やテクノロジーに関するトラブルシュー

ティングにお役立ていただけるように、マニュ

アルやツールをはじめとする豊富なオンライン

リソースを提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を

入手するために、CiscoNotificationService（Field
Noticeからアクセス）、Cisco Technical Services
Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアク
セスする際は、Cisco.comのユーザ IDおよびパ
スワードが必要です。

ATM PVC 範囲の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 7：ATM PVC 範囲および RBE サブインターフェイスグループの機能情報

機能情報リリース機能名

ATM PVC範囲サブインター
フェイスグループ機能では、

多数の PVCを一度に設定する
ため、それらの PVCを PVC範
囲にグループ化できます。

12.1(5)Tでは、この機能はCisco
7200で導入されました。

次のコマンドが導入または変更

されました。class-range、
oam-range、pvc-in-range、
rangepvc、
shutdown(PVC-in-range)、
shutdown(pvc-range)

12.1(5)T

12.2(28)SB

XE 2.5.0

ATM PVC範囲
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第 9 章

ATM SNMP トラップと OAM 拡張機能の設定

ATM SNMPトラップと OAM拡張機能は、PVCの状態が変更された場合、および PVCの保守運
用管理（OAM）ループバックが失敗した場合に、ATM相手先固定接続（PVC）に関する簡易
ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知を送信する機能を提供します。また、この機能は、
ATM PVCトラップ内の仮想パス識別子/仮想チャネル識別子（VPI/VCI）に関する情報を提供し
ます。

ATM OAM AIS-RDIモニタリング機能は、既存の ATM仮想回線 OAM機能を拡張して、アラー
ム表示信号-リモート故障表示（AIS-RDI）のモニタリングを行います。

• 機能情報の確認, 123 ページ

• ATM SNMPトラップと OAM拡張機能の前提条件, 124 ページ

• ATM SNMPトラップと OAM拡張機能の制約事項, 124 ページ

• ATM SNMPトラップと OAM拡張機能に関する情報, 124 ページ

• ATM SNMPトラップと OAM拡張機能の設定方法, 127 ページ

• ATM SNMPトラップと OAM拡張機能のコンフィギュレーション例, 134 ページ

• その他の参考資料, 136 ページ

• ATM SNMPトラップと OAM拡張機能の機能情報, 137 ページ

• 用語集, 138 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリスト

を確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

ATM SNMP トラップと OAM 拡張機能の前提条件
ATM PVCトラップサポートをイネーブルにする前に、ご使用のルータ上で簡易ネットワーク管
理プロトコル（SNMP）サポートおよび IPルーティングプロトコルを設定する必要があります。
SNMPサポートの設定の詳細については、『Cisco IOSXENetworkManagement ConfigurationGuide』
の「Configuring SNMP Support」の章を参照してください。

PVC障害通知を受け取るため、またルータ上の PVCステータステーブルへのアクセスを許可す
るためには、ご使用のネットワーク管理システム（NMS）アプリケーションで
CISCO-IETF-ATM2-PVCTRAP-MIB-EXTN.myと呼ばれる Cisco拡張 ATM PVCトラップMIBをコ
ンパイルしておく必要があります。次の URLにあるシスコのMIBWebサイトでこのMIBを確認
できます。http://www.cisco.com/go/mibs

拡張 ATM PVCトラップを設定する前に、nosnmp-serverenabletrapsatmpvcコマンドを使用して
レガシー ATM PVCトラップをディセーブルにする必要があります。

ATM SNMP トラップと OAM 拡張機能の制約事項
•拡張 ATM PVCトラップは、レガシー ATM PVCトラップと同時に使用できません。拡張
ATM PVCトラップを設定する前に、no snmp-server enable traps atm pvcコマンドを使用し
てレガシー ATM PVCトラップをディセーブルにする必要があります。

• ATM PVC UPトラップは、新しく作成される PVCに対しては生成されません。DOWN状態
から UP状態に移行する PVCに対してのみ生成されます。

ATM SNMP トラップと OAM 拡張機能に関する情報
ATM SNMPトラップと OAM拡張機能では、ATM相手先固定接続（PVC）に関する SNMP通知
と OAM機能に対して、以下の拡張機能が導入されます。

• ATM PVCトラップは、PVCの動作状態が DOWN状態から UP状態に変化するときに生成さ
れます。

• ATM PVCトラップは、OAMループバックが失敗した場合に、PVCが DOWNしないで UP
状態のままになった場合に生成されます。

•現在、ATM PVCトラップは、仮想パス識別子/仮想チャネル識別子（VPI/VCI）情報、期間
内に PVCが実行する状態遷移の数、および最初と最後の PVC状態遷移のタイムスタンプを
含むように拡張されています。
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ATM PVC UP トラップ
ATM SNMPトラップと OAM拡張機能が導入されるまでは、PVCが失敗したとき、または UP動
作状態のままになったときに生成される ATM PVC障害トラップが、ATM PVCに関する唯一の
SNMP通知でした。ATM SNMPトラップと OAM拡張機能では、PVCが DOWN状態から UP状
態に変化したときに生成される ATM PVC UPトラップが導入されます。

ATM PVC OAM 障害トラップ
ATM SNMPトラップと OAM拡張機能では、ATM PVC OAM障害トラップが導入されました。
OAMループバックは、OAMエンドツーエンドループバックコマンド/応答セルを送信すること
により、接続が UPか DOWNかを検出するメカニズムです。OAMループバック障害は、PVCが
接続を失ったことを示しています。ATM PVC OAM障害トラップは、PVCの OAMループバック
が失敗したときに生成され、通知間隔の最後に送信されます。

PVCの OAMループバックが失敗すると、その PVCは atmStatusChangePVclRangeTableまたは
atmCurrentStatusChangePVclTableに入れられ、またATMPVCOAM障害トラップに入れられます。

この機能が導入される前は、OAMループバックが失敗すると、PVCは DOWN状態にされまし
た。ATM PVC OAM障害トラップがイネーブルの場合は、OAMループバックが失敗した場合に
も PVCは UPのままとなり、したがって継続的なデータフローが保証されます。

ATM PVCトラップは、通知間隔の最後に生成されます。同じ通知間隔の最後に、3つのタイ
プの ATM PVCトラップ（ATM PVC障害トラップ、ATM PVC UPトラップ、および ATM PVC
OAM障害トラップ）を生成できます。ただし、各 PVCに対しては、1つのタイプのトラップ
が生成されます。

（注）

拡張 ATM PVC トラップ
ATMSNMPトラップとOAM拡張機能では、拡張ATMPVCトラップが導入されます。拡張トラッ
プには、影響を受ける PVCの VPI/VCI情報、期間内に PVCが実行した UPから DOWNおよび
DOWNから UPへの遷移の数、および最初と最後の PVC状態遷移のタイムスタンプが含まれま
す。

拡張ATM PVCトラップは、レガシーATM PVCトラップと同時に使用できません。拡張ATM
PVCトラップを設定する前に、no snmp-server enable traps atm pvcコマンドを使用してレガ
シー ATM PVCトラップをディセーブルにする必要があります。

（注）
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ATM PVC 高基準値トラップ
ATM SNMPトラップと OAM拡張機能では、高基準値トラップが導入されます。インターフェイ
スと関連するサブインターフェイスで設定されているPVCの数が事前設定された上限のしきい値
を超えたときにトラップが生成されます。インターフェイスと関連するサブインターフェイスで

設定されている PVCの数が上限のしきい値を下回ると、障害がクリアされたことを示す別のト
ラップが生成されます。2つの連続した上限しきい値の発生間隔の期間を設定することもできま
す。

サポートされる MIB オブジェクトとテーブル
ATM PVCトラップは、ATM PVCトラップMIBに定義されています。ATM SNMPトラップと
OAM拡張機能では、次のテーブルとMIBオブジェクトが導入されます。

• atmInterfaceExt2Tableテーブルには ATM PVCのステータスが表示され、また ifIndexによっ
て索引が付けられています。このテーブルには、次のオブジェクトが含まれています。

• atmIntfCurrentlyDownToUpPVcls

• atmIntfOAMFailedPVcls

• atmIntfCurrentlyOAMFailingPVcls

• atmCurrentStatusChangePVclTableテーブルには、動作状態が変化したATMPVCに関する情報
が表示され、また ifIndex、atmVclVpi、および atmVclVciによって索引が付けられています。
このテーブルには、次のオブジェクトが含まれています。

• atmPVclStatusTransition

• atmPVclStatusChangeStart

• atmPVclStatusChangeEnd

• atmStatusChangePVclRangeTableテーブルには、ATM PVC範囲に関する情報が表示され、ま
た ifIndex、atmVclVpi、および rangeIndexによって索引が付けられています。このテーブル
には、次のオブジェクトが含まれています。

• atmPVclLowerRangeValue

• atmPVclHigherRangeValue

• atmPVclRangeStatusChangeStart

• atmPVclRangeStatusChangeEnd

• ATM PVC UPトラップ「atmIntfPvcUpTrap」には、次のオブジェクトが含まれています。

• ifIndex

• atmIntfCurrentlyDownToUpPVcls

非同期転送モード設定ガイド

126

ATM SNMP トラップと OAM 拡張機能の設定
ATM PVC 高基準値トラップ



• ATM PVC OAM障害トラップ「atmIntfPvcOAMFailureTrap」には、次のオブジェクトが含ま
れています。

• ifIndex

• atmIntfOAMFailedPVcls

• atmIntfCurrentlyOAMFailingPVcls

ATM OAM AIS-RDI モニタリング
ATMOAMAlarm Indication Signal--Reverse Defect Indication（AIS-RDI）モニタリング機能は、既存
の ATM VC OAM機能を拡張して、AIS-RDIのモニタリングを行います。この機能をイネーブル
にすると、VC上で OAM AIS-RDIがモニタされます。受信した連続する OAM AIS-RDIセルの数
が設定値よりも大きい場合、VCは DOWN状態になります。設定可能な間隔内に OAM AIS-RDI
セルが受信されない場合、VCは UP状態になります。

ATM SNMP トラップと OAM 拡張機能の設定の利点
ATM SNMPトラップと OAM拡張機能、および ATM OAM AIS-RDIモニタリング機能には次の利
点があります。

• SNMPを使用して、ダウンした PVCの回復を検出できる。

• SNMPを使用して、PVCの OAMループバックにいつ失敗したかを検出できる。

• OAMループバックが失敗したときに PVCを UP状態に保ち、データフローを継続できる。

• ATM PVCトラップ内に VPI/VCI情報を提供し、動作状態が変化した PVCまたは OAMルー
プバックの失敗が発生した PVCを通知する。

• PVCで発生した状態遷移の回数に関する統計情報を提供する。

• VC上で障害条件が検出されたとき、およびOAMVC-AISセルが生成されたときに、PVCの
状態変化を制御する柔軟性が得られる。

•トラップを生成して、インターフェイスおよび関連するサブインターフェイスの下に設定さ
れた PVCが設定しきい値を超えているかどうかを確認する。

ATM SNMP トラップと OAM 拡張機能の設定方法

拡張 ATM PVC トラップサポートの設定
拡張 ATM PVCトラップサポートを設定するには、次の作業を行います。
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手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. snmp-serverenabletrapsatmpvcextension {up| down| oam failure[aisrdi| loopback]}
4. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

拡張ATMPVCトラップの送信をイネーブルにします。キーワー
ドは次のとおりです。

snmp-serverenabletrapsatmpvcextension
{up| down| oam failure[aisrdi| loopback]}

例：

Router(config)# snmp-server enable

ステップ 3   

• up：PVCが DOWN状態から UP状態に変化するときに生
成される ATM PVC UPトラップをイネーブルにします。

• down：PVCが UP状態から DOWN状態に変化するときに
生成される ATM PVC障害トラップをイネーブルにしま
す。

traps atm pvc extension oam failure
loopback

• oamfailure：OAM障害が発生したときに生成される ATM
PVC OAM障害トラップをイネーブルにします。

• aisrdi：（任意）AIS/RDI OAM障害が発生したときに生成
されるAIS/RDIOAM障害トラップをイネーブルにします。

• loopback：（任意）OAMループバック障害が発生したと
きに生成されるOAM障害ループバックトラップをイネー
ブルにします。

グローバルコンフィギュレーションモードを終了し、特権

EXECモードに戻ります。
end

例：

Router(config)# end

ステップ 4   
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ATM PVC 高基準値トラップサポートの設定
リモートモニタリング（RMON）を使用した ATM PVC高基準値トラップサポートを設定するに
は、次の作業を実行します。

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. interfaceatmslot/subslot/port.subinterface-numberpoint-to-point
4. noatmenable-ilmi-trap
5. exit
6. rmoneventnumberlogtrapcommunityownerowner-name
7. rmonalarmnumbervariableintervalabsoluterising-thresholdvalue [event-number] falling-threshold

value [event-number] owner owner-name interface atm slot / subslot / port.subinterface-number trap
8. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステッ

プ 1   •パスワードを入力します（要求された場
合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステッ

プ 2   

ATMインターフェイスを設定します。コマン
ド構文は次のとおりです。

interfaceatmslot/subslot/port.subinterface-numberpoint-to-point

例：

Router(config)# interface atm 1/0/0.2 point-to-point

ステッ

プ 3   

• slot/subslot/port：（物理）ATMインター
フェイスを指定します（たとえば、

0/2/0）を指定します。

• .subinterface-number：サブインターフェ
イス番号を指定します。ドット（.）を使
用して、インターフェイス番号とサブイ

ンターフェイス番号を区切る必要があり

ます（たとえば、0/2/0.1）。
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目的コマンドまたはアクション

• point-to-point：サブインターフェイスの
作成対象となるインターフェイスタイプ

として、ポイントツーポイントを指定し

ます。

ATMインターフェイスまたはサブインター
フェイスがイネーブルまたはシャットダウン

noatmenable-ilmi-trap

例：

Router(config-if)# no atm enable-ilmi-trap

ステッ

プ 4   
の場合は、統合ローカル管理インターフェイ

ス（ILMI）atmfVccChangeトラップを生成し
ないでください。

インターフェイスコンフィギュレーション

モードを終了し、グローバルコンフィギュ

レーションモードに入ります。

exit

例：

Router(config-if)# exit

ステッ

プ 5   

トラップを生成するための前提条件である

RMONイベントを作成します。
rmoneventnumberlogtrapcommunityownerowner-name

例：

Router(config)# rmon event 3 log trap public owner Test

ステッ

プ 6   

インターフェイスと関連するサブインターフェ

イスで設定されているPVCの数が事前設定さ
rmonalarmnumbervariableintervalabsoluterising-thresholdvalue
[event-number] falling-threshold value [event-number] owner
owner-name interface atm slot / subslot / port.subinterface-number
trap

ステッ

プ 7   
れた上限のしきい値を超えたときにトラップ

を生成します。interfaceキーワードを使用す

例：

Router(config)# rmon alarm 1 ciscoAtmIfPVCs 4 absolute

ると、RMONは特定のインターフェイスに対
する ciscoAtmIfPVCsオブジェクトをモニタで
きるようになります。trapキーワードを使用

rising-threshold 5 1 falling-threshold 4 1 owner conf
interface Atm3/0 trap すると、RMONはインターフェイス名を生成

されたトラップに含めることができるように

なります。

グローバルコンフィギュレーションモードを

終了し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Router(config)# end

ステッ

プ 8   
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OAM 管理のイネーブル化
PVCトラップサポートを設定するときは、PVC上でOAM管理もイネーブルにする必要がありま
す。OAM管理をイネーブルにするには、次のタスクを実行します。

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. interfaceatmslot/subslot/port [.subinterface-number{multipoint | point-to-point}]
4. pvc[name] vpi / vci
5. oam-pvc manage
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

ATMインターフェイスを指定します。コマンド構文は次のとお
りです。

interfaceatmslot/subslot/port
[.subinterface-number{multipoint |
point-to-point}]

ステップ 3   

• slot/subslot/port：（物理）ATMインターフェイスを指定し
ます（たとえば、0/2/0）を指定します。例：

Router(config)# interface atm
0/2/0

• .subinterface-number：サブインターフェイス番号を指定しま
す。ドット（.）を使用して、インターフェイス番号とサブ
インターフェイス番号を区切る必要があります（たとえば、

0/2/0.1）。

• multipoint：サブインターフェイスの作成対象となるイン
ターフェイスタイプとして、マルチポイントを指定します。

• point-to-point：サブインターフェイスの作成対象となるイ
ンターフェイスタイプとして、ポイントツーポイントを指

定します。
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目的コマンドまたはアクション

PVCをイネーブルにし、ATM VCコンフィギュレーションモー
ドを開始します。

pvc[name] vpi / vci

例：

Router(config-if)# pvc oam 0/5

ステップ 4   

ATM PVCのエンドツーエンド OAM管理をイネーブルにしま
す。

oam-pvc manage

例：

Router(config-if-atm-vc)# oam-pvc
manage

ステップ 5   

ATM VCコンフィギュレーションモードを終了し、特権 EXEC
モードに戻ります。

end

例：

Router(config-if-atm-vc)# end

ステップ 6   

OAM AIS-RDI モニタリングのイネーブル化
VC上で OAM AIS-RDIモニタリングをイネーブルにするには、次のタスクを実行します。

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. interfaceatmslot/subslot/port [.subinterface-number {multipoint | point-to-point}]
4. pvc [name] vpi / vci
5. oamais-rdi [down-count [up-count]]
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

ATMインターフェイスを指定し、インターフェイスコン
フィギュレーションモードを開始します。

interfaceatmslot/subslot/port
[.subinterface-number {multipoint |
point-to-point}]

ステップ 3   

例：

Router(config)# interface atm 2/0/0

PVCをイネーブルにし、ATM VCコンフィギュレーショ
ンモードを開始します。

pvc [name] vpi / vci

例：

Router(config-if)# pvc 0/400

ステップ 4   

PVC上で指定された数の OAM AIS/RDIセルを受信した
後、ATM PVCが DOWN状態になるように設定するか、

oamais-rdi [down-count [up-count]]

例：

Router(config-if-atm-vc)# oam ais-rdi
1 3

ステップ 5   

または指定された間隔でOAMAIS/RDIセルを受信した場
合には UP状態になるように設定します。

ATM VCコンフィギュレーションモードを終了し、特権
EXECモードに戻ります。

end

例：

Router(config-if-atm-vc)# end

ステップ 6   

ATM PVC トラップの確認
ATM PVCトラップのコンフィギュレーションを確認するには、show running-configコマンドを
使用します。

手順の概要

1. showatmvc

手順の詳細

showatmvc
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次に、show atm vcコマンドからの出力例を示します。

例：

Router# show atm vc
Codes: DN - DOWN, IN - INACTIVE

VCD / Peak Av/Min Burst
Interface Name VPI VCI Type Encaps SC Kbps Kbps Cells St
0/2/0 oam 0 5 PVC SNAP UBR 0 IN
0/2/0 7 0 10 PVC SNAP UBR 0 IN
0/2/0 2 0 40 PVC SNAP UBR 0 IN
0/2/0 1 0 100 PVC SNAP UBR 0 IN
0/2/0 name 1 1 PVC SNAP UBR 0 IN
0/2/0 4 2 200 PVC SNAP UBR 0 IN
0/2/0 vpi/vci 3 100 PVC SNAP UBR 0 IN
0/2/0 8 4 100 PVC SNAP UBR 0 IN

ATM SNMP トラップと OAM 拡張機能のコンフィギュレー
ション例

拡張 ATM PVC トラップサポートの設定例
次の例は、ルータ上でイネーブルになっている 3つの拡張 ATM PVCトラップを示しています。
PVC 0/1が UP状態または DOWN状態でなくなった場合、または OAMループバック障害が発生
した場合には、ホスト 172.16.61.90が SNMP通知を受け取ります。

! Configure SNMP support and an IP routing protocol on your router:
Router(config)# snmp-server community public ro
Router(config)# snmp-server host 172.16.61.90 public
Router(config)# ip routing
Router(config)# router igrp 109
Router(config-router)# network 172.16.0.0
!
! Enable extended ATM PVC trap support and OAM management:
Router(config)# snmp-server enable traps atm pvc extension down
Router(config)# snmp-server enable traps atm pvc extension up
Router(config)# snmp-server enable traps atm pvc extension oam failure loopback
Router(config)# interface atm 0/1/0.1
Router(config-if)# pvc 0/1
Router(config-if-atm-vc)# oam-pvc manage

拡張 ATM PVC トラップ出力の例
ここでは、拡張 ATM PVCトラップの出力例を示します。
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拡張 ATM PVC 障害トラップの出力

次の例は、PVC 1/100、1/102、および 1/103に対する拡張 ATM PVC障害トラップの出力を示して
います。同じインターフェイスまたはサブインターフェイスに関連付けられたすべてのPVCに対
して、トラップが 1つだけ生成されることに注意してください（各 PVCに対して個別のトラップ
が生成されるレガシーATMPVC障害トラップとは対象的です）。VPI/VCI情報とタイミングは、
トラップに関連付けられたオブジェクト内に配置されています。

00:23:56:SNMP:Queuing packet to 1.1.1.1
00:23:56:SNMP:V2 Trap, reqid 2, errstat 0, erridx 0
sysUpTime.0 = 143636
snmpTrapOID.0 = atmIntfPvcFailuresTrap
ifEntry.1.19 = 19
atmIntfPvcFailures.2 = 7
atmIntfCurrentlyFailingPVcls.2 = 3
atmPVclLowerRangeValue.19.1.2 = 102
atmPVclHigherRangeValue.19.1.2 = 103
atmPVclRangeStatusChangeStart.19.1.2 = 140643
atmPVclRangeStatusChangeEnd.19.1.2 = 140698
atmPVclStatusTransition.19.1.100 = 1
atmPVclStatusChangeStart.19.1.100 = 140636
atmPVclStatusChangeEnd.19.1.100 = 140636
00:23:56:SNMP:Packet sent via UDP to 1.1.1.1

拡張 ATM PVC UP トラップの出力

次の例は、PVC 1/100、1/102、および 1/103に対する拡張 ATM PVC UPトラップの出力を示して
います。

00:31:29:SNMP:Queuing packet to 1.1.1.1
00:31:29:SNMP:V2 Trap, reqid 2, errstat 0, erridx 0
sysUpTime.0 = 188990
snmpTrapOID.0 = atmIntfPvcUpTrap
ifEntry.1.19 = 19
atmIntfCurrentlyDownToUpPVcls.2 = 3
atmPVclLowerRangeValue.19.1.2 = 102
atmPVclHigherRangeValue.19.1.2 = 103
atmPVclRangeStatusChangeStart.19.1.2 = 186005
atmPVclRangeStatusChangeEnd.19.1.2 = 186053
atmPVclStatusTransition.19.1.100 = 1
atmPVclStatusChangeStart.19.1.100 = 185990
atmPVclStatusChangeEnd.19.1.100 = 185990
00:31:30:SNMP:Packet sent via UDP to 1.1.1.1

OAM AIS-RDI モニタリングのイネーブル化の例
次の例は、ATM VCコンフィギュレーションモードで OAM ASI-RDIモニタリングをイネーブル
にする方法を示しています。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# interface atm 2/0/0
Router(config-if)# pvc 0/400
Router(config-if-atm-vc)# oam ais-rdi 25 5
Router(config-if-atm-vc)# end

次の例は、ATM VCクラスコンフィギュレーションモードで OAM ASI-RDIモニタリングをイ
ネーブルにする方法を示しています。

Router> enable
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Router# configure terminal
Router(config)# vc-class atm vctest
Router(config-vc-class)# oam ais-rdi 14 5
Router(config-vc-class)# end

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS Asynchronous TransferMode Command
Reference』

ATMコマンド：コマンド構文の詳細、デフォ
ルト、コマンドモード、コマンド履歴、使用上

の注意事項、および例

『Cisco IOS Network Management Command
Reference』

SNMPコマンド：コマンド構文の詳細、デフォ
ルト、コマンドモード、コマンド履歴、使用上

の注意事項、および例

「ATMの設定」ATM SPAの概要

標準

タイトル規格

--なし

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Ciscoソフトウェ
アリリース、およびフィーチャセットのMIB
を検索してダウンロードする場合は、次のURL
にある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

• CISCO-ATM-IF-MIB

• CISCO-ATM-PVC-MIB

• CISCO-ATM-PVCTRAP-EXTN-MIB

• CISCO-IETF-ATM2-PVCTRAP-MIB-EXTN

非同期転送モード設定ガイド

136

ATM SNMP トラップと OAM 拡張機能の設定
その他の参考資料

http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/go/mibs


シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントのWeb
サイトではリソースをオンラインで提供してお

り、マニュアル、ソフトウェア、およびツール

をダウンロードできます。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

ATM SNMP トラップと OAM 拡張機能の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 8：ATM SNMP トラップと OAM 拡張機能の設定の機能情報

機能情報リリース機能名

この機能は、ATM相手先固定
接続（PVC）に関する簡易ネッ
トワーク管理プロトコル

（SNMP）通知の拡張機能、お
よび保守運用管理（OAM）機
能に対する拡張機能を提供しま

す。

ATM SNMPトラップと OAM
拡張機能では、高基準値トラッ

プが導入されます。インター

フェイスと関連するサブイン

ターフェイスで設定されている

PVCの数が事前設定された上
限のしきい値を超えたときにト

ラップが生成されます。

次のコマンドが導入または変更

されました。oam-pvcmanage、
rmonalarm、
snmp-serverenabletrapsatmpvcextension

Cisco IOSXEリリース 2.3 Cisco
IOS XEリリース 3.2S

ATM SNMPトラップと OAM
拡張機能

ATMOAMAIS-RDIモニタリン
グ機能は、既存の ATM仮想回
線 OAM機能を拡張して、
AIS-RDIのモニタリングを行い
ます。

次のコマンドが導入または変更

されました。oamais-rdi

Cisco IOS XEリリース 2.3ATMOAMAIS-RDIモニタリン
グ

用語集
LFI：link fragmentation and interleaving。大きなパケットをフラグメント化し、小さなパケット間
のフラグメントをキューイングする方法。

MLP：マルチリンク PPP。

QoS：Quality of Service。

VC：仮想回線。
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第 10 章

ATM PVC F5 OAM 回復トラップ

ATMPVCF5OAM回復トラップ機能では、相手先固定接続（PVC）がF5保守運用管理（OAM）
エンドツーエンドループバック障害、およびF5アラーム表示信号/リモート故障表示（AIS-RDI）
障害から回復したときに管理者に通知する簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）トラップ
が導入されます。

• 機能情報の確認, 139 ページ

• ATM PVC F5 OAM回復トラップの前提条件, 140 ページ

• ATM PVC F5 OAM回復トラップの制約事項, 140 ページ

• ATM PVC F5 OAM回復トラップに関する情報, 140 ページ

• ATM PVCに関する F5 OAM回復トラップの設定方法, 141 ページ

• ATM PVC F5 OAM回復トラップの設定例, 144 ページ

• その他の参考資料, 146 ページ

• ATM PVC F5 OAM回復トラップの機能情報, 147 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリスト

を確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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ATM PVC F5 OAM 回復トラップの前提条件
拡張 ATM PVC UPおよび DOWNトラップ、および OAM F5 AIS/RDIと OAM F5ループバック障
害および回復に関する ATM PVCトラップは、レガシー ATM PVCトラップと同時に使用できま
せん。拡張 ATM PVC UPおよび DOWNトラップ、および OAM F5 CC、OAM F5 AIS/RDI、OAM
F5ループバック障害および回復に関する ATM PVCトラップの設定を行う前に、no snmp-server
enable traps atm pvcコマンドを使用してレガシー ATM PVCトラップをディセーブルにする必要
があります。

いずれかの ATM PVCトラップを使用する前に、PVC上で OAM管理をイネーブルにする必要が
あります。

ATM PVC F5 OAM 回復トラップの制約事項
F5 OAM回復トラップは、ATM PVCに対してのみサポートされます。

ATM PVC F5 OAM 回復トラップに関する情報

ATM PVC に関する F5 OAM 回復トラップ
F5 OAMセルは、ATM層で接続の障害と回復を検出するために使用されます。この機能が導入さ
れるまで、Cisco IOSソフトウェアは、F5エンドツーエンドループバック、および PVC上での F5
AIS/RDI接続障害に関するSNMPトラップ（SNMP通知とも呼ばれる）をサポートしていました。
ATM PVC F5 OAM回復トラップ機能では、次のタイプの障害の後で PVCの接続が回復したとき
に、ネットワーク管理システム（NMS）に通知する SNMPトラップが導入されます。

• F5 OAMエンドツーエンドループバック障害

• F5 OAMセグメント AIS/RDI障害

• F5 OAMエンドツーエンド AIS/RDI障害

このトラップの情報には、回復されたPVCの数、および通知間隔中に最初と最後の回復がいつ発
生したかを示すタイムスタンプが含まれます。

F5 OAM障害および回復トラップで発生するトラフィック量を制限するため、各トラップ間隔内
では、各タイプのトラップは 1つだけ生成することができます。各トラップは、複数の PVCに関
する報告を行うことができ、また同じ障害または回復を持つ連続するPVCは範囲として報告され
ます。

MIBテーブルは、トラップの他に、PVCに対する障害と回復に関する情報を提供するために維持
されています。
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サポートされる通知とテーブルを含めて、拡張 ATM PVCトラップMIBの詳細な説明について
は、Cisco.comから次のURLで提供されるCISCO-ATM-PVCTRAP-EXTN-MIB.myというMIBファ
イルを参照してください。

http://www.cisco.com/public/sw-center/netmgmt/cmtk/mibs.shtml

ATM PVC に関する F5 OAM 回復トラップの利点
この機能が導入される前は、PVC上で F5 OAM障害が検出された場合、NMSに障害通知が送信
され、PVCの動作状態が UP状態のままになりました。F5 OAM障害後に PVCに対する接続が回
復したときに、NMSに通知するメカニズムが存在しませんでした。F5 OAM回復トラップ機能で
は、PVCがF5OAM障害から回復したときに非同期にNMSに通知するトラップが導入されます。

ATM PVC に関する F5 OAM 回復トラップの設定方法

ATM OAM サポートの設定
ATM PVC上で ATM OAMサポートを設定するには、次のタスクを実行します。

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. interfaceatmnumber
4. ipaddressip-addressmask
5. pvc [name] vpi / vci
6. oam-pvcmanage [keep-vc-up [end aisrdi failure | seg aisrdi failure]]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーション用のインターフェイスを指定

し、インターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

interfaceatmnumber

例：

Router(config)# interface atm 0

ステップ 3   

インターフェイスに対するプライマリ IPアドレスま
たはセカンダリ IPアドレスを設定します。

ipaddressip-addressmask

例：

Router(config-if)# ip address 10.0.0.3
255.255.255.0

ステップ 4   

ATMPVCを作成し、ATM仮想回線コンフィギュレー
ションモードを開始します。

pvc [name] vpi / vci

例：

Router(config-if)# pvc 0/40

ステップ 5   

ATM OAM管理を設定します。oam-pvcmanage [keep-vc-up [end aisrdi
failure | seg aisrdi failure]]

ステップ 6   

例：

Router(config-if-atm-vc)# oam-pvc manage

OAM F5 障害および回復トラップのイネーブル化
ATMOAM F5 CC管理をサポートするMIBおよび SNMP通知をイネーブルにするには、次のタス
クを実行します。

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. snmp-serverenabletrapsatmpvcextension {up | down | oam failure [aisrdi | loopback }
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

ATM OAM F5 AIS/RDI障害および回復トラップ、お
よび ATM OAM F5エンドツーエンドループバック障
害および回復トラップをイネーブルにします。

snmp-serverenabletrapsatmpvcextension {up |
down | oam failure [aisrdi | loopback }

例：

Router(config)# snmp-server enable traps
atm pvc extension oam failure aisrdi

ステップ 3   

トラブルシューティングのヒント

PPPセッション確立のトラブルシューティングを行うには、次のコマンドを使用します。

• debugpppauthentication

• debugpppnegotiation

RADIUSまたは TACACSサーバによって認証されている PPPセッションの確立をトラブルシュー
ティングするには、次のコマンドを使用します。

• debugaaaauthentication

• debugaaaauthorization

debugコマンドは、CPUを大量に消費し、ネットワークに深刻な影響を与える可能性があるの
で、慎重に使用してください。

注意
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ATM PVC F5 OAM 回復トラップの設定例

OAM PVC 管理のイネーブル化の例
次に、ATM PVC OAM管理をイネーブルにする例を示します。

Router(config)# interface ATM0/3/0.100 point-to-point

Router(config-subif)# pvc pvc100 0/100

Router(config-if-atm-vc)# oam-pvc manage
Router(config-if-atm-vc)# end

通知パケットをNMSに送信する場合は、ルータ上で Enhanced Interior Gateway Routing Protocol
（EIGRP）を設定する必要があります。

（注）

ATM PVC 拡張 UP および DOWN 通知の例

ATM PVC 拡張 UP および DOWN 通知のイネーブル化：例

次に、ATM PVC拡張 UPおよび DOWN通知をイネーブルにする方法の例を示します。

snmp-server community public RW
snmp-server host 172.16.61.90 public
snmp-server enable traps atm pvc extension up
snmp-server enable traps atm pvc extension down
snmp-server host 10.0.0.115 vrf Mgmt-intf version 2c public udp-port 2030

ATM PVC DOWN 通知：例

次の出力例は、DOWN状態の ATM PVCを示しています。

Router# show atm vc
Codes: DN - DOWN, IN - INACTIVE

VCD / Peak Av/Min Burst
Interface Name VPI VCI Type Encaps SC Kbps Kbps Cells St
0/3/0.100 pvc100 0 100 PVC SNAP UBR 149760 DN

次の例は、ATM PVC拡張 DOWN通知に対応する出力を示しています。

Received SNMPv2c Trap:
Community: public
From: 10.0.0.54
sysUpTimeInstance = 1918435
snmpTrapOID.0 = catmIntfPvcDownTrap
ifIndex.52 = 52
atmIntfPvcFailures.15 = 4
atmIntfCurrentlyFailingPVcls.15 = 1
ifDescr.52 = ATM0/3/0.100
catmPVclCurFailTime.52.0.100 = 1915435
catmPVclPrevRecoverTime.52.0.100 = 259552
catmPVclFailureReason.52.0.100 = catmLoopbackOAMFailure(1)
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ATM PVC UP 通知：例

次の出力例は、UP状態の ATM PVCを示しています。

Router# show atm vc
Codes: DN - DOWN, IN - INACTIVE

VCD / Peak Av/Min Burst
Interface Name VPI VCI Type Encaps SC Kbps Kbps Cells St
0/3/0.100 pvc100 0 100 PVC SNAP UBR 149760 UP

次の例は、ATM PVC拡張 UP通知に対応する出力を示しています。

Received SNMPv2c Trap:
Community: public
From: 9.0.0.54
sysUpTimeInstance = 1933376
snmpTrapOID.0 = catmIntfPvcUp2Trap
ifIndex.52 = 52
catmIntfCurrentlyDownToUpPVcls.15 = 1
ifDescr.52 = ATM0/3/0.100
catmPVclCurRecoverTime.52.0.100 = 1930676
catmPVclPrevFailTime.52.0.100 = 1915435
catmPVclRecoveryReason.52.0.100 = catmLoopbackOAMRecover(1)

ATM OAM 障害ループバック通知の例

ATM OAM 障害ループバック通知のイネーブル化：例

The following example shows how to enable ATM PVC OAM failure loopback notifications and
extended up and down notifications:
snmp-server community public RW
snmp-server enable traps atm pvc extension up
snmp-server enable traps atm pvc extension down
snmp-server enable traps atm pvc extension oam failure loopback
snmp-server host 10.0.0.115 vrf Mgmt-intf version 2c public udp-port 2030

snmp-server enable traps atm pvc extension oam failureコマンドを設定する場合、OAM障害ト
ラップの生成時に、UPトラップまたはDOWNトラップが生成されない場合があります。さら
に、PVCは UP状態のままになります。

（注）

OAM 障害ループバック通知：例

次の出力例は、失敗した ATM PVCを示しています。この出力は、PVCが引き続き UP状態であ
ることを示していることに注意してください。

Router# show atm vc
Codes: DN - DOWN, IN - INACTIVE

VCD / Peak Av/Min Burst
Interface Name VPI VCI Type Encaps SC Kbps Kbps Cells St
0/3/0.100 pvc100 0 100 PVC SNAP UBR 149760 UP

次の例は、OAMループバック障害通知に対応する出力を示しています。

Received SNMPv2c Trap:
Community: public
From: 9.0.0.54
sysUpTimeInstance = 1964155
snmpTrapOID.0 = catmIntfPvcOAMFailureTrap
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ifIndex.52 = 52
catmIntfOAMFailedPVcls.15 = 65
catmIntfCurrentOAMFailingPVcls.15 = 1
ifDescr.52 = ATM0/3/0.100
catmPVclStatusTransition.52.0.100 = 1
catmPVclStatusChangeStart.52.0.100 = 1961155
catmPVclStatusChangeEnd.52.0.100 = 1961155

OAM ループバック回復通知：例

次の出力例は、UP状態の ATM PVCを示しています。

Router# show atm vc
Codes: DN - DOWN, IN - INACTIVE

VCD / Peak Av/Min Burst
Interface Name VPI VCI Type Encaps SC Kbps Kbps Cells St
0/3/0.100 pvc100 0 100 PVC SNAP UBR 149760 UP

次の例は、OAMループバックリカバリ通知に対応する出力を示しています。

Received SNMPv2c Trap:
Community: public
From: 9.0.0.54
sysUpTimeInstance = 1986456
snmpTrapOID.0 = catmIntfPvcOAMRecoverTrap
ifIndex.52 = 52
catmIntfOAMRcovedPVcls.15 = 10
catmIntfCurrentOAMRcovingPVcls.15 = 1
ifDescr.52 = ATM0/3/0.100
catmPVclStatusUpTransition.52.0.100 = 1
catmPVclStatusUpStart.52.0.100 = 1983456
catmPVclStatusUpEnd.52.0.100 = 1983456

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Asynchronous TransferMode Command
Reference』

OAMおよび ATM PVCのトラップサポートコ
マンド

標準

タイトル標準

--この機能がサポートする新しい規格または変更

された規格はありません。

非同期転送モード設定ガイド

146

ATM PVC F5 OAM 回復トラップ
その他の参考資料



MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOS XEソフ
トウェアリリース、およびフィーチャセット

のMIBの場所を検索しダウンロードするには、
次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用しま
す。

http://www.cisco.com/go/mibs

• CISCO-ATM-PVCTRAP-EXTN-MIB.my

RFC

タイトルRFC

--この機能によってサポートされる新しい RFC
や変更された RFCはありません。

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/en/US/support/index.htmlシスコのサポートWebサイトでは、シスコの
製品やテクノロジーに関するトラブルシュー

ティングにお役立ていただけるように、マニュ

アルやツールをはじめとする豊富なオンライン

リソースを提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を

入手するために、CiscoNotificationService（Field
Noticeからアクセス）、Cisco Technical Services
Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアク
セスする際は、Cisco.comのユーザ IDおよびパ
スワードが必要です。

ATM PVC F5 OAM 回復トラップの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを
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示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 9：ATM PVC F5 OAM 回復トラップの機能情報

機能情報リリース機能名

ATM PVC F5 OAM回復トラッ
プ機能では、PVCが F5 OAM
エンドツーエンドループバッ

ク障害および F5 OAMAIS/RDI
障害から回復したときに、管理

者に通知する SNMPトラップ
が導入されます。

次のコマンドが導入されまし

た：
snmp-serverenabletrapsatmpvcextension

Cisco IOS XEリリース 2.3ATM PVC F5 OAM回復トラッ
プ
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第 11 章

ATM VP 平均トラフィックレート

ATM VP平均トラフィックレート機能は、仮想パス（VP）カウンタの 5分間のトラフィック
レートを表示可能な、加入者および VPトラフィック報告機能です。

• 機能情報の確認, 149 ページ

• ATM VP平均トラフィックレートに関する情報, 150 ページ

• ATM VP平均トラフィックレートの表示方法, 150 ページ

• ATM VP平均トラフィックレートの設定例, 151 ページ

• その他の参考資料, 151 ページ

• ATM VP平均トラフィックレートの機能情報, 152 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリスト

を確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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ATM VP 平均トラフィックレートに関する情報

ATM VP 平均トラフィックレート
ATMVP平均トラフィックレート機能は、仮想パス（VP）カウンタの 5分間のトラフィックレー
トを表示可能な、加入者およびVPトラフィック報告機能です。この機能は、show atm vpコマン
ドを拡張してレート情報を提供します。ATM VP上の分カウンタは、show atm vpコマンドをサ
ポートします。

ATM VP平均トラフィックレート機能は、VPベースのレートカウンタをサポートし、最近 5分
間の VP上の平均トラフィック負荷を表示可能にします。この機能はデフォルトでイネーブルに
なり、設定は必要ありません。カウンタの期間は、5分間平均に設定されています。

ATM VP 平均トラフィックレートの表示方法

ATM VP 5 分間トラフィックレートの表示
5分間のトラフィックレートを表示するには、特権 EXECモードで次のコマンドを使用します。

目的コマンド

インターフェイス上のすべての仮想パス（VP）
または特定のVPについて、5分間のトラフィッ
クレートを含めて、統計情報を表示します。

•（任意）vpiは、相手先固定パスの ATM
ネットワーク仮想パス識別子（VPI）で
す。有効な範囲は 0～ 255です。VPIは、
ATMセルのヘッダー内の 8ビットフィー
ルドです。

Router# show atm vp [vpi]
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ATM VP 平均トラフィックレートの設定例

ATM VP 5 分間トラフィックレートの例
次に、show atm vpコマンドの出力例を示します。出力には、VP 10の 5分間のトラフィックレー
トが表示されています。

Router# show atm vp 10

ATM1/1/0 VPI: 10, PeakRate: 100000, CesRate: 0, DataVCs: 1, CesVCs: 0, Status: INACTIVE
VCD VCI Type InPkts OutPkts AAL/Encap Status
1 3 PVC 0 0 F4 OAM INACTIVE
2 4 PVC 0 0 F4 OAM INACTIVE
3 100 PVC 78310 78310 AAL5-SNAP ACTIVE
TotalInPkts: 78310, TotalOutPkts: 78310, TotalInFast: 0, TotalOutFast: 0, TotalBroadcasts:

5 Min Average Output Rate: 0 packets/sec, 32 bits/sec
TotalInPktDrops: 0, TotalOutPktDrops: 0
Total subscribed rate of active VC's: 0

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Asynchronous TransferMode Command
Reference』

showatmvpコマンド

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOS XEソフ
トウェアリリース、およびフィーチャセット

のMIBの場所を検索しダウンロードするには、
次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用しま
す。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しいMIB
または変更されたMIBはありません。またこ
の機能による既存MIBのサポートに変更はあ
りません。
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/en/US/support/index.htmlシスコのサポートWebサイトでは、シスコの
製品やテクノロジーに関するトラブルシュー

ティングにお役立ていただけるように、マニュ

アルやツールをはじめとする豊富なオンライン

リソースを提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を

入手するために、CiscoNotificationService（Field
Noticeからアクセス）、Cisco Technical Services
Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアク
セスする際は、Cisco.comのユーザ IDおよびパ
スワードが必要です。

ATM VP 平均トラフィックレートの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 10：ATM VP 平均トラフィックレートの機能情報

機能情報リリース機能名

VPレベルで 5分間のトラ
フィックレートを表示できま

す。

次のコマンドが変更されまし

た。show atm vp

Cisco IOS XEリリース 2.3ATMVP平均トラフィックレー
ト
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第 12 章

VP シェーピングへの ATM 階層型シェーピ
ング ATM VC

トラフィックシェーピングは、トラフィックを指定したレートにシェーピングすることでネッ

トワークトラフィックを管理するために使用される Quality of Service（QoS）メカニズムです。
トラフィックシェーピングによって、ネットワーク管理者は以下を行うことができます。

•使用可能な帯域幅へのアクセスの制御。

•トラフィックのポリシーへの確実な準拠。

•送信トラフィックがそのリモートのターゲットインターフェイスのアクセス速度を超過し
たときに発生する可能性のある輻輳を回避するためのトラフィックのフロー制御。

トラフィックシェーピングは、トラフィックが約束されたエンベロープ内に収まるように、

キューを使用してデータバーストを抑制し、ピークデータレートを制限し、ジッタを取り除き

ます。トラフィックシェーピングでは、パケットをドロップする代わりに過剰なトラフィック

をバッファリングすることによってスループットを制限します。

ATM VP/VC階層型シェーピングによって、2つのレベルのトラフィックシェーピング（VC単
位とVP単位）が提供され、インターフェイス上のトラフィックのフローが制御または変更され
ます。また、このシェーピング機能によって、ある VCからのトラフィックが他の VCに悪影響
を与えることがなくなるため、データ損失が回避されます。トラフィックは最初にVCレベルで
シェーピングされ、次に VPレベルでシェーピングされます。

• 機能情報の確認, 154 ページ

• ATM階層型シェーピングの制約事項, 154 ページ

• ATM階層型シェーピングに関する情報, 154 ページ

• ATM階層型シェーピングの設定方法, 155 ページ

• ATM階層型シェーピングの設定例, 156 ページ

• その他の参考資料, 157 ページ

• ATM階層型シェーピングの機能情報, 158 ページ
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機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリスト

を確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

ATM 階層型シェーピングの制約事項
特定の仮想パス（VP）内のすべての仮想チャネル（VC）は、同じATMサービスカテゴリに属し
ている必要があります。

ATM 階層型シェーピングに関する情報

ATM 階層型シェーピング
あるサービス（またはアプリケーション）が特定の種類のトラフィックの転送にATMネットワー
クを使用する場合は、転送するトラフィックの種類と、そのトラフィックのパフォーマンス要件

を最初にネットワークに伝える必要があります。ATMサービスカテゴリによって、トラフィッ
クの特性およびQoS要件をネットワークの行動に関連付けるための方法が提供されます。階層型
シェーピングでは、特定のVPに属するすべてのVCが同じATMサービスカテゴリである必要が
あります。この階層によって、パケットはまずVCレベルでシェーピングされ、次にVPレベルで
シェーピングされます。インターフェイスレベルでは、優先順位は ATMサービスカテゴリに基
づいています。サービスカテゴリは、VP下に設定されている最初の PVCによって決まります。
プライオリティは、次の順になります。

1 Constant Bit Rate（CBR）

2 Unspecified Bit Rate（UBR）

3 未指定ビットレートプラス（UBR+）

4 可変ビットレート非リアルタイム（VBR-nRT）

5 リアルタイム可変ビットレート（VBR-RT）

サービスカテゴリがVCレベルで指定されていない場合、デフォルトは非シェイプドUBRです。
ATM階層型シェーピング機能は、上記のすべてのATMトラフィックサービスカテゴリでサポー
トされています。
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VBR-nRTトラフィックの場合、設定されている出力平均セルレート（SCR）の値がVCシェーピ
ングで考慮されます。UBRトラフィックの場合、設定されている出力ピークセルレート（PCR）
の値が VCシェーピングで考慮されます。

ATM階層型シェーピング機能は、オーバーサブスクリプションをサポートしています。オーバー
サブスクリプションは、UBRと VBR PVCの設定レートの合計がラインレートを超えると発生し
ます。

ATM 階層型シェーピングの設定方法

ATM 階層型シェーピングの設定
ATM階層型シェーピングを設定するには、次の作業を実行します。

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. interfaceatminterface-number[.subinterface-number {multipoint | point-to-point}]
4. pvcvpi/vci
5. exit
6. ubroutput-pcr
7. exit
8. createon-demand

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

ATMインターフェイスを設定して、サブインター
フェイスコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

interfaceatminterface-number[.subinterface-number
{multipoint | point-to-point}]

例：

Router(config)# interface atm 0/3/2.1
point-to-point

ステップ 3   

ATM PVCを作成するか、またはATM PVCに名前を
割り当て、ATM仮想回線コンフィギュレーション
モードを開始します。

pvcvpi/vci

例：

Router(config-subif)# pvc 2/200

ステップ 4   

ATM仮想回線コンフィギュレーションモードを終
了し、サブインターフェイスコンフィギュレーショ

ンモードに戻ります。

exit

例：

Router(config-if-atm-vc)# exit

ステップ 5   

UBR QoSを設定し、ATM PVC、PVC範囲、相手先
選択接続（SVC）、VCクラス、またはVCバンドル
メンバの出力 PCRを指定します。

ubroutput-pcr

例：

Router(config-if-atm-vc)# ubr

ステップ 6   

ATM仮想回線コンフィギュレーションモードを終
了し、サブインターフェイスコンフィギュレーショ

ンモードに戻ります。

exit

例：

Router(config-if-atm-vc)# exit

ステップ 7   

ATM PVC自動プロビジョニングを設定して、PVC
またはPVCの範囲がオンデマンドで自動的に作成さ
れるようにします。

createon-demand

例：

Router(config-if-atm-vc)# create on-demand

ステップ 8   

ATM 階層型シェーピングの設定例

ATM 階層型シェーピングの設定例
次の例は、ATM階層型シェーピングを設定する方法を示しています。

enable
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configure terminal
interface atm 0/3/2.1 multipoint
atm pvp 2
pvc 2/200
exit
range range1 pvc 2/100 2/102
ubr 4000
exit
atm pvp 3
pvc 3/100
vbr-nrt 1000 1000
create on-demand
end

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS Asynchronous TransferMode Command
Reference』

ATMコマンド

標準

タイトル規格

--この機能でサポートされる新規の標準または変

更された標準はありません。また、既存の標準

のサポートは変更されていません。

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Ciscoソフトウェ
アリリース、およびフィーチャセットのMIB
を検索してダウンロードする場合は、次のURL
にある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しいMIB
または変更されたMIBはありません。またこ
の機能による既存MIBのサポートに変更はあ
りません。
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RFC

タイトルRFC

--この機能によりサポートされた新規 RFCまた
は改訂 RFCはありません。またこの機能によ
る既存 RFCのサポートに変更はありません。

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントのWeb
サイトではリソースをオンラインで提供してお

り、マニュアル、ソフトウェア、およびツール

をダウンロードできます。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

ATM 階層型シェーピングの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 11：ATM 階層型シェーピングの機能情報

機能情報リリース機能名

ATM VP/VC階層型シェーピン
グによって、2つのレベルのト
ラフィックシェーピング（VC
単位とVP単位）が提供され、
インターフェイス上のトラ

フィックのフローが制御または

変更されます。また、この

シェーピング機能によって、あ

るVCからのトラフィックが他
のVCに悪影響を与えることが
なくなるため、データ損失が回

避されます。トラフィックは最

初にVCレベルでシェーピング
され、次にVPレベルでシェー
ピングされます。

Cisco IOS XEリリース 3.3SVPシェーピングへの ATM階
層型シェーピング --ATM VC
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第 13 章

ATM PVC および MUX SNAP のカプセル化の
自動検知

ATM PVCの PPPoA/PPPoE自動検知機能を使用すると、ルータで着信 PPP over ATM（PPPoA）
セッションと PPP over Ethernet（PPPoE）over ATMセッションを識別して、この両方のタイプの
PPPのニーズに基づく仮想アクセスを作成できます。

ATM PVCでのMUX/SNAPカプセル化および PPPoA/PPPoEの自動検知機能では、マルチプレク
サ（MUX）およびSubNetworkAccess Protocol（SNAP）カプセル化ATM相手先固定接続（PVC）
で自動検知サポートを提供することで、PPPoA/PPPoE自動検知機能が向上します。

• 機能情報の確認, 161 ページ

• 自動検知の制約事項, 162 ページ

• 自動検知に関する情報, 162 ページ

• ATM PVCでの PPPoA PPPoE自動検知の設定方法, 163 ページ

• ATM PVCの自動検知の設定例, 168 ページ

• その他の参考資料, 170 ページ

• ATM PVCおよびMUX SNAPのカプセル化の自動検知に関する機能情報, 171 ページ

• 用語集, 172 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリスト

を確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

自動検知の制約事項
•この機能は、PPPoAセッションを開始するルータでは使用しないでください。

• PPPoAは、仮想テンプレート内のスタティック IP割り当てをサポートしていません。

• PPPoE自動検知は、SNAPカプセル化されたセッションでのみサポートされています。

•この機能は、ATM PVCをサポートしています。相手先選択接続（SVC）はサポートされて
いません。

自動検知に関する情報

PPPoA PPPoE の自動検知
PPPoA/PPPoEの自動検知機能を使用すると、ルータで着信 PPPoAセッションと PPPoE over ATM
セッションを識別して、この両方のタイプのPPPのニーズに基づく仮想アクセスを作成できます。

ATM PVC での MUX SNAP カプセル化の自動検知
ATM PVCでのMUX/SNAPカプセル化の自動検知機能を使用すると、PVCカプセル化タイプを
ルータ別に自動検知できます。ルータは、最初に着信するパケットのカプセル化タイプを調べる

ことで、PVCのカプセル化タイプを決定します。ネットワークアクセスサーバ（NAS）上で
PPPoAまたは PPPoEセッションがまだアップ状態である場合に PVCカプセル化タイプが変更さ
れると、着信パケットはドロップされ、カプセル化タイプは自動検知にリセットされ、すべての

セッションが PVCから削除されます。その後、次の着信パケットが PVCの新しいカプセル化タ
イプを決定します。

MUX SNAP カプセル化に関する PPPoA PPPoE の自動検知の利点
MUXまたは SNAPカプセル化に関する PPPoA/PPPoEの自動検知機能では、オンデマンドのリ
ソース割り当てが提供されます。PPPoAおよびPPPoEの両方に設定された各PVCでは、そのPVC
に PPPoAまたは PPPoEセッションが存在するかどうかに関係なく、設定時に特定のリソース（1
つの仮想アクセスインターフェイスを含む）が割り当てられます。ATMPVCでのMUX/SNAPカ
プセル化およびPPPoA/PPPoEの自動検知機能を使用すると、クライアントがセッションを開始し
たときにのみリソースが PPPoAおよび PPPoEセッションに割り当てられるため、ネットワーク
アクセスサーバ（NAS）のオーバーヘッドが軽減されます。
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また、この機能を使用すると、ATMPVCがプロビジョニングされているときにカプセル化タイプ
を指定する必要がなくなり、カプセル化タイプが変更するたびに ATM PVCを手動でプロビジョ
ニングする必要がなくなるので、設定時間を節約できます。

ATM PVC での PPPoA PPPoE 自動検知の設定方法

PVC での PPPoA PPPoE の自動検知の設定
PVC上で PPPoA/PPPoE自動検知を設定するには、次のタスクを実行します。

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. interfaceatmnumber[.subinterface-number {multipoint | point-to-point}]
4. pvc [name] vpi / vci
5. encapsulationaal5autopppvirtual-templatenumber
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

ATMインターフェイスと任意でサブインターフェイ
スを指定し、サブインターフェイスコンフィギュ

レーションモードを開始します。

interfaceatmnumber[.subinterface-number
{multipoint | point-to-point}]

例：

Router(config)# interface atm 2/2/0.2
multipoint

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

ATMインターフェイスまたはサブインターフェイス
で PVCを設定し、ATMVCコンフィギュレーション
モードを開始します。

pvc [name] vpi / vci

例：

Router(config-subif)# pvc pvc1 45/54

ステップ 4   

PVCで PPPoA/PPPoEの自動検知を設定します。encapsulationaal5autopppvirtual-templatenumber

例：

Router(config-if-atm-vc)# encapsulation
aal5autoppp virtual-template 3

ステップ 5   

•また、この PVCで PPPセッション用に新しい
仮想アクセスインターフェイスを複製するため

に使用する仮想テンプレートインターフェイス

を指定します。

セッションを終了し、特権 EXECモードを開始しま
す。

end

例：

Router(config-if-atm-vc)# end

ステップ 6   

VC クラスでの PPPoA PPPoE の自動検知の設定

PPPoEセッションの仮想アクセスインターフェイスは、Virtual PrivateDialupNetwork（VPDN）
グループで指定された仮想テンプレートインターフェイスから複製されます。

（注）

VCクラスで PPPoA/PPPoE自動検知を設定するには、次のタスクを実行します。

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. vc-classatmvc-class-name
4. encapsulationaal5autopppvirtual-templatenumber
5. exit
6. interfaceatmnumber[.subinterface-number {multipoint | point-to-point}]
7. class-intvc-class-name
8. end
9. showrunning-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

マップクラスを作成して名前を付け、VCクラス
コンフィギュレーションモードを開始します。

vc-classatmvc-class-name

例：

Router(config)# vc-class atm vc1

ステップ 3   

PPPoA/PPPoEの自動検知を設定します。encapsulationaal5autopppvirtual-templatenumber

例：

Router(config-vc-class)# encapsulation
aal5autoppp virtual-template 4

ステップ 4   

•また、この PVCで PPPセッション用に新しい
仮想アクセスインターフェイスを複製するた

めに使用する仮想テンプレートインターフェ

イスを指定します。

グローバルコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

exit

例：

Router(config-vc-class)# exit

ステップ 5   

ATMインターフェイスを指定し、サブインターフェ
イスコンフィギュレーションモードを開始します。

interfaceatmnumber[.subinterface-number
{multipoint | point-to-point}]

例：

Router(config)# interface atm 2/2/0.2
multipoint

ステップ 6   

ATMインターフェイスまたはサブインターフェイ
ス上のすべての VCに VCクラスを適用します。

class-intvc-class-name

例：

Router(config-subif)# class-int vc1

ステップ 7   
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目的コマンドまたはアクション

セッションを終了し、特権EXECモードを開始しま
す。

end

例：

Router(config-subif)# end

ステップ 8   

PPPoA/PPPoEの自動検知設定が正常に行われたか
どうかを確認します。

showrunning-config

例：

Router# show running-config

ステップ 9   

トラブルシューティングのヒント

PPPセッション確立のトラブルシューティングを行うには、次のコマンドを使用します。

• debugpppauthentication

• debugpppnegotiation

RADIUSまたは TACACSサーバによって認証されている PPPセッションの確立をトラブルシュー
ティングするには、次のコマンドを使用します。

• debugaaaauthentication

• debugaaaauthorization

debugコマンドは、CPUを大量に消費し、ネットワークに深刻な影響を与える可能性があるの
で、慎重に使用してください。

注意

ATM PVC に対する PPPoA PPPoE 自動検知のモニタリングと保守
ATM PVCの PPPoA/PPPoE自動検知を監視および保守するには、次の作業を実行します。showコ
マンドはどの順序で実行してもかまいません。
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手順の概要

1. enable
2. showatmpvc [ppp]
3. showcaller
4. showinterfacevirtual-accessinterface-number
5. showuser
6. showvpdn

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

PVCの相手方のクライアントが PPPoAセッションを開始し
た後に、PVCに PPPoAセッションが含まれていることを確
認します。

showatmpvc [ppp]

例：

Router# show atm pvc ppp

ステップ 2   

発信者情報を表示します。showcaller

例：

Router# show caller

ステップ 3   

•このコマンドを使用して、次を実行します。

• NASの個々のユーザと消費リソースを表示します。

•大規模な接続プールに関するアクティブコールの
統計情報を検査します。（debugコマンドでは、大
量の出力が生成されて、CPUに非常に大きな負担
がかかります。）

•各ユーザの絶対時間およびアイドル時間を表示し
ます。これらの両方の設定に関する現在の値が tty
行と非同期インターフェイス上に表示されます。

許容できないほどの長い時間アイドル状態である

ユーザを簡単に特定できます。この情報を使用し

て、異なるユーザに対しタイムアウトポリシーと

複数のサービスグレードを定義できます。
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目的コマンドまたはアクション

仮想アクセスインターフェイス、LinkControl Protocol、プロ
トコル状態、およびインターフェイスの統計情報を表示しま

す。

showinterfacevirtual-accessinterface-number

例：

Router# show interface virtual-access
1

ステップ 4   

•仮想アクセスインターフェイスのステータスで、
Virtual-Access3が UPで、回線プロトコルが UPになっ
ていることを確認します。

ルータのアクティブ回線に関する情報を表示します。showuser

例：

Router# show user

ステップ 5   

すべてのアクティブなVPDNトンネルに関する基本情報を表
示します。

showvpdn

例：

Router# show vpdn

ステップ 6   

ATM PVC の自動検知の設定例

ATM PVC での PPPoA PPPoE の自動検知の例
次の例は、PVC 30/33で PPPoA/PPPoEの自動検知付きの NASを設定する方法を示しています。

! Configure PPP Autosense
!
interface atm 0/0/0.33 multipoint
pvc 30/33
encapsulation aal5autoppp virtual-template 1
protocol pppoe

!
interface virtual-template 1
ip unnumbered fastethernet 0/0/0
ip route-cache cef
!
interface fastethernet 0/0/0
ip address 10.1.1.1 255.255.255.0
!
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VC クラスでの PPPoA PPPoE の自動検知の例
次の例は、MyClassと呼ばれるVCクラスで PPPoA/PPPoEの自動検知付きのNASを設定する方法
を示しています。MyClass VCクラスは、PPPoA/PPPoEの自動検知を ATM 0/0/0.99インターフェ
イス上のすべての PVCに適用します。

! Configure PPP Autosense
!
vc-class atm MyClass
encapsulation aal5autoppp virtual-template 1
!
interface atm 0/0/0.99 multipoint
class-int MyClass
no ip directed-broadcast
pvc 20/40
pvc 30/33
protocol pppoe

!
interface virtual-template 1
ip unnumbered fastethernet 0/0/0
ip route-cache cef

!
interface fastethernet 0/0/0
ip address 10.1.1.1 255.255.255.0
!

複数の VC クラスと仮想テンプレートでの PPPoA PPPoE の自動検知の
例

次の例は、2つの仮想テンプレートを使用して PPPoAと PPPoEセッションを個別に処理する方法
を示しています。

interface atm 0/0/0.3 multipoint
no ip directed-broadcast
class-int pppauto
!
interface atm 0/0/0.9 multipoint
ip address 10.16.40.1 255.255.0.0
no ip directed-broadcast
!
interface virtual-template 1
ip unnumbered atm 0/0/0.9
ip route-cache cef
no ip directed-broadcast
peer default ip address pool pool-1
ppp authentication pap
!
interface virtual-template 2
ip unnumbered atm 0/0/0.9
ip route-cache cef
no ip directed-broadcast
peer default ip address pool pool-2
ppp authentication chap
!
interface fastethernet 0/0/0
ip address 10.1.1.1 255.255.255.0
!
vc-class atm pppauto
encapsulation aal5autoppp virtual-template 2
!
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可能な限り、同じ仮想テンプレートを使用するように PPPoAおよび PPPoEを設定します。個
別の仮想テンプレートを使用すると、仮想アクセスインターフェイスの最大数を2度（PPPoE
に 1度、PPPoAに 1度）プリクローニングする必要があるので、仮想アクセスを効率的に使用
できなくなります。PPPoAと PPPoEが同じ仮想テンプレートを使用している場合、仮想アク
セスインターフェイスの最大数のプリクローニングは 1度で済み、必要に応じて PPPoAおよ
び PPPoEに使用できます。

（注）

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS Asynchronous TransferMode Command
Reference』

ATMコマンド：コマンド構文の詳細、デフォ
ルト、コマンドモード、コマンド履歴、使用上

の注意事項、および例

『Cisco IOS Wide-Area Networking Command
Reference』

WANコマンド：コマンド構文の詳細、デフォ
ルト、コマンドモード、コマンド履歴、使用上

の注意事項、および例

標準

タイトル規格

--なし

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Ciscoソフトウェ
アリリース、およびフィーチャセットのMIB
を検索してダウンロードする場合は、次のURL
にある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

なし
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RFC

タイトルRFC

--なし

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントのWeb
サイトではリソースをオンラインで提供してお

り、マニュアル、ソフトウェア、およびツール

をダウンロードできます。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

ATM PVC および MUX SNAP のカプセル化の自動検知に関
する機能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 12：ATM PVC での MUX/SNAP カプセル化および PPPoA/PPPoE の自動検知に関する機能情報

機能情報リリース機能名

ATMPVCの PPPoA/PPPoE自動
検知機能を使用すると、ルータ

で着信PPPoverATM（PPPoA）
セッションと PPP over Ethernet
（PPPoE）over ATMセッショ
ンを識別して、この両方のタイ

プのPPPのニーズに基づく仮想
アクセスを作成できます。

Cisco IOS XEリリース 3.3SATMPVC用の PPPoA/PPPoE自
動検知

ATM PVCでのMUX/SNAPカ
プセル化および PPPoA/PPPoE
の自動検知機能では、MUXお
よび SNAPカプセル化 ATM相
手先固定接続（PVC）で自動検
知サポートを提供することで、

PPP over ATM（PPPoA）/PPP
over Ethernet（PPPoE）の自動
検知機能が向上します。

コマンド
encapsulationaal5autopppvirtual-template
が導入または変更されました。

Cisco IOS XEリリース 3.3SATM PVCでのMUX/SNAPカ
プセル化および PPPoA/PPPoE
の自動検知

用語集
複製：特定の仮想テンプレートインターフェイスを適用することによる仮想アクセスインター

フェイスの作成および設定。テンプレートは、一般的なユーザ情報とルータ固有の情報のソース

となります。複製の結果は、テンプレートにすべてのコマンドを使用して設定された仮想アクセ

スインターフェイスです。

LCP：Link Control Protocol。PPPで使用するためのデータリンク接続を確立して、設定し、テス
トするプロトコル。

NAS：ネットワークアクセスサーバ。公衆電話交換網（PSTN）などのリモートアクセスネット
ワーク上でユーザにローカルネットワークアクセスを提供するデバイス。

PPP：Point-to-Point Protocol。ポイントツーポイントリンク上でネットワーク層プロトコル情報を
カプセル化するプロトコル。PPPは RFC 1661で規定されています。

PPPoA：PPP over ATM。

PPPoE：PPP over Ethernet。
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プリクローニング：システムの起動時またはコマンドの設定時における仮想テンプレートから指

定された数の仮想アクセスインターフェイスの複製。

PVC：相手先固定接続（または接続）。永続的に確立された仮想回線。PVCは、特定の仮想回線
が常時存在しなければならない状況で、回線の確立とティアダウンに関連する帯域幅を節約しま

す。ATM用語では、相手先固定接続と呼ばれます。

VC：仮想チャネル。2つのネットワークデバイス間の信頼できる通信を保証するために作成され
る論理回線。VCはVPI/VCIによって定義され、パーマネント（PVC）またはスイッチド（SVC）
のいずれかに設定できます。

仮想アクセスインターフェイス：動的に作成され、一時的に存在する、一意な仮想インターフェ

イスのインスタンス。仮想アクセスインターフェイスは、仮想プロファイルや仮想プライベート

ダイヤルアップネットワークなど、さまざまなアプリケーションによって別々に作成し、設定す

ることができます。仮想アクセスインターフェイスは、仮想テンプレートインターフェイスから

複製されます。

仮想テンプレートインターフェイス：特定のユーザに共通の特定の目的または設定に関する汎用

設定情報、およびルータ依存情報を使用して設定される論理インターフェイスです。テンプレー

トでは、必要に応じて仮想アクセスインターフェイスに適用される Cisco IOSインターフェイス
コマンドのリスト形式を使用します。

VPDN：仮想プライベートダイヤルアップネットワーク。ダイヤルインネットワークをホーム
ネットワークからリモートに存在させ、あたかも直接接続されているかのように見せるシステム。
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第 14 章

一意でない VPI による PWE への N:1 PVC マッ
ピング

一意でない仮想パス識別子（VPI）による擬似回線エミュレーション（PWE）へのN:1 PVCマッ
ピング機能では、1つ以上のATM相手先固定接続（PVC）が単一の疑似回線（PW）にマッピン
グされます。AAL0カプセル化には、N:1と 1:1マッピングの 2つのモードがあります。N:1マッ
ピングでは、複数の無関係な仮想パス識別子/仮想チャネル識別子（VPI/VCI）が単一のマルチプ
ロトコルラベルスイッチング（MPLS）PWを介して伝送されます。これは、MPLSネットワー
クから使用されるリソースが少ないため、効率的なマッピング方法です。1:1マッピングでは、
単一の VPI/VCIが単一のMPLS PWを介して伝送されます。この機能のメリットを次に示しま
す。

•集約 Quality of Service（QoS）を関連する PVCに適用できます。

•帯域幅は、使用される擬似回線の数の削減にともなって節約されます。

• 機能情報の確認, 175 ページ

• 一意でない VPIによる PWEへの N:1 PVCマッピングの制約事項, 176 ページ

• 一意でない VPIによる PWEへの N:1 PVCマッピングに関する情報, 176 ページ

• 一意でない VPIによる PWEへの N:1 PVCマッピングの設定方法, 177 ページ

• 一意でない VPIによる PWEへの N:1 PVCマッピングの設定例, 183 ページ

• その他の参考資料, 184 ページ

• 一意でない VPIによる PWEへの N:1 PVCマッピングの機能情報, 185 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ
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ジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリスト

を確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

一意でない VPI による PWE への N:1 PVC マッピングの制
約事項

• N:1相手先固定接続（PVC）のマッピング設定は、マルチポイントサブインターフェイスで
のみサポートされています。メインインターフェイスまたはポイントツーポイントサブイ

ンターフェイスではサポートされていません。

• N:1 PVCマッピングモードは、アクセス回線冗長サブインターフェイスではサポートされて
いません。

•事前設定された PVCは、N:1 PVCマッピングを設定するマルチポイントサブインターフェ
イスには存在できません。

•疑似回線にバインドされている接続回線は、すべてのレイヤ2仮想回線（VC）が削除される
まで削除することはできません。

•レイヤ 3 PVCは、N:1サブインターフェイスでは設定できません。

• PVC、メインインターフェイス、またはサブインターフェイスに接続された VCクラスに設
定されたセルパッキング値は、N:1 PVCによって継承されません。

•運用管理および保守（OAM）の機能は、N:1レイヤ 2 PVCでサポートされていません。カス
タマーエッジ（CE）ネットワークから着信する OAMセルは、通常のデータトラフィック
として扱われ、疑似回線を通過します。

• ATMアダプテーション層のタイプ 0（AAL0）のカプセル化のみが N:1 PVCでサポートされ
ています。

•サービスポリシー設定は、N:1 PVCのサブインターフェイスレベルでのみ設定可能です。

一意でない VPI による PWE への N:1 PVC マッピングに関
する情報

一意でない VPI による PWE への N:1 PVC マッピング機能の説明
マルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）を介して ATMセルを転送するために、MPLS
バックボーンの両端のプロバイダーエッジ（PE）ルータ間で VCが確立されます。一意でない
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VPIによる擬似回線エミュレーション（PWE）への N:1相手先固定接続（PVC）マッピング機能
を使用すると、仮想パス識別子（VPI）に関係なく、複数の PVCがサブインターフェイスに設定
された単一の疑似回線上で転送されます。（「N:1」は、1つの疑似回線上で転送されるPVCの数
を示します。）ATMセルは、1つのフレーム内にまとめられ、1つの疑似回線を介して送信され
ます。ATMセルのヘッダー情報はパケット内にセルごとにセルペイロードとともにまとめられ、
出力の最後に受信されたパケットがパッケージング解除され、ATMセルがそれぞれのPVCにマッ
プされるようにします。

N:1 PVCマッピングモードでは、デバイスは、疑似回線上で送信するMPLSパケット内の単一の
PVCからのセルのみをパッケージングできます。複数の PVCからのセルは単一のMPLSパケッ
トではパッケージングできず、単一の疑似回線にマッピングして送信することもできません。た

だし、デバイスが複数のPVCからのセルとパッケージングされているMPLSパケットを受信した
場合、それらのセルはパッケージング解除され、それぞれの PVCに送信されます。

一意でない VPI による PWE への N:1 PVC マッピングの設
定方法

一意でない VPI による PWE への N:1 PVC マッピングの設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface atmslot/subslot/port
4. atmmcpt-timerstimer1timer2timer3
5. exit
6. configure terminal
7. interface atmslot/subslot/port.subslotmultipoint
8. no ip address
9. atmenable-ilmi-trap
10. cell-packingmaxcellsmcpt-timertimer-number
11. xconnectpeer-ipaddressvc-idencapsulationmpls
12. pvcvpi/vcil2transport
13. 設定する PVCの数だけステップ 12を繰り返します。
14. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：
Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：
Device# configure terminal

ステップ 2   

ATMインターフェイスを有効にし、インターフェイ
スコンフィギュレーションモードを開始します。

interface atmslot/subslot/port

例：
Device(config)# interface atm 9/1/1

ステップ 3   

最大セルパッキングタイムアウト（MCPT）値をマイ
クロ秒単位で設定します。

atmmcpt-timerstimer1timer2timer3

例：
Device(config-if)# atm mcpt-timers 100
200 300

ステップ 4   

• MCPTタイマーは、rawセル（AAL0カプセル化）
が疑似回線へのパントのために単一パケットに

パッケージされるまでデバイスが待機する時間を

設定します。

インターフェイスコンフィギュレーションモードを

終了します。

exit

例：
Device(config-if)# exit

ステップ 5   

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：
Device# configure terminal

ステップ 6   

サブインターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを開始し、指定された ATM共有ポートアダプタ
interface atmslot/subslot/port.subslotmultipoint

例：
Device(config)# interface atm 9/1/1.1
multipoint

ステップ 7   

（SPA）の特定のポートでマルチポイントサブイン
ターフェイスを作成します。

インターフェイスの IPアドレスを削除します。no ip address

例：
Device(config-subif)# no ip address

ステップ 8   
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目的コマンドまたはアクション

ATMインターフェイスまたはサブインターフェイス
がイネーブルまたはシャットダウンの場合に、統合

atmenable-ilmi-trap

例：
Device(config-subif)# atm enable-ilmi-trap

ステップ 9   

ローカル管理インターフェイス（ILMI）atmfVccChange
トラップを生成します。

ATM over MPLSが複数の ATMセルをMCPTタイミン
グ内で各MPLSパケットにパッケージできるようにし
ます。

cell-packingmaxcellsmcpt-timertimer-number

例：
Device(config-subif)# cell-packing 20
mcpt-timer 2

ステップ 10   

（任意）接続回線を有効にし、ピア、VC ID、および
データカプセル化方式の IPアドレスを指定します。

xconnectpeer-ipaddressvc-idencapsulationmpls

例：
Device(config-subif)# xconnect 10.1.1.1
100 encapsulation mpls

ステップ 11   

VPIと仮想チャネル識別子（VCI）を割り当てます。pvcvpi/vcil2transport

例：
Device(config-subif)# pvc 10/100
l2transport

ステップ 12   

—設定する PVCの数だけステップ 12を繰り
返します。

ステップ 13   

サブインターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：
Device(config-subif)# end

ステップ 14   
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L2VPN プロトコルベースの CLI 機能に関連付けられているコマンドを
使用した、一意でない VPI による PWE への N:1 PVC マッピングの設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface atmslot/subslot/port
4. atmmcpt-timerstimer1timer2timer3
5. exit
6. configure terminal
7. interface atmslot/subslot/portt.subslotmultipoint
8. no ip address
9. atmenable-ilmi-trap
10. cell-packingmaxcellsmcpt-timertimer-number
11. end
12. interfacepseudowirenumber
13. encapsulationmpls
14. neighborpeer-addressvcid-value
15. exit
16. l2vpn xconnectcontextcontext-name
17. member pseudowireinterface-number
18. member gigabitethernetinterface-number
19. end
20. pvcvpi/vcil2transport
21. 設定する PVCの数だけステップ 12を繰り返します。
22. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：
Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：
Device# configure terminal

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

ATMインターフェイスを有効にし、インターフェイス
コンフィギュレーションモードを開始します。

interface atmslot/subslot/port

例：
Device(config)# interface atm 9/1/1

ステップ 3   

最大セルパッキングタイムアウト（MCPT）値をマイ
クロ秒単位で設定します。

atmmcpt-timerstimer1timer2timer3

例：
Device(config-if)# atm mcpt-timers 100
200 300

ステップ 4   

• MCPTタイマーは、rawセル（AAL0カプセル化）
が疑似回線へのパントのために単一パケットに

パッケージされるまでデバイスが待機する時間を

設定します。

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終

了します。

exit

例：
Device(config-if)# exit

ステップ 5   

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：
Device# configure terminal

ステップ 6   

サブインターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始し、指定された ATM共有ポートアダプタ
interface atmslot/subslot/portt.subslot
multipoint

例：
Device(config)# interface atm 9/1/1.1
multipoint

ステップ 7   

（SPA）の特定のポートでマルチポイントサブインター
フェイスを作成します。

インターフェイスの IPアドレスを削除します。no ip address

例：
Device(config-subif)# no ip address

ステップ 8   

ATMインターフェイスまたはサブインターフェイスが
イネーブルまたはシャットダウンの場合に、統合ロー

atmenable-ilmi-trap

例：
Device(config-subif)# atm
enable-ilmi-trap

ステップ 9   

カル管理インターフェイス（ILMI）atmfVccChangeト
ラップを生成します。

ATM over MPLSが複数の ATMセルをMCPTタイミン
グ内で各MPLSパケットにパッケージできるようにし
ます。

cell-packingmaxcellsmcpt-timertimer-number

例：
Device(config-subif)# cell-packing 20
mcpt-timer 2

ステップ 10   
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目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Router(config-subif)# end

ステップ 11   

疑似回線インターフェイスを指定し、インターフェイ

スコンフィギュレーションモードを開始します。

interfacepseudowirenumber

例：

Router(config)# interface pseudowire 100

ステップ 12   

マルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）が
データカプセル化方式として使用されることを指定し

ます。

encapsulationmpls

例：

Router(config-if)# encapsulation mpls

ステップ 13   

レイヤ2VPN（L2VPN）擬似回線のピア IPアドレスお
よび仮想回線（VC）ID値を指定します。

neighborpeer-addressvcid-value

例：

Router(config-if)# neighbor 10.1.1.1 100

ステップ 14   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終

了します。

exit

例：

Router(config-if)# exit

ステップ 15   

レイヤ 2 VPN（L2VPN）相互接続コンテキストを作成
し、xconnectコンフィギュレーションモードを開始し
ます。

l2vpn xconnectcontextcontext-name

例：

Router(config)# l2vpn xconnect context
con1

ステップ 16   

レイヤ 2 VPN（L2VPN）相互接続を形成するためのメ
ンバ疑似回線を指定します。

member pseudowireinterface-number

例：

Router(config-xconnect)# member
pseudowire 100

ステップ 17   

ギガビットイーサネットメンバインターフェイスの

ロケーションを指定します。

member gigabitethernetinterface-number

例：

Router(config-xconnect)# member
GigabitEthernet0/0/0.1

ステップ 18   
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目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Router(config-xconnect)# end

ステップ 19   

VPIと仮想チャネル識別子（VCI）を割り当てます。pvcvpi/vcil2transport

例：
Device(config-subif)# pvc 10/100
l2transport

ステップ 20   

—設定するPVCの数だけステップ 12を繰り
返します。

ステップ 21   

サブインターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：
Device(config-subif)# end

ステップ 22   

一意でない VPI による PWE への N:1 PVC マッピングの設
定例

例：一意でない VPI による PWE への N:1 PVC マッピングの設定
次の例は、一意でない仮想パス識別子（VPI）を使用して擬似回線への N:1 ATM相手先固定接続
（PVC）マッピングを設定する方法を示しています。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# interface atm 9/1/1
Device(config-if)# atm mcpt-timers 500 5000 50000
Device(config-if)# exit
Device# configure terminal
Device(config)# interface atm 9/1/1.1 multipoint
Device(config-subif)# no ip address
Device(config-subif)# atm enable-ilmi-trap
Device(config-subif)# cell packing 20 mcpt-timer 2
Device(config-subif)# xconnect 10.1.1.1 100 encapsulation mpls
Device(config-subif)# pvc 10/100 l2transport
Device(config-subif)# pvc 11/122 l2transport
Device(config-subif)# pvc 19/231 l2transport
Device(config-subif)# end
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例：L2VPN プロトコルベースの CLI 機能に関連付けられているコマン
ドを使用した、一意でない VPI による PWE への N:1 PVC マッピングの
設定

次の例は、一意でない仮想パス識別子（VPI）を使用して擬似回線への N:1 ATM相手先固定接続
（PVC）マッピングを設定する方法を示しています。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# interface atm 9/1/1
Device(config-if)# atm mcpt-timers 500 5000 50000
Device(config-if)# exit
Device(config)# configure terminal
Device(config)# interface atm 9/1/1.1 multipoint
Device(config-subif)# no ip address
Device(config-subif)# atm enable-ilmi-trap
Device(config-subif)# cell packing 20 mcpt-timer 2
Device(config-subif)# exit
Device(config)#interface pseudowire 100
Device(config-if)#encapsulation mpls
Device(config-if)#neighbor 10.1.1.1 100
Device(config-if)# pvc 10/100 l2transport
Device(config-if)# pvc 11/122 l2transport
Device(config-if)# pvc 19/231 l2transport
Device(config-if)# exit
Device(config)#l2vpn xconnect context A
Router(config-xconnect)#member pseudowire 100
Device(config-xconnect)#member atm 9/1/1
Device(config-xconnect)# end

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Master Command List』Cisco IOSコマンド

『Asynchronous Transfer Mode Command
Reference』

ATMコマンド
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントのWeb
サイトではリソースをオンラインで提供してお

り、マニュアル、ソフトウェア、およびツール

をダウンロードできます。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

一意でない VPI による PWE への N:1 PVC マッピングの機
能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 13：一意でない VPI による PWE への N:1 PVC マッピングの機能情報

機能情報リリース機能名

一意でない VPIによる PWEへ
の N:1 PVCマッピング機能で
は、1つ以上の ATM PVCが単
一の疑似回線にマッピングされ

ます。Cisco IOS XEリリース
3.7Sでは、Cisco ASR 903ルー
タへのサポートが追加されまし

た。

この機能により、次のコマンド

が導入されました。show atm
cell-packaging

Cisco IOS XEリリース 3.7S一意でない VPIによる PWEへ
の N:1 PVCマッピング
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